Red Hat Satellite 6.2
プロビジョニングガイド 

Red Hat Satellite Server で物理ホストと仮想ホストのプロビジョニングを実行するためのガイド。
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概要

				Red Hat Satellite プロビジョニングガイドは、物理ホストと仮想ホストのプロビジョニングについてのシナリオベースの文書です。本書には、必要なネットワークトポロジーのセットアップや、必要なサービスの設定、およびネットワーク上でのホストのプロビジョニングに必要な他の設定に関する情報すべてが記載されています。本書は、ネットワークの十分な知識とスキルを持つ Satellite 管理者を主な対象としています。
			






第1章 はじめに




			Red Hat Satellite 6 におけるプロビジョニングとは、コンピューティングリソースのプールから、新たに設定されるホストを要求する機能です。システム管理者は、異なる種類のコンピューティングリソースを Satellite Server に割り当て、複数の異なる方法を使用してそれらのプールと通信します。たとえば、Satellite Server は PXE ベースと PXE を使用しない方法の両方を使用してベアメタルシステムをプロビジョニングできます。同様に Satellite Server は、API 経由で特定のプロバイダーからクラウドインスタンスをプロビジョニングできます。これらのプロビジョニング方法は Red Hat Satellite 6 アプリケーションライフサイクルの一部として組み込まれています。そのため、これは新規システムの作成だけでなく、それらを管理し、Red Hat コンテンツで最新の状態を維持する必要のあるユーザーにとって便利な機能です。
		
アプリケーションライフサイクルでのシステムのプロビジョニング




				アプリケーションライフサイクル は、特定のシステムとそのソフトウェアを特定の段階でプロビジョニングする方法を定義します。単純なケースとして、アプリケーションライフサイクルには以下のような 2 つのステージが含まれる場合があります。
			
	
						Development (開発)
					
	
						Production (本番)
					



				より複雑なアプリケーションライフサイクルの場合には、テストやベータリリースなどのさらに多くのステージが含まれることがあります。その場合、追加のステージがアプリケーションライフサイクルに加わります。
			
	
						Development (開発)
					
	
						Testing (テスト)
					
	
						Beta Release (ベータリリース)
					
	
						Production (本番)
					



				Satellite Server は、アプリケーションライフサイクルのすべてのステージの新規ホストのプロビジョニングも可能にします。たとえば、製品開発用のホストのセットを作成するには、Development (開発) 環境内でホストのセットをプロビジョニングします。同様に、製品のテスト用のホストのセットを作成するには、Testing (テスト) 環境内でホストのセットをプロビジョニングします。
			

プロビジョニングタイプの定義




				Red Hat Satellite 6 ではホストのプロビジョニングのための各種の方法を提供しています。これには以下が含まれます。
			
	 ベアメタルプロビジョニング
	
							Satellite Server は、主としてベアメタルシステムのプロビジョニングを PXE ブートおよび MAC アドレスの特定によって実行します。システム管理者は新規ホストのエントリーを作成し、プロビジョニングされる物理ホストの MAC アドレスを指定します。また、システム管理者は Satellite Server の検出サービスを使用するために空のホストを起動し、このサービスによりプロビジョニング可能なホストのプールが作成されます。システムは PXE を使用しない方法で起動したり、プロビジョニングしたりすることもできます。
						
	クラウドプロバイダー
	
							Satellite Server はプライベート (Red Hat OpenStack Platform) およびパブリック (Amazon EC2) クラウドプロバイダーに接続します。これにより、クラウド環境で保存されたイメージから新規インスタンスをプロビジョニングする方法を実行できます。この方法には、使用するハードウェアのプロファイル (またはフレーバー) を定義する機能も含まれます。
						
	仮想化インフラストラクチャー
	
							Satellite Server は、Red Hat Enterprise Virtualization および VMware などの仮想化インフラストラクチャーサービスに接続します。これにより、仮想イメージテンプレートからか、またはベアメタルプロバイダーと同じ PXE ベースのブート方法を使用して仮想マシンをプロビジョニングする方法を実行できます。
						
	Linux コンテナー
	
							Satellite Server には、Red Hat Enterprise Linux Atomic Server でコンテナーを作成し、管理する機能があります。
						



シナリオの定義




				本書では、Red Hat Satellite 6 コンテンツ管理ガイド のシナリオを継続して使用します。本書では、ACME というソフトウェア開発会社が Red Hat Satellite 6 を使用し、各種のプロビジョニングタイプを使用して新規システムをプロビジョニングすることを想定しています。本書では、プロビジョニングを実行するために ACME が使用できる複数のユースケースシナリオを提供します。
			

				ACME の Satellite Server は Red Hat のコンテンツ配信ネットワークのコンテンツおよびその他のソースと同期しています。これと同様に、お使いになる Satellite Server にもプロビジョニングの実行前に同期されたコンテンツが含まれている必要があります。そのため、まず Red Hat Satellite 6 コンテンツ管理ガイド のシナリオに実行してから本書を参照することをお勧めします。
			
注記

					『コンテンツ管理ガイド』のステップを事前に実行せずに本書のサンプルを使用する場合は、付録A プロビジョニングのサンプル用の初期化スクリプト のスクリプトを使用して、これらのサンプルに必要な Red Hat コンテンツをインポートしてください。
				


				本書では、Red Hat Satellite 6 Web UI または CLI ツール (hammer) を使用する手順を説明します。Red Hat Satellite 6 との対話で優先される方法に応じてこれらのいずれかを使用します。CLI を使用する場合で hammer コマンドを実行するたびに認証の詳細情報を指定したくない場合は、ローカルユーザーの CLI 設定ファイルを作成します。
			
mkdir ~/.hammer
cat > .hammer/cli_config.yml <<EOF
:foreman:
    :host: 'https://satellite.example.com/'
    :username: 'admin'
    :password: 'p@55w0rd!'

EOF
重要

					本書の hammer コマンドのすべての使用箇所では、この設定ファイルで追加する認証の詳細情報が省略されています。
				


章の概要




				本章では、Red Hat Satellite 6 のコンテキストでプロビジョニングの概念を説明し、Red Hat Satellite 6 アプリケーションライフサイクルにおけるプロビジョニングの位置付けについても説明しました。また、Red Hat Satellite 6 で使用される各種のプロビジョニングタイプについても簡単に説明しました。本書の後の章では、基づくプロビジョニングの複数のシナリオについて説明します。
			

				次章では、組織およびロケーションを使用して定義するプロビジョニングのコンテキストについて扱います。
			


第2章 プロビジョニングコンテキストの設定




			この章では、新規ホストのプロビジョニングを開始する前に Satellite Server に必要な基本的な要素のいくつかを定義します。これには、プロビジョニングコンテキストを使用して配置の方法を定義することが含まれます。
		
プロビジョニングコンテキストの定義




				プロビジョニングコンテキストは、ホストとその関連付けられたリソースに使用する組織およびロケーションを定義します。組織およびロケーションの組み合わせにより、システムの所有者とシステムが置かれる場所が定義されます。
			

				組織は、所有者、目的、コンテンツ、セキュリティーレベルその他の区分に基づいて Red Hat Satellite 6 リソースを論理グループに分類します。Red Hat Satellite 6 では、複数の組織を作成および管理し、リソースをそれぞれの組織に割り当てることができます。これにより、Satellite Server において特定の組織内でホストをプロビジョニングし、その組織に関連付けられたリソースのみを使用できるようになります。組織についての詳細は、Red Hat Satellite 6 コンテンツ管理ガイド を参照してください。
			

				ロケーションは、各種リソースを分類し、ホストを割り当てる方法を提供する点で組織に似ています。ただし、物理的または地理的な設定をベースとしている点で組織とは異なっています。さらに、ユーザーはロケーションを階層的にネストできます。例として、以下のロケーションマップを参照してください。
			
	
						United States
					
	
								New York
							
	
										Datacenter 1
									
	
										Datacenter 2
									
	
										Datacenter 3
									



	
								San Francisco
							
	
										Datacenter 4
									
	
										Datacenter 5
									
	
										Datacenter 6
									






	
						Japan
					
	
								Tokyo
							
	
										Datacenter 7
									
	
										Datacenter 8
									
	
										Datacenter 9
									









				上記の例では、3 都市にある 9 つのデータセンターが使用されています。Satellite Server は各種リソースを管理し、各データセンターでホストをプロビジョニングします。
			

				このシナリオでは、単純なプロビジョニングコンテキストを使用しています。Red Hat Satellite 6 コンテンツ管理ガイド には、本書のシナリオで使用する ACME の組織を作成する方法が説明されています。またロケーションの作成方法についても説明されています。
			

組織の作成




				以下の手順は、組織の作成方法を示しています。この手順については、Red Hat Satellite 6 コンテンツ管理ガイド にも記載されており、同ガイドの組織の作成シナリオに従う場合は以下の手順に従う必要はありません。組織に変更を加える必要があり、その際には組織のプロパティーを編集する必要があることに注意してください。
			
Web UI を使用する場合

					管理 > 組織 に移動します。Satellite Server が現在管理している組織の一覧が表示されます。
				

				新規組織 をクリックします。
			

				以下の 3 つのセクションから構成される作成ウィザードが表示されます。
			
	組織の作成
	
							組織の基本的な詳細情報を指定します。これには以下が含まれます。
						
	
									名前: 組織のテキスト形式の名前。例: ACME
								
	
									ラベル: 組織の一意の ID。これは、コンテンツ保管用のディレクトリーなどの特定のアセットを作成およびマップする場合に使用されます。文字、数字、アンダースコアおよびダッシュを使用し、スペースは使用しないでください。例: ACME
								
	
									説明: 組織のテキスト形式の説明 (オプション)。例: Our example organization
								



	ホストの選択
	
							すべてのホストには組織が設定される必要があります。ただし、場合によってはホストが孤立することがあります。以下はその例になります。
						
	
									古い組織を削除するとそのホストが孤立する可能性がある。
								
	
									ホストがプロビジョニングされていないが Puppet でインポートされている。
								
	
									ホストがプロビジョニングされていないが subscription-manager で登録されている。
								



							上記の場合には、必要な場合に孤立したホストを新たに作成した組織に割り当てることができます。すべてを割り当て を選択してすべての孤立したホストを割り当てるか、または 手動割り当て を選択して割り当てる孤立したホストを選択します。ACME のシナリオでは孤立したホストは存在しないことになっているため、編集に進む をクリックして プロパティーの編集 セクションに移動します。
						

	プロパティーの編集
	
							このセクションでは、組織に特定のインフラストラクチャーリソースを割り当てます。これには、ネットワークリソース、インストールメディア、キックスタートテンプレートその他のパラメーターが含まれます。管理 > 組織 に移動し、編集する組織を選択すると、この画面にいつでも戻ることができます。
						


重要

					ACME 組織には、シナリオ用に以下のリソースが割り当てられているはずです。
				
	
							Capsule (スマートプロキシー): Satellite Server と同じホスト名を使用する Satellite Server の統合 Capsule。
						
	
							メディア: Red Hat Satellite 6 コンテンツ管理ガイド のコンテンツと同期した Red Hat Enterprise Linux 7.2 キックスタートツリー。
						
	
							プロビジョニングテンプレート: 選択されたすべてのテンプレート。
						
	
							パーティションテーブル: 選択されたすべてのテーブル。
						
	
							ドメイン: この組織が使用し、管理するドメイン。
						
	
							環境: production (本番) および Red Hat Satellite 6 コンテンツ管理ガイド で作成された環境を含むすべての Puppet 環境。
						



					上記のリソースについて、「プロパティーの編集」セクションでそれぞれのリソースタイプを確認します。
				


				組織の作成後に、送信 をクリックします。
			
CLI を使用する場合

					

# hammer organization create --name "ACME" --label "ACME" --description "Our example organization"

				

				これにより、組織のサンプルが作成されます。
			

ロケーションの作成




				以下の手順では、ロケーションの作成方法を示します。ロケーションの作成は、新規ホストとそれらのリソースのプロビジョニングコンテキストの定義に役立ちます。
			
Web UI を使用する場合

					管理 > ロケーション に移動します。これにより、Satellite Server が現在管理しているロケーションの一覧が表示されます。
				

				新規ロケーション をクリックします。
			

				以下の 3 つのセクションから構成される作成ウィザードが表示されます。
			
	組織の作成
	
							ロケーションの基本的な詳細情報を指定します。これには、以下が含まれます。
						
	
									親: このロケーションの親ロケーションを定義します。これにより、ロケーションの階層が作成されます。Satellite の場合はロケーションがないため、これを空白のままにして上位のロケーションを作成します。
								
	
									名前: ロケーションのテキスト形式の名前。例: New York
								
	
									説明: 組織のテキスト形式の説明 (オプション)。例: Our example location
								



	ホストの選択
	
							すべてのホストにはロケーションが設定される必要があります。ただし、場合によってはホストが孤立することがあります。以下はその例になります。
						
	
									古いロケーションを削除するとそのホストが孤立する場合がある。
								
	
									ホストがプロビジョニングされていないが Puppet でインポートされている。
								
	
									ホストがプロビジョニングされていないが subscription-manager で登録されている。
								



							上記の場合には、必要な場合に孤立したホストを新たに作成したロケーションに割り当てることができます。すべてを割り当て を選択してすべての孤立したホストを割り当てるか、または 手動割り当て を選択して割り当てる孤立したホストを選択します。ACME のシナリオでは孤立したホストは存在しないことになっているため、編集に進む をクリックして プロパティーの編集 セクションに移動します。
						

	プロパティーの編集
	
							このセクションでは、ロケーションに特定のインフラストラクチャーリソースを割り当てることができます。これには、ネットワークリソース、インストールメディア、キックスタートテンプレートその他のパラメーターが含まれます。管理 > ロケーション に移動し、編集するロケーションを選択すると、この画面にいつでも戻ることができます。
						


重要

					New York のロケーションには、このシナリオ用に以下のリソースが割り当てられているはずです。
				
	
							Capsule (スマートプロキシー): Satellite Server と同じホスト名を使用する Satellite Server の統合 Capsule。
						
	
							メディア: Red Hat Satellite 6 コンテンツ管理ガイド のコンテンツと同期した Red Hat Enterprise Linux 7.2 キックスタートツリー。
						
	
							プロビジョニングテンプレート: 選択されたすべてのテンプレート。
						
	
							パーティションテーブル: 選択されたすべてのテーブル。
						
	
							ドメイン: このロケーションが使用し、管理するドメイン。
						
	
							環境: production (本番) および Red Hat Satellite 6 コンテンツ管理ガイド で作成された環境を含むすべての Puppet 環境。
						
	
							組織: ACME の組織。
						



					上記のリソースについて、「プロパティーの編集」セクションでそれぞれのリソースタイプを確認します。
				


				ロケーションの作成後に、送信 をクリックします。
			
CLI を使用する場合

					

# hammer location create --name "New York" --description "Our example location"

				

				これにより、ロケーションのサンプルが作成されます。
			

コンテキストの設定




				Red Hat Satellite 6 でプロビジョニングを実行する前にコンテキストを設定する必要があります。コンテキストは新規システムのプロビジョニングに使用する組織およびロケーションを定義します。さらに、新規のインフラストラクチャーリソースがこのコンテキストに追加されます。
			
Web UI を使用する場合

					コンテキスト メニューは、画面の左上隅にあります。コンテキストを選択しない場合、メニューには「すべてのコンテキスト」と示されます。このメニューにカーソルを置き、組織 セレクターで ACME を選択します。これにより、コンテキストは ACME 組織に変更されます。次に、コンテキストメニューにカーソルを置き、ロケーション セレクターで New York を選択します。これにより、コンテキストはサンプルのロケーションに変更されます。
				
注記

					各ユーザーはアカウント設定でデフォルトのコンテキストを設定できます。Web UI の右上のユーザー名に移動し、マイアカウント を選択してユーザーアカウントの設定を編集します。
				

CLI を使用する場合

					CLI を使用している場合は、コマンドの末尾にオプションとして --organization または --organization-id および --location または --location-id のいずれかを含めます。以下は例になります。
				
# hammer host list --organization "ACME" --location "New York"

				これにより、CLI を使って対話のコンテキストが設定されます。
			

章の概要




				本章では、新しい組織とロケーションを作成し、それらをプロビジョニングのコンテキストとして設定する方法について説明しました。
			

				次章では、Red Hat Satellite 6 プロビジョニングインフラストラクチャーを構成するリソースのいくつかについて説明します。
			


第3章 プロビジョニングリソースの設定




			Red Hat Satellite 6 は、新規ホストの作成に役立つ一連のプロビジョニングリソースを提供します。このセクションでは、これらのリソースのいくつかや、それらのリソースがホストのプロビジョニングにどのように役立つかについて説明します。
		
サポートされるアーキテクチャー

				PXE、検出およびブートディスクを使用したプロビジョニングについてサポートされるのは Intel x86_64 アーキテクチャーのみです。詳細は、Red Hat ナレッジベースソリューション Architectures Supported for Satellite 6 Provisioning を参照してください。
			
インストールメディアの作成




				インストールメディアは、Satellite Server がベースオペレーティングシステムをマシンにインストールするために使用するファイルのソースです。インストールメディアは、オペレーティングシステムのインストールツリーの形式で提供され、インストーラーをホストするマシンから HTTP URL 経由でアクセスできる必要があります。利用可能なインストールメディアは ホスト > インストールメディア メニューに表示されます。
			

				Red Hat の CDN からキックスタートツリーをインポートすると、インストールメディア ページに新規エントリーが作成されます。このプロセスは、『Red Hat Satellite 6 コンテンツ管理ガイド』の「同期する Red Hat リポジトリーの選択」セクションで説明されています。リポジトリーからの同期済みインストールメディアの場合、これを手動で定義する必要はありません。インストールメディアは、ホストまたはホストグループの作成時に オペレーティングシステム タブの 同期したコンテンツ で利用できます。
			

				ローカルにマウントされた ISO イメージなどの他のインストールメディアの場合、ユーザーは以下の手順を使用して独自のカスタムメディアパスを追加することができます。
			
Web UI を使用する場合

					ホスト > インストールメディア に移動して 新規メディア をクリックします。UI には、インストールメディアの詳細を入力できる一連のフィールドがあります。
				
	
						名前: ユーザーインターフェースのインストールメディアのエントリーを表す名前。
					
	
						パス: インストールツリーを含む URL または NFS 共有。複数の異なるシステムアーキテクチャーおよびバージョンを表すために以下の変数をパスで使用できます。
					
	
								$arch: システムアーキテクチャー (例: x86_64)
							
	
								$version: オペレーティングシステムのバージョン (例: 7.2)
							
	
								$major: オペレーティングシステムのメジャーバージョン (例: 7)
							
	
								$minor: オペレーティングシステムのマイナーバージョン (例: 2)
							

								HTTP パスの例:
							
http://download.example.com/rhel/$version/Server/$arch/os/

								NFS パスの例:
							
nfs://download.example.com:/rhel/$version/Server/$arch/os/
注記

									Capsule Server の同期したコンテンツは HTTP パスを常に使用します。Capsule Server で管理されたコンテンツは NFS パスをサポートしません。
								





	
						オペレーティングシステムの種類: メディアのディストリビューションまたはファミリー。たとえば、Red Hat Enterprise Linux、CentOS、および Fedora は Red Hat ファミリーに属します。
					



				Satellite Server はインストールメディアを現在のプロビジョニングコンテキストに追加します。追加のコンテキストは、組織 および ロケーション タブで選択できます。
			

				送信 をクリックしてインストールメディアを保存します。
			
CLI を使用する場合

					hammer medium create コマンドを使用してインストールメディアを作成します。
				
# hammer medium create --name "CustomOS" --os-family "Redhat" --path 'http://download.example.com/rhel/$version/Server/$arch/os/' --organizations "ACME" --locations "New York"

パーティションテーブルの作成




				パーティションテーブルは、Satellite Server が新規ホストで利用可能なディスクを設定する方法を定義する一連のディレクティブです。Red Hat Satellite 6 には、Kickstart default などの、使用するデフォルトのパーティションテーブルのセットが含まれます。またパーティションテーブルのエントリーを編集すると、必要なパーティション設定スキームを設定したり、新規パーティションテーブルのエントリーを作成したり、そのエントリーを Red Hat Enterprise Linux オペレーティングシステムのエントリーに指定したりできます。
			
Web UI を使用する場合

					ホスト > パーティションテーブル に移動し、新規パーティションテーブル をクリックします。UI にはパーティションテーブルの詳細を入力できる一連のフィールドがあります。
				
	
						名前: パーティションテーブルを表す名前。
					
	
						デフォルト: テンプレートが新規の組織またはロケーションに自動的に関連付けられるかどうかを定義します。
					
	
						スニペット: テンプレートが他のパーティションテーブルレイアウトの再利用可能なスニペットかどうかを定義します。
					
	
						オペレーティングシステムの種類: パーティションレイアウトのディストリビューションまたはファミリー。たとえば、Red Hat Enterprise Linux、CentOS、および Fedora は Red Hat ファミリーに属します。
					
	
						テンプレートエディター: ディスクパーティションのレイアウトを入力するテキスト領域。以下は例になります。
					
zerombr
clearpart --all --initlabel
autopart

						テンプレート ファイルブラウザーを使用してテンプレートファイルをアップロードすることもできます。
					
注記

							レイアウトのフォーマットは、オペレーティングシステムのフォーマットと一致する必要があります。Red Hat Enterprise Linux 7.2 にはキックスタートファイルに一致するレイアウトが必要です。
						


	
						監査コメント: パーティションレイアウトへの変更の概要フィールド。
					



				Satellite はパーティションテーブルを現在のプロビジョニングコンテキストに追加します。組織 および ロケーション タブから追加のコンテキストを選択できます。
			

				送信 をクリックしてパーティションテーブルを保存します。
			
CLI を使用する場合

					CLI を使用してパーティションテーブルを作成する前に、パーティションレイアウトが含まれるテキスト形式のファイルを作成します。この例では ~/my-partition ファイルを使用します。hammer partition-table create コマンドを使用してインストールメディアを作成します。
				
# hammer partition-table create --name "My Partition" --snippet false --os-family Redhat --file ~/my-partition --organizations "ACME" --locations "New York"

プロビジョニングテンプレートの作成




				プロビジョニングテンプレートは、Satellite Server がホストにオペレーティングシステムをインストールする方法を定義します。プロビジョニングテンプレートには、以下を含むさまざまなタイプがあります。
			
	
						provision: プロビジョニングプロセスを定義する主なテンプレート (例: キックスタートテンプレート)。キックスタートテンプレートの構文についての詳細は、Red Hat Enterprise Linux 7 インストールガイド の 「キックスタート構文の参考資料」を参照してください。
					
	
						PXELinux、iPXE、PXEGrub: PXE ベースのネットワークの起動テンプレート。
					
	
						finish: 主要なプロビジョニングプロセスの完了後の設定後スクリプト。これは SSH タスクとして実行されます。
					
	
						Bootdisk: PXE を使用しないブート方法のためのテンプレート。
					
	
						kexec: PXE を使用しないブート方法のためのカーネル実行テンプレート。
					
	
						user_data: cloud-init スクリプトなどのユーザーデータを受け入れるプロバイダー用の設定後スクリプト。
					
	
						script: デフォルトで使用されないが、カスタムタスクに役立つ任意のスクリプト。
					
	
						ZTP: Zero Touch Provisioning テンプレート。
					
	
						POAP: PowerOn Auto Provisioning テンプレート。
					



				Red Hat Satellite には数多くのテンプレートのサンプルが含まれます。ホスト > プロビジョニングテンプレート に移動するとそれらを表示できます。それらのいずれかのクローンを作成したり、調整したり、独自のテンプレートを作成したりできます。テンプレートには Embedded Ruby (ERB) 構文を使用できます。詳細は、『ホスト設定ガイド』の「テンプレート作成の参照」を参照してください。
			

				プロビジョニングテンプレートはダウンロードできます。ダウンロードを可能にするには、まずデバッグ証明書を作成する必要があります。『サーバー管理ガイド』の「組織のデバッグ証明書の作成」を参照してください。
			
Web UI を使用する場合

					ホスト > プロビジョニングテンプレート に移動し、新規テンプレート をクリックします。UI にはプロビジョニングテンプレートの詳細を入力できる一連のフィールドがあります。または、サンプルのテンプレートのいずれかを選択し、クローン をクリックしてこれを複製してから事前に設定された詳細を変更することができます。
				
	
						テンプレート タブ:
					
	
								名前: プロビジョニングテンプレートのテキスト形式の名前。
							
	
								デフォルト: テンプレートが新規の組織またはロケーションに自動的に関連付けられるかどうかを定義します。
							
	
								テンプレートエディター: プロビジョニングテンプレートの本文を入力するテキスト領域。テンプレート ファイルブラウザーを使用してテンプレートファイルをアップロードすることもできます。
							
	
								監査コメント: プロビジョニングテンプレートへの変更の概要フィールドです。
							



	
						タイプ タブ:
					
	
								スニペット: プロビジョニングテンプレートをスニペットとして指定します。スニペットはスタンドアロンのプロビジョニングテンプレートではありませんが、他のプロビジョニングテンプレートに挿入できるプロビジョニングテンプレートの一部を構成します。
							
	
								タイプ: provision などのテンプレートのタイプを定義します。
							



	
						関連付け タブ:
					
	
								適用可能なオペレーティングシステム セクションの すべての項目 の一覧から、オペレーティングシステムエントリーの名前をクリックしてそのオペレーティングシステムエントリーを 選択された項目 の一覧に移動し、プロビジョニングテンプレートをそのオペレーティングシステムエントリーで使用できるようにします。
							
	
								またオプションとして、組み合わせの追加 をクリックして ホストグループ の一覧からホストグループを 1 つ選択するか、または 環境 の一覧から環境を 1 つ選択すると、指定したホストグループと環境の組み合わせにプロビジョニングテンプレートを使用できるようになります。
							






				Satellite はプロビジョニングテンプレートを現在のプロビジョニングコンテキストに追加します。組織 および ロケーション タブから追加のコンテキストを選択できます。
			

				送信 をクリックしてプロビジョニングテンプレートを保存します。
			
CLI を使用する場合

					CLI を使用してテンプレートを作成する前に、テンプレートが含まれるテキスト形式ファイルを作成します。この例では ~/my-template ファイルを使用します。hammer partition-table create コマンドを使用してインストールメディアを作成し、--type オプションでタイプを指定します。
				
# hammer template create --name "My Provisioning Template" --file ~/my-template --type provision --organizations "ACME" --locations "New York"

オペレーティングシステムの作成




				オペレーティングシステムは、Satellite Server がホストにベースオペレーティングシステムをインストールする方法を定義するリソースの集合です。オペレーティングシステムのエントリーは、インストールメディアやパーティションテーブル、プロビジョニングテンプレートなどの事前に定義されたリソースを組み合わせます。
			

				Red Hat の CDN からオペレーティングシステムをインストールすると、ホスト > オペレーティングシステム ページで新規エントリーが作成されます。ユーザーは以下の手順でカスタムオペレーティングシステムを追加することもできます。
			
Web UI を使用する場合

					ホスト > オペレーティングシステム に移動し、新規オペレーティングシステム をクリックします。UI には、オペレーティングシステムの詳細を入力できる一連のフィールドがあります。
				
	
						オペレーティングシステム タブ:
					
	
								名前: オペレーティングシステムエントリーを表すテキスト形式の名前。
							
	
								メジャーバージョン: オペレーティングシステムのメジャーバージョンに対応する番号。
							
	
								マイナーバージョン: オペレーティングシステムのマイナーバージョンに対応する番号。
							
	
								説明: オペレーティングシステムの説明を入力するテキストフィールド。
							
	
								ファミリー: 新規オペレーティングシステムの分類に使用するオペレーティングシステムのファミリー。
							
	
								root パスワードのハッシュ: root パスワードのエンコーディング方法を定義します。
							
	
								アーキテクチャー: オペレーティングシステムが使用するアーキテクチャーを選択します。ホスト > アーキテクチャー メニューで追加のアーキテクチャーを作成します。
							



	
						パーティションテーブル タブ:
					
	
								このオペレーティングシステムに適用できる可能性のあるパーティションテーブルを選択します。
							



	
						インストールメディア タブ:
					
	
								このオペレーティングシステムに適用されるインストールメディアを選択します。キックスタートツリーはリポジトリーの同期時に自動的に利用可能になるはずです。詳細は、インストールメディアの作成 を参照してください。
							



	
						テンプレート タブ:
					
	
								オペレーティングシステムに適用される各タイプのテンプレートを選択します。
							






				送信 をクリックしてプロビジョニングテンプレートを保存します。
			
CLI を使用する場合

					hammer os create コマンドを使用してオペレーティングシステムを作成します。
				
# hammer os create --name "MyOS" --description "My custom operating system" --major 7 --minor 3 --family "Redhat" --architectures "x86_64" --partition-tables "My Partition" --media "Red Hat" --provisioning-templates "My Provisioning Template"

				以下の点に注意してください。
			
	
						先のセクションで作成したリソースを使用します(例: インストールメディア、パーティションテーブル、およびプロビジョニングテンプレート)。
					
	
						オペレーティングシステムにはプロビジョニングコンテキストがありません。オペレーティングシステムを構成するリソースのみがプロビジョニングコンテキストを持ちます。
					



コンピュートプロファイルの作成




				コンピュートプロファイルは、仮想化インフラストラクチャーおよびクラウドプロバイダーなどのコンピュートリソースと併用されます。コンピュートプロファイルにより、ユーザーは CPU、メモリー、およびストレージなどのハードウェアを事前に定義できます。Red Hat Satellite 6 のデフォルトインストールには、以下の 3 つの事前に定義されたプロファイルが含まれます。
			
	
						1-Small
					
	
						2-Medium
					
	
						3-Large
					



				ここでは、4-Example という 4 つ目のプロファイルを作成します。
			
Web UI を使用する場合

					インフラストラクチャー > コンピュートプロファイル に移動します。既存のプロファイルの一覧が表示されます。新規のコンピュートプロファイル をクリックします。
				

				プロファイルの 名前 (例: 4-Example) を入力し、送信 をクリックします。
			
CLI を使用する場合

					コンピュートプロファイルの CLI コマンドは Red Hat Satellite 6.2 ではまだ実装されていません。
				

アクティベーションキーの作成




				新規ホストを作成する前に、アクティべーションキーを作成することをお勧めします。このアクティべーションキーは、プロビジョニングのシナリオでシステムの登録時に使用されます。本書のシナリオでは、Red Hat Satellite 6 コンテンツ管理ガイド のサブスクリプションおよびリポジトリーを割り当てるためにアクティべーションキーのサンプルを作成します。
			
Web UI を使用する場合

					コンテンツ > アクティベーションキー に移動し、アクティベーションキーの作成 をクリックします。アクティべーションキーに以下の情報を入力します。
				
	
						名前: アクティベーションキーの名前。システムの登録プロセスでこの名前を使用します。example と入力します。
					
	
						コンテンツホストの制限: このアクティベーションキーで Satellite Server が登録を許可するシステム数を定義します。無制限のコンテンツホスト を選択します。
					
	
						説明: アクティべーションキーのテキスト形式の説明。Example activation key と入力します。
					
	
						環境: 使用する環境。Production を選択します。
					
	
						コンテンツビュー: 環境内で使用するコンテンツビュー (およびリポジトリー) 。Base を選択します。
					



				保存 をクリックすると、アクティベーションキーの詳細画面が表示されます。
			

				ここで、登録時に割り当てる製品と有効にするリポジトリーを定義する必要があります。サブスクリプション タブに移動すると、空のサブスクリプション一覧が表示されます。追加 をクリックして Red Hat Enterprise Linux サブスクリプションを選択し、選択を追加 をクリックします。
			
注記

					Auto-Attach オプションは有効にされています。これにより、登録時にこれらの製品の割り当てが自動的に実行され、必要なリポジトリーが有効になります。アクティベーションキーの Auto-Attach が無効になっている場合は、システムはサブスクリプションやコンテンツを割り当てず、Satellite Server に登録されるのみとなります。
				


				製品コンテンツ ページに移動します。アクティベーションキーの製品に関連付けられている全リポジトリーが表示されます。デフォルトでは、Satellite Server は以下のみを有効にしています。
			
	
						システム要件に最も適したリポジトリー。このケースでは Red Hat Enterprise Linux 7 Server RPMs のみになります。
					
	
						カスタムコンテンツ。
					



				シナリオには以下のデフォルトが設定されているはずです。
			

				Red Hat Enterprise Linux Server:
			
	
						Red Hat Enterprise Linux 7 Server (Kickstart) - Enabled: No (Default)
					
	
						Red Hat Satellite Tools 6.2 (for RHEL 7 Server) (RPMs) - Enabled: No (Default)
					
	
						Red Hat Enterprise Linux 7 Server (RPMs) - Enabled: Yes (Default)
					



				Red Hat Satellite Tools リポジトリーには設定ツール (katello-agent および puppet など) が含まれるため、これを有効にします。以下のように変更します。
			
	
						Red Hat Satellite Tools 6.2 (for RHEL 7 Server) (RPMs) - Enabled: Override to Yes
					



				保存 をクリックします。
			
CLI を使用する場合

					アクティベーションキーを作成します。
				
# hammer activation-key create --name "example" --unlimited-content-hosts true --description "Example activation key" --lifecycle-environment "Production" --content-view "Base"  --organization "ACME"

				サブスクリプション ID 一覧を取得します。
			
# hammer subscription list --organization "ACME"

				Red Hat Enterprise Linux サブスクリプション UUID をアクティベーションキーに割り当てます。
			
# hammer activation-key add-subscription --name "example" --subscription-id ff808181533518d50152354246e901aa --organization "ACME"

				アクティベーションキーに関連付けられている製品コンテンツを一覧表示します。
			
# hammer activation-key product-content --name "example" --organization "ACME"

				Red Hat Satellite Tools 6.2 リポジトリーのデフォルトの自動有効化ステータスを上書きします。デフォルトでは無効にされています。以下のコマンドでこれを有効にします。
			
# hammer activation-key content-override --name "example" --content-label rhel-7-server-satellite-tools-6.2-rpms --value 1 --organization "ACME"

				アクティべーションキーのサンプルをプロビジョニングされたシステムの登録に使用できます。
			

章の概要




				本章では、新規ホストをプロビジョニングするためのリソースについて説明しました。これには、インストールメディア、パーティションテーブル、プロビジョニングテンプレート、コンピュートプロファイル、およびアクティベーションキーが含まれます。本書のシナリオではこれらのリソースをホストプロビジョニングプロセスに適用する方法を説明します。
			

				次の章では、プロビジョニング用にネットワークインフラストラクチャーを設定する方法について説明します。
			


第4章 ネットワークの設定




			それぞれのプロビジョニングタイプにはネットワーク設定が必要です。新規ホストが Satellite Server の統合 Capsule または外部 Capsule Server のいずれかにアクセスできるようにする必要があります。Satellite Server または Capsule Server の設定を行うには、以下の 2 つの基本的な要件を満たしている必要があります。
		
	
					統合 Capsule または Capsule Server のネットワークサービスの設定。これには以下が含まれます 。
				
	
							コンテンツ配信サービス
						
	
							ネットワークサービス (DHCP、DNS、および TFTP)
						
	
							Puppet 設定
						



	
					Satellite Server でのネットワークリソースデータの定義。これは新規ホストでネットワークインターフェースを設定するのに役立ちます。
				



			本章では、Satellite Server の統合 Capsule でネットワークサービスを設定する方法を重点的に説明します。これらの方法は、特定のネットワークを管理するスタンドアロン Capsule Server の設定にも同様に当てはまります。
		

			この例では、ACME にはホストをプロビジョニングするためのプライベートネットワークがあります。このプライベートネットワークの詳細は以下のようになります。
		
	
						
							サブネット
						

							
						
							192.168.140.0/24
						

							 
	
						
							外部ゲートウェイ
						

							
						
							192.168.140.1
						

							 
	
						
							Satellite Server
						

							
						
							192.168.140.2
						

							 
	
						
							検出されたホストおよび管理対象外のホストの DHCP 割り当てプール
						

							
						
							192.168.140.10 - 192.168.140.110
						

							 
	
						
							ホストプロビジョニングの DHCP 割り当てプール
						

							
						
							192.168.140.111 - 192.168.140.250
						

							 



			Satellite Server では、検出/管理対象外サービスとプロビジョニングサービスの両方に同じ DHCP 範囲を定義することはできますが、それぞれのサービスに同じサブネット内の別々の範囲を使用することが推奨されます。
		
ネットワークサービスの設定




				一部のプロビジョニング方法では Capsule Server サービスを各種の目的で使用します。たとえば、ネットワークが Capsule Server に対して DHCP サーバーとして機能することを要求する場合があります。また、 オペレーティングシステムを新規ホストにインストールする手段として PXE ブートサービスを必要とするシステムもあります。この場合には、主な PXE ブートサービスである DHCP、DNS および TFTP を使用できるよう Capsule Server を設定する必要があります。これを実行するには、これらのサービスを設定するオプションと共に satellite-installer スクリプトを実行します。
			

				この例では、ACME は PXE ブートサービスを提供できるよう Satellite Server の統合 Capsule をプロビジョニングネットワークに接続します。Satellite Server は以下の NIC 設定を使用します。
			
# ip addr
1: lo: <LOOPBACK,UP,LOWER_UP> mtu 65536 qdisc noqueue state UNKNOWN
    link/loopback 00:00:00:00:00:00 brd 00:00:00:00:00:00
    inet 127.0.0.1/8 scope host lo
       valid_lft forever preferred_lft forever
    inet6 ::1/128 scope host
       valid_lft forever preferred_lft forever
2: eth0: <BROADCAST,MULTICAST,UP,LOWER_UP> mtu 1500 qdisc pfifo_fast state UP qlen 1000
    link/ether 52:54:00:33:e3:1c brd ff:ff:ff:ff:ff:ff
    inet 192.168.125.35/24 brd 192.168.125.255 scope global dynamic ens3
       valid_lft 3042sec preferred_lft 3042sec
    inet6 fe80::5054:ff:fe33:e31c/64 scope link
       valid_lft forever preferred_lft forever
3: eth1: <BROADCAST,MULTICAST,UP,LOWER_UP> mtu 1500 qdisc pfifo_fast state UP qlen 1000
   link/ether 52:54:00:fd:24:ae brd ff:ff:ff:ff:ff:ff
   inet 192.168.140.2/24 brd 192.168.140.255 scope global ens8
      valid_lft forever preferred_lft forever
   inet6 fe80::5054:ff:fefd:24ae/64 scope link
      valid_lft forever preferred_lft forever

				Satellite Server は、Red Hat の CDN などの外部接続に eth0 を使用します。ACME は eth1 インターフェースから、192.168.140.0/24 サブネットを使用したホストのプライベートプロビジョニングネットワークに接続しようとします。ここでは、Satellite Server の統合 Capsule がこのネットワーク上で新規ホストの DHCP、DNS、および TFTP サーバーとして機能させることが目標になります。
			
注記

					Satellite Server の統合 Capsule は上記のサービスを提供します。これらのサービスは、他のネットワークの追加の Satellite Capsule にも設定することができます。
				


				この例では、satellite-installer スクリプトはそれらのサービスを設定するために以下のオプションを使用します。
			
DHCP オプション
	--foreman-proxy-dhcp
	
							DHCP サービスを有効にします。このオプションを true に設定します。
						
	--foreman-proxy-dhcp-gateway
	
							DHCP プールのゲートウェイを定義します。この例では、これを ACME のプライベートネットワークの外部ゲートウェイのアドレスである 192.168.140.1 に設定します。
						
	--foreman-proxy-dhcp-interface
	
							要求をリッスンするために DHCP サービスのインターフェースを設定します。この例では、eth1 に設定します。
						
	--foreman-proxy-dhcp-nameservers
	
							DHCP でクライアントに提供されたネームサーバーのアドレスを設定します。この例では、eth1 の Satellite Server のアドレス 192.168.140.1 に設定します。
						
	--foreman-proxy-dhcp-range
	
							検出および管理対象外サービスのスペースで区切られた DHCP プール範囲を定義します。この例では、192.168.140.10 192.168.140.110 に設定します。これにより、100 アドレスを含むプールが提供されます。
						
	--foreman-proxy-dhcp-server
	
							管理する DHCP サーバーのアドレスを設定します。この例では、192.168.140.2 になります。
						


DNS オプション
	--foreman-proxy-dns
	
							DNS サービスを有効にします。このオプションを true に設定します。
						
	--foreman-proxy-dns-forwarders
	
							DNS フォワーダーを設定します。この例では、これを 8.8.8.8; 4.4.4.4 に設定し、2 つのパブリック DNS サーバーを使用します。個人用としては独自の DNS サーバーを代わりに使用してください。
						
	--foreman-proxy-dns-interface
	
							DNS 要求をリッスンするためのインターフェースを設定します。この場合、eth1 に設定します。
						
	--foreman-proxy-dns-reverse
	
							DNS 逆引きゾーン名を定義します。この例では 140.168.192.in-addr.arpa を使用します。
						
	--foreman-proxy-dns-server
	
							管理する DNS サーバーのアドレスを設定します。この例では 192.168.140.2 になります。
						
	--foreman-proxy-dns-zone
	
							DNS ゾーン名を設定します。この例では example.com を使用します。
						


TFTP オプション
	--foreman-proxy-tftp
	
							TFTP サービスを有効にします。このオプションを true に設定します。
						


注記

					satellite-installer --help を実行し、DHCP、DNS、TFTP その他の Satellite Capsule サービスに関するオプションを表示します。
				


				以下は、設定コマンドの例になります。
			
# satellite-installer --foreman-proxy-dhcp true \
--foreman-proxy-dhcp-gateway "192.168.140.1" \
--foreman-proxy-dhcp-interface "eth1" \
--foreman-proxy-dhcp-nameservers "192.168.140.2" \
--foreman-proxy-dhcp-range "192.168.140.10 192.168.140.110" \
--foreman-proxy-dhcp-server "192.168.140.2" \
--foreman-proxy-dns true \
--foreman-proxy-dns-forwarders "8.8.8.8; 4.4.4.4" \
--foreman-proxy-dns-interface "eth1" \
--foreman-proxy-dns-reverse "140.168.192.in-addr.arpa" \
--foreman-proxy-dns-server "192.168.140.2" \
--foreman-proxy-dns-zone "example.com" \
--foreman-proxy-tftp true

				satellite-installer スクリプトはこれらの設定オプションを適用し、必要なネットワークサービスをセットアップします。設定が完了したら、hammer proxy info コマンドを使用して選択した Capsule Server でこれらのサービスを確認します。この例では、Satellite Server の統合 Capsule のドメイン名として satellite.example.com を使用しています。
			
# hammer proxy info --name "satellite.example.com"

				出力には、DNS、DHCP、および TFTP などの有効にされた機能の一覧が表示されます。
			
Features:
    Pulp
    TFTP
    DNS
    DHCP
    Puppet
    Puppet CA
    Dynflow
    SSH

ドメインの Satellite Server への追加




				Satellite Server はネットワーク上の各ホストのドメイン名を定義します。これは、Satellite Server がドメインとドメイン名を割り当てる Capsule Server を認識している必要があることを意味しています。この例では、ACME の内部ネットワーク用に example.com ドメインを作成します。
			
注記

					Satellite Server には、Satellite Server のインストールの一環として関連するドメインがすでに作成されている可能性があります。コンテキストを 任意の組織 および 任意のロケーション に切り替えてから、ドメインの一覧でこれが存在するかどうかを確認します。存在する場合は、そのドメインエントリーを修正し、DNS capsule を定義し、組織を設定してからロケーションを設定します。
				

Web UI を使用する場合

					インフラストラクチャー > ドメイン に移動して、新規ドメイン をクリックします。この UI には、ドメインの詳細を入力できるフィールドがあります。
				
	
						ドメイン タブ:
					
	
								Name (名前): ドメイン名。この例では example.com を使用しています。
							
	
								Description (フルネーム): ドメインのテキスト形式の説明。この例では ACME's example domain を使用しています。
							
	
								DNS Capsule (DNS プロキシー): DNS の割り当てに使用する Capsule。この例では、Satellite Server の統合 Capsule を使用しています。
							



	
						ロケーション タブ:
					
	
								このドメインを使用する場所を選択します。たとえば、New York などのロケーションを選択します。
							



	
						組織 タブ:
					
	
								ACME など、このドメインを使用する組織を選択します。
							





CLI を使用する場合

					以下のコマンドでドメインを作成します。
				
# hammer domain create --name "example.com" --description "ACME's example domain" --dns_id 1 --locations "New York" --organizations "ACME"
注記

					この例では --dns-id オプションに 1 を指定しています。1 は Satellite Server の統合 Capsule の ID です。
				


サブネットの Satellite Server への追加




				Satellite Server は新規ホストのインターフェースを設定します。そのため、Satellite Server はこれらのインターフェースに接続するネットワークを認識している必要があります。これは、各サブネットの情報を Satellite Server に追加する必要があることを意味しており、これにはゲートウェイ、DHCP、および DNS などの情報が含まれます。この例では、Satellite Server の統合 Capsule が管理する ‘192.168.140.0/24’ ネットワークのサブネットのマッピングを作成します。
			
Web UI を使用する場合

					インフラストラクチャー > サブネット に移動して、新規サブネット をクリックします。UI には、サブネットの詳細を入力できる一連のフィールドがあります。
				
	
						サブネット タブ:
					
	
								名前: サブネットのテキスト形式の名前。例: ACME's Internal Network
							
	
								ネットワークアドレス: サブネットのネットワークアドレス。例: 192.168.140.0
							
	
								ネットワークマスク: サブネットのネットワークマスク。例: 255.255.255.0
							
	
								ゲートウェイアドレス: サブネットの外部ゲートウェイ。例: 192.168.140.1
							
	
								プライマリー DNS サーバー: サブネットのプライマリー DNS。例: 192.168.140.2
							
	
								セカンダリー DNS サーバー: サブネットのセカンダリー DNS。例: 8.8.8.8
							
	
								IPAM: IP アドレス管理 (IPAM) に使用するメソッド:
							
	
										DHCP: サブネットには DHCP サーバーが含まれます。
									
	
										内部 DB: サブネットには DHCP サーバーは含まれませんが、Satellite で IP アドレスの割り当てを管理し、内部データベースに IP アドレスを記録できるようにすることが想定されます。
									
	
										なし: IP アドレス管理がありません。
									

										この例では、Satellite Server は DHCP サーバーとして機能するために DHCP を使用します。
									




	
								開始アドレス (Start of IP range): プロビジョニングサービスの IP 割り当て範囲の開始を定義します。例: 192.168.140.111
							
	
								終了アドレス (End of IP range): プロビジョニングサービスの IP 割り当ての終了を定義します。例: 192.168.140.250
							
	
								VLAN ID: ブロードキャストを分離するためにサブネットの VLAN ID 番号を定義します。この例では VLAN を使用しないため、このフィールドを空白にします。
							
	
								ブートモード: このネットワークのネットワークインターフェースのデフォルトブートモードを定義します。静的に割り当てられた IP アドレスに 静的 を使用し、IP アドレスを動的に割り当てるには DHCP を使用します。
							



	
						リモート実行 タブ:
					
	
								リモート実行を制御する capsule を選択します。この例では Satellite Server 自体がこれに該当します。
							



	
						ドメイン タブ:
					
	
								このサブネットに適用されるドメインを選択します。
							



	
						プロキシー (Capsules) タブ:
					
	
								DHCP、TFTP、およびリバース DNS サービスを含む、サブネットの各サービスに適用される capsule を選択します。この例では、それぞれのサービスに Satellite Server の統合 Capsule を使用します。
							



	
						ロケーション タブ:
					
	
								この capsule を使用するロケーションを選択します。たとえば、New York というロケーションを選択します。
							



	
						組織 タブ:
					
	
								この capsule を使用する組織を選択します。たとえば、ACME を選択します。
							






				送信 をクリックしてサブネットの情報を保存します。
			
CLI を使用する場合

					以下のコマンドでサブネットを作成します。
				
# hammer subnet create --name "ACME's Internal Network" --network "192.168.140.0" --mask "255.255.255.0" --gateway "192.168.140.1" --dns-primary "192.168.140.2" --dns-secondary "8.8.8.8" --ipam "DHCP" --from "192.168.140.111" --to "192.168.140.250" --boot-mode "DHCP" --domains "example.com" --dhcp-id 1 --dns-id 1 --tftp-id 1 --locations "New York" --organizations "ACME"
注記

					この例では、--dhcp-id、--dns-id、および --tftp-id オプションは 1 を使用します。1 は Satellite Server 上の統合 Capsule の ID です。
				


章の概要




				本章では、Satellite Server の統合 Capsule で特定のネットワークサービスを設定する方法や、Satellite Server が制御するドメインおよびサブネットの詳細をマップする方法を説明しました。これで、新規ホストのネットワークが提供され、また PXE ブートやネットワーク設定などの主なサービスがホストに提供されます。
			

				次章では、新規ホストおよびホストグループを作成する方法を含む、基本的なプロビジョニングのワークフローについて扱います。
			


第5章 プロビジョニングワークフローの概要




			本章では、Red Hat Satellite 6 におけるプロビジョニングの基本的なワークフローについて説明します。この章の内容は、後の章で特定のプロビジョニング方法を使用する際のベースとなります。
		
プロビジョニングワークフローの定義




				プロビジョニングプロセスは、以下に概説される基本的なワークフローに従います。
			
	
						Web UI の ホスト > 新規ホスト の 新規ホスト ページか、または Hammer CLI で新規ホストを作成します。また Satellite Server はサブネットに関連付けられた DHCP Capsule Server から未使用の IP アドレスを要求します。新規ホスト ページでは、この IP アドレスを IP アドレスフィールドに使用します。新規ホストのすべてのオプションの実行後には、新規ホストの要求を送信します。
					
	
						サブネットに関連付けられた DHCP Capsule Server がホストのエントリーを予約します。
					
	
						Satellite Server は DNS レコードを設定します。
					
	
								正引き DNS レコードがドメインに関連付けられた Capsule Server に作成されます。
							
	
								逆引き DNS レコードがサブネットに関連付けられた DNS Capsule Server に作成されます。
							



	
						ホストの PXELinux メニューがサブネットに関連付けられた TFTP Capsule Server に作成されます。
					
	
						新規ホストは DHCP サーバーから DHCP リースを要求します。
					
	
						DHCP サーバーはリース要求に応答し、TFTP オプション (next-server、filename) を返します。
					
	
						ホストは TFTP サーバーからブートローダーおよびメニューを要求します。
					
	
						ホストの PXELinux メニューおよび OS インストーラーは TFTP 経由で返されます。
					
	
						インストーラーは Satellite Server から選択された provision テンプレートまたはスクリプトを要求します。
					
	
						Satellite Server はテンプレートをレンダリングし、結果として生成されるキックスタートをホストに返します。
					
	
						ホストは、オペレーティングシステムをインストールするビルドシステムに入り、ホストを Satellite Server に登録し、管理ツール (katello-agent, puppet) をインストールします。
					
	
						インストーラーは Satellite に対し、postinstall スクリプトで正常なビルドについて通知します。
					
	
						PXELinux メニューはローカルの起動テンプレートに戻ります。
					
	
						ホストはオペレーティングシステムを起動します。ホストで Puppet クラスを使用するように設定している場合は、ホストは Satellite Server に保存されるモジュールを使用して設定を行います。
					



				このワークフローは、特定のオプションに応じて異なります。詳細については、後の章で説明します。以下はオプションの例になります。
			
	
						検出: 検出サービスを使用している場合、Satellite Server は新規ホストの MAC アドレスを自動的に検出し、要求の送信後にホストを再起動します。Satellite でホストを再起動できるよう、ホストが割り当てられる Capusule から TCP ポート 8443 にアクセスできなければならないことに注意してください。
					
	
						PXE なしのプロビジョニング: 新規ホストの要求の送信後に、Satellite Server からダウンロードしたブートディスクで特定のホストを起動する必要があります。
					
	
						コンピュートリソース: コンピュートリソースは新規ホストの仮想マシンを作成し、MAC アドレスを Satellite Server に返します。また、イメージベースのプロビジョニングを使用している場合、ホストは標準の PXE ブートおよびオペレーティングシステムのインストール方法に従いません。その代わりに、コンピュートリソースは新規ホストが使用する選択したイメージのコピーを作成します。
					
	
						コンテナー: コンテナーのプロビジョニングプロセスはこのワークフロープロセスに従いません。
					



Satellite Server でのホストの作成




				ホストのプロビジョニングを設定するには、Satellite Server でホストのエントリーの作成することからスタートします。これは Web UI または Hammer CLI で実行できます。ここでは、ホストのプロビジョニングに必要な基本的な要素を説明します。これらは、後の章で扱われる特定のプロビジョニング方法に関連した参照情報になります。
			
Web UI を使用する場合

					ホスト > 新規ホスト に移動します。UI には、ホストの詳細を入力できる一覧のフィールドがあります。
				

				ホスト タブで、ホストとその配置についての主な詳細を定義します。
			
	
						名前: ホストの名前。
					
	
						組織: このホストを所有する組織。
					
	
						ロケーション: このホストのロケーション。
					
	
						ホストグループ: このホストのテンプレートとして使用するホストグループを定義します。
					
	
						デプロイ先: ベアメタルのホストまたはコンピュートリソースかなど、ホストのデプロイメントのタイプを定義します。
					
	
						ライフサイクル環境: アプリケーションライフサイクルにおけるホストのステージを定義します。
					
	
						コンテンツビュー: リポジトリーに使用するコンテンツビューを定義します。
					
	
						Puppet 環境: ホストを含む Puppet 環境を定義します。通常、これは事前に選択されたコンテンツビューおよびライフサイクル環境を使用して定義されます。
					
	
						コンテンツソース: コンテンツビューからコンテンツをプロビジョニングするために使用する Capsule サーバー。
					
	
						Puppet CA: エージェントの認定に使用する Capsule サーバー。
					
	
						Puppet マスター: エージェント通信のマスターサーバーとして使用する Capsule サーバー。
					
	
						Openscap Proxy: OpenSCAP プロキシーとして使用するサーバー。
					



				Puppet クラス タブでは、プロビジョニング後にホストに適用する Puppet クラスを選択します。これらのクラスは、ホスト タブで選択されたコンテンツビューおよび Puppet 環境から取られます。組み込み済みのクラス セクションにはホストに適用されるクラスが表示され、利用可能なクラス セクションにはホストに追加できるクラスが表示されます。
			

				インターフェース タブでは、ホストのネットワークインターフェースの設定を定義します。インターフェースの追加 をクリックして新規インターフェースを作成するか、または 編集 をクリックして特定のインターフェースを編集します。新規または変更されたインターフェースは以下のフィールドを含むフォームを使用します。
			
	
						Type (タイプ): 使用するインターフェースのタイプ。これには、基本的なイーサネット接続 (インターネット) だけでなく、ベースボード管理コントローラー (BMC)、ボンド (Bond)、およびブリッジ (Bridge) が含まれます。これにより、ホストの複雑なネットワーク設定を作成することができます。
					
	
						MAC (MAC address): インターフェースの MAC アドレス。これを使用して、ネットワークの詳細を特定のインターフェースにマップできます。さらに、プロビジョニングインターフェースの MAC アドレスは、PXE ブート時にベアメタルホストを特定するために使用されます。
					
	
						デバイス ID: eth0、ens8、bond0、および br0 などのインターフェース ID。
					
	
						DNS 名: ホストのドメイン名。通常、これには ホスト タブのホスト名が自動的に設定されます。
					
	
						ドメイン: ホストのプロビジョニングに使用するドメイン。これと DNS 名 の組み合わせにより、ホストの完全修飾ドメイン名 (FQDN) が作成されます。
					
	
						サブネット: このインターフェースに接続するネットワーク。
					
	
						IP (IP address): このインタフェースの IP アドレス。選択される サブネット とそのオプションにより、このフィールドにはデータが自動的に設定されます。
					
	
						インターフェースのセレクションには以下が含まれます。
					
	
								管理 (Managed): このインターフェースはプロビジョニング時に DHCP および DNS で管理されます。
							
	
								Primary: これはメインのインターフェースを定義し、インターフェースの詳細からホストの FQDN を構築します。
							
	
								Provision: このインターフェースは PXE ブートサービスに使用されます。
							
	
								リモート実行: このインターフェースはリモート実行機能に使用されます。
							





注記

					このフォームには、選択されたネットワークインターフェースの タイプ に関連した追加のフィールドも表示されます。たとえば、Bond を選択すると、ボンディングモードを設定するためのオプション、ボンディングオプション、およびボンドに割り当てるデバイスを選択するオプションが提供されます。
				


				オペレーティングシステム タブでは、ホストにインストールするオペレーティングシステムおよび関連分野を定義します。ホストの アーキテクチャー を選択してから、そのアーキテクチャーに関連する オペレーティングシステム を選択します。フォームには、選択したオペレーティングシステムに基づく追加のオプションが提供されます。
			
	
						ビルド (Build mode): ホストをプロビジョニングし、オペレーティングシステムを開始するかどうかを定義します。このオプションは、すべてのプロビジョニングタスクで必要になります。すでに存在するプロビジョニングされたホストのエントリーを作成する場合にのみこのオプションを無効にする必要があります。
					
	
						メディア (Media Selection): 同期したキックスタートのリポジトリーのみから、またはすべてのリポジトリーから選択するかどうかを定義します。ホストのプロビジョニングに使用するインストールメディアのタイプを選択します。同期したキックスタートリポジトリーの場合は Synced Content を選択し、ホスト > インストールメディア > 新規メディア で手動で追加されたインストールメディアなど、他のインストールメディアから選択する場合は All Media を選択します。
					
	
						メディア: オペレーティングシステムのインストールメディアを定義します。通常、これはキックスタートツリーですが、ローカルにマウントされた ISO イメージにすることもできます。
					
	
						パーティションテーブル: ルートディスクのレイアウトに使用するパーティションテーブルを定義します。このフォームで カスタムパーティションテーブル を直接定義することもできます。
					
	
						ルートパス (Root password): オペレーティングシステム上の root ユーザーのパスワード。
					
	
						プロビジョニングテンプレート: ホストをプロビジョニングするために選択されたテンプレートが表示されます。解決 をクリックすると、Satellite Server がテンプレートをプロビジョニングプロセスの特定の機能に割り当てる方法を確認できます (PXE、プロビジョニング、ユーザーデータなど) 。
					


注記

					オペレーティングシステム タブには、ホスト タブの デプロイ先 でコンピュートリソースを選択している場合には追加のオプションが表示されます。これらのオプションについては後の章で説明します。
				


				パラメーター タブでは、プロビジョニングプロセスと Puppet 設定の両方に変数データを設定します。Puppet クラスパラメーター セクションでは、Puppet のパラメーターに送信されたデータを変更することができます。グローバルパラメーター および ホストパラメーター では、プロビジョニングテンプレートなどの Satellite Server 内で使用できるカスタムパラメーターを定義できます。
			
注記

					アクティべーションキーをホストに割り当てる場合、名前 を kt_activation_keys に設定し、値 をアクティべーションキーの名前に設定して新規のホストパラメーターを追加します。
				


				追加情報 タブでは、ホストの所有者、レポートに組み込むかどうか、ハードウェアモデルおよび追加のコメントなど、ホストについての各種データを定義します。
			

				ホストのエントリーを保存するには、送信 をクリックします。
			
CLI を使用する場合

					hammer host create コマンドでホストを作成します。以下は例になります。
				
# hammer host create --name "testhost" --organization "ACME" --location "New York" --environment "Test" --architecture "x86_64" --build true --domain "example.com" --enabled true --mac "aa:aa:aa:aa:aa:aa" --subnet "ACME's Internal Network" --managed true --medium "Red Hat Kickstart Tree" --operatingsystem "RedHat 7.2" --owner admin --partition-table "Kickstart Default" --puppet-proxy "satellite.example.com" --puppet-ca-proxy "satellite.example.com" --root-password "p@55w0rd!"

				--interface オプションを使用して特定のインターフェース設定を行います。詳細は、付録B Hammer CLI の追加のホストパラメーター を参照してください。hammer host interface create コマンドで特定のネットワークインターフェース設定を定義することもできます。--host または --host-id オプションを使用してインターフェースを受信するホストを選択します。以下は例になります。
			
# hammer host interface create --host "testhost" --type interface --mac "aa:aa:aa:aa:aa:aa" --identifier "eth0" --name "testhost" --domain "example.com" --subnet "ACME's Internal Network" --managed true --primary true --provision true

				この手順は、大半のプロビジョニング方法のベースとなる手順です。ただし、各ホストのすべての情報を定義するプロセスには時間がかかります。そのため、ホストグループを作成してすべてのホストに共通する設定を定義することをお勧めします。
			

Satellite Server でのホストグループの作成




				数多くのホストをプロビジョニングする場合、ホストのすべての詳細を毎回入力すると多くの時間がかかります。ただし、Red Hat Satellite 6 では ホストグループ の概念が導入されているため、ホストのプロビジョニングに要する時間を短縮できます。
			

				ホストグループは、共通するホスト設定のテンプレートとして機能します。これには、ホストに提供する詳細情報として同じものが多数含まれます。新規ホストをホストグループを使ってプロビジョニングする場合、ホストはホストグループから定義された設定を継承します。その後に、ホストを個別化するために必要に応じて追加の詳細情報を指定できます。
			

				さらに、ホストグループの階層を作成することもできます。たとえば、オペレーティングシステムを定義するベースレベルのホストグループと、ベースレベルのホストグループを継承する 2 つの子ホストグループを設定するかもしれません。
			
	
						Hostgroup: Base (Red Hat Enterprise Linux 7.2)
					
	
								Hostgroup: Webserver (httpd Puppet クラスを適用)
							
	
										Host: webserver1.example.com (web サーバー)
									
	
										Host: webserver2.example.com (web サーバー)
									



	
								Hostgroup: Storage (nfs Puppet クラスを適用)
							
	
										Host: storage1.example.com (ストレージサーバー)
									
	
										Host: storage2.example.com (ストレージサーバー)
									



	
								Host: custom.example.com (カスタムホスト)
							






				この例では、プロビジョニングされたすべてのホストは Base ホストグループの継承により、Red Hat Enterprise Linux 7.2 をオペレーティングシステムとして使用します。2 つの web サーバーホストは Webserver ホストグループからの設定を継承します。これには、httpd Puppet クラスおよび Base ホストグループの設定が含まれます。同様に、2 つのストレージサーバーは Storage ホストからの設定を継承します。これには、nfs Puppet クラスおよび Base ホストグループの設定が含まれます。カスタムホストは Base ホストグループからの設定のみを継承します。
			

				このシナリオでは、ACME のホストグループを作成する方法を示します。本書の後の章では、このホストグループをプロビジョニングプロセスで使用します。
			
Web UI を使用する場合

					設定 > ホストグループ に移動して、新規ホストグループ をクリックします。UI には、ホストの作成フォームと同様のフィールドを含むフォームが表示されます。以下の詳細を入力します。
				
	
						ホスト タブ:
					
	
								名前: ホストグループの名前。このシナリオの場合、Base と入力します。
							
	
								ライフサイクル環境: アプリケーションライフサイクルにおけるホストのステージを定義します。Red Hat Satellite 6 コンテンツ管理ガイド で作成された Production (本番) 環境を選択します。
							
	
								コンテンツビュー: リポジトリーに使用するコンテンツビューを定義します。Red Hat Satellite 6 コンテンツ管理ガイド で作成された Base (ベース) ビューを選択します。
							
	
								Puppet 環境: ホストを含む Puppet 環境を定義します。通常、これは事前に選択されたコンテンツビューおよびライフサイクル環境を使用して定義されます。この例では、Puppet モジュールを含まない production (本番) 環境を選択します。
							
	
								コンテンツソース: コンテンツビューからコンテンツを提供するために使用する Capsule サーバー。Satellite Server の統合 Capsule を選択します。
							
	
								Puppet CA: エージェントの認定に使用する Capsule サーバー。Satellite Server の統合 Capsule を選択します。
							
	
								Puppet マスター: エージェント通信のマスターサーバーとして使用する Capsule サーバー。Satellite Server の統合 Capsule を選択します。
							
	
								Openscap Proxy: OpenSCAP プロキシーとして使用するサーバー。これは空白のままにします。
							



	
						Puppet クラス タブでは、プロビジョニング後にホストに適用する Puppet クラスを選択します。このシナリオでは Puppet クラスを使用しないため、このタブは省略します。
					
	
						ネットワーク タブ:
					
	
								ドメイン: ホストのプロビジョニングに使用するドメイン。これと DNS 名 の組み合わせにより、ホストの完全修飾ドメイン名 (FQDN) が作成されます。ACME の example.com ドメインを選択します。
							
	
								サブネット: このインターフェースに接続するネットワーク。ACME の内部ネットワーク を選択します。
							
	
								レルム: ホストの認証レルムを定義します。このシナリオではレルムを使用しないのでこのフィールドを空白のままにします。
							



	
						オペレーティングシステム タブ:
					
	
								アーキテクチャー: ホストのアーキテクチャー。x86_64 を選択します。
							
	
								オペレーティングシステム: インストールするベースオペレーティングシステム。『Red Hat Satellite 6 コンテンツ管理ガイド』の「Red Hat リポジトリーの同期」セクションで説明されているように、Red Hat Enterprise Linux 7.2 のエントリーは同期ステップの実行後に表示されるはずです。
							



	
						メディア (Media Selection): 同期したキックスタートのリポジトリーのみから、またはすべてのリポジトリーから選択するかどうかを定義します。このホストグループのプロビジョニングに使用するインストールメディアのタイプを選択します。同期したキックスタートリポジトリーの場合は Synced Content を選択し、ホスト > インストールメディア > 新規メディア で手動で追加されたインストールメディアなどの他のインストールメディアから選択する場合は All Media を選択します。
					
	
								メディア: オペレーティングシステムのインストールメディア。Red Hat Enterprise Linux 7.2 からキックスタートツリーを選択します。これは、『Red Hat Satellite 6 コンテンツ管理ガイド』の「Red Hat リポジトリーの同期」セクションに説明されているように、同期ステップの実行後に表示されるはずです。
							
	
								パーティションテーブル: ルートディスクのレイアウトに使用するパーティションテーブルを定義します。デフォルトキックスタート を選択します。
							
	
								ルートパス (Root password): オペレーティングシステム上の root ユーザーのパスワード。root パスワードを入力します。
							



	
						パラメーター タブでは、プロビジョニングプロセスと Puppet 設定の両方に変数データを設定します。このセクションは空白にします。
					
	
						ロケーション タブで、ホストグループのロケーションを設定します。この例では、New York を選択します。
					
	
						組織 タブで、ホストグループを使用できる組織を設定します。この例では、ACME を選択します。
					
	
						アクティべーションキー タブでは、サンプルのアクティべーションキーを選択します。これにより、登録に使用するアクティベーションキーを定義する新規のパラメーター (kt_activation_keys) が各ホストに追加されます。
					



				送信 をクリックしてホストグループを保存します。
			
CLI を使用する場合

					hammer hostgroup create コマンドでホストグループを作成します。以下は例になります。
				
# hammer hostgroup create --name "Base" --lifecycle-environment "Production" --content-view "Base" --environment "production" --content-source-id 1 --puppet-ca-proxy-id 1 --puppet-proxy-id 1 --domain "example.com" --subnet `ACME's Internal Network` --architecture "x86_64" --operatingsystem "RedHat 7.2" --medium-id 9 --partition-table "Kickstart default" --root-pass "p@55w0rd!" --locations "New York" --organizations "ACME"

				サーバーはホストグループのエントリーを作成します。このシナリオでは、プロビジョニングのサンプル用にこのホストグループを使用します。
			

章の概要




				本章では、Red Hat Satellite 6 で新規ホストのエントリーを作成するための基本的なワークフローを説明しました。また、新規ホストの作成時にホストグループを作成して特定のパラメーターを事前に定義する方法についても説明しました。
			

				次章では、ベアメタルホストのプロビジョニング方法について説明します。次章では、Base ホストグループを使用してホストの設定を事前に定義します。
			


第6章 ベアメタルホストのプロビジョニング




			本章では、Red Hat Satellite 6 でベアメタルインスタンスをプロビジョニングする主な方法について説明します。これらには以下が含まれます。
		
	
					無人プロビジョニング (Unattended Provisioning): MAC アドレスでホストを特定し、Satellite Server は PXE ブートプロセスでプロビジョニングを実行します。
				
	
					検出サービスを使用した無人プロビジョニング (Unattended Provisioning with Discovery): 新規ホストは PXE ブートを使用して Satellite 検出サービスをロードします。このサービスはホストのハードウェア情報を特定し、ホストをプロビジョニング可能なホストとして一覧表示します。
				
	
					PXE を使用しないプロビジョニング (PXE-less Provisioning): ブートディスクまたは Satellite Server が生成する PXE なしの検出イメージを使用して新規ホストをプロビジョニングする機能です。
				
	
					検出を使用した PXEを使用しないプロビジョニング (PXE-less Provisioning with Discovery): 新規ホストは Satellite 検出サービスをロードする ISO ブートディスクを使用します。このサービスはホストのハードウェア情報を特定し、ホストをプロビジョニング可能なホストとして一覧表示します。
				


注記

				以前のバージョンの Red Hat Satellite では、プロビジョニング時にホストグループベースのテンプレートのレンダリング機能を使用でき、この機能により、ユーザーは単一ホストではなくホストグループのテンプレートをレンダリングできました。しかしながら、この機能は、ホストのレコードまたは監査証跡がないことなどの制限により Red Hat Satellite 6.2 ではサポートされていません。そのため、同様の機能を提供する検出機能を使用することをお勧めします。
			

ベアメタルプロビジョニングの要件定義




				ベアメタルプロビジョニングの要件には以下が含まれます。
			
	
						Red Hat Enterprise Linux 7 の同期済みのコンテンツリポジトリー。詳細は、Red Hat Satellite 6 コンテンツ管理ガイド を参照してください。
					
	
						ベアメタルホストのネットワークを管理する Capsule Server。無人プロビジョニングおよび検出ベースのプロビジョニングの場合、Satellite Server には PXE サーバーの設定が必要です。詳細は、4章ネットワークの設定 を参照してください。
					
	
						ホスト登録のためのアクティべーションキーのサンプル。詳細は、「アクティベーションキーの作成」 を参照してください。
					
	
						テスト目的で使用する空のベアメタルホスト。
					



無人プロビジョニングによる新規ホストの作成




				無人プロビジョニングは、ホストのプロビジョニングの最も単純な形態です。この方法では、ホストの詳細を Satellite Server に入力し、ホストを起動する必要があります。Satellite Server は PXE 設定の管理や、ネットワークサービスの整理、およびホストのオペレーティングシステムと設定の提供を自動的に実行します。このプロビジョニングの方法では、プロセス時に最小限の対話を使用します。
			

				このシナリオでは、ホストを ACME のプライベートネットワークでプロビジョニングする方法を示します。この例では、ベアメタルホストが ACME のプライベートネットワーク (192.168.140.0/24) に接続し、MAC アドレスとしての aa:aa:aa:aa:aa:aa を持つインターフェースを使用します。
			
Web UI を使用する場合

					ホスト > 新規ホスト に移動します。UI には、ホストの詳細を入力できる一覧のフィールドがあります。
				
	
						ホスト タブ:
					
	
								ホストの 名前 を入力します。これはプロビジョニングされたシステムのホスト名になります。この例では、baremetal-test1 と入力します。
							
	
								プロビジョニングコンテキスト (組織 および ロケーション) は ACME および New York に自動的に設定されます。
							
	
								ホストグループ フィールドから Base を選択します。これにより、新規ホストのほとんどのフィールドが自動的に設定されます。
							



	
						インターフェース タブ:
					
	
								ホストのインターフェースの 編集 をクリックします。
							
	
								ほとんどのフィールドには、値が自動的に含まれるはずです。とくに以下の点に注意してください。
							
	
										ホスト タブの 名前 は DNS 名 になります。
									
	
										Satellite Server は新規ホストの IP アドレスを自動的に割り当てます。
									



	
								ホストの MAC アドレスを入力します。この例では、MAC アドレスは aa:aa:aa:aa:aa:aa です。これは、PXE ブートのプロセス時のホストの識別に必要となるため重要です。
							
	
								Satellite Server は、ホストの最初のインターフェースで Managed (管理)、Primary、および Provision オプションを自動的に選択するはずです。選択されていない場合は、それらを選択してください。
							



	
						オペレーティングシステム タブ:
					
	
								すべてのフィールドには値が自動的に含まれるはずです。オペレーティングシステムの各要素を確認してください。
							
	
								プロビジョニングテンプレート の 解決 をクリックし、新規ホストが使用する適切なプロビジョニングテンプレートを特定できることを確認します。これには、以下が含まれます。
							
	
										PXELinux テンプレート: Kickstart default PXELinux
									
	
										provision テンプレート: Satellite Kickstart Default
									

										プロビジョニングテンプレートの関連付けについての詳細は、「プロビジョニングテンプレートの作成」 を参照してください。
									







	
						パラメーター タブ:
					
	
								kt_activation_keys パラメーターが存在し、サンプルのアクティべーションキーを使用していることを確認します。
							






				送信 をクリックします。
			
CLI を使用する場合

					hammer host create コマンドでホストを作成します。以下は例になります。
				
# hammer host create --name "baremetal-test1" --organization "ACME" --location "New York" --hostgroup "Base" --mac "aa:aa:aa:aa:aa:aa" --build true --enabled true --managed true

				hammer host interface update コマンドを使用し、ネットワークインターフェースのオプションが設定されていることを確認します。以下は例になります。
			
# hammer host interface update --host "test1" --managed true --primary true --provision true

				これで、ホストのエントリーおよび関連するプロビジョニングの設定が作成されます。これには、PXE を使用したベアメタルホストの起動に必要なディレクトリーおよびファイルを作成することも含まれます。物理ホストの電源を ON にして、そのブートモードを PXE に設定する場合、ホストは Satellite Server の統合 Capsule の DHCP サービスを検出し、キックスタートツリーから Red Hat Enterprise Linux 7.2 のインストールを開始します。インストールが完了すると、ホストは サンプル アクティべーションキーを使用して Satellite Server に登録され、Red Hat Satellite Tools リポジトリーから必要な設定および管理ツールがインストールされます。
			

Red Hat Satellite 検出サービスの設定




				Red Hat Satellite は検出機能を提供します。これにより、ネットワーク上の空のホストを自動的に検出できるようになります。これらのホストは、ハードウェアの検出を実行し、この情報を Satellite Server に送り返す特殊なイメージを起動します。これにより、各ホストの MAC アドレスを入力せずに Satellite Server でプロビジョニング可能なホストのプールの作成を実行できます。
			
[image: PXE mode]

インストール

					検出サービスを使用する前に、Satellite Server に検出イメージをインストールし、検出プラグインを有効にする必要があります。
				

				satellite-installer コマンドで --enable-foreman-plugin-discovery オプションを使用してプラグインを有効にします。
			
# satellite-installer --enable-foreman-plugin-discovery

				これにより、Satellite Server に検出サービスプラグインがインストールされ、有効にされます。インストールの完了後に以下のパッケージをインストールします。
			
# yum ­install foreman­-discovery-­image rubygem-smart_proxy_discovery
	
						foreman­-discovery-­image パッケージは検出 ISO を /usr/share/foreman-discovery-image/ ディレクトリーにインストールし、livecd-iso-to-pxeboot ツールを使用してこの ISO から PXE ブートイメージを作成します。ツールはこの PXE ブートイメージを /var/lib/tftpboot/boot ディレクトリーに保存します。
					
	
						rubygem-smart_proxy_discovery パッケージは、Capsule Server (Satellite Server の統合 Capsule など) が検出サービスのプロキシーとして機能するように設定します。
					



				インストールの完了後に、新規メニューオプションが Satellite Server の Web UI の ホスト > 検出されたホスト の下に表示されます。
			
Capsule Server での検出サービスの有効化

					以下の手順を実行し、Capsule Server で検出サービスを有効にします。
				
	
						必要な Capsule Server で以下のコマンドを実行します。
					
# yum ­install foreman­-discovery-­image rubygem-smart_proxy_discovery -y
# katello-service restart

	
						Satellite web UI にログインし、インフラストラクチャー > Capsule (スマートプロキシー) に移動します。
					
	
						必要な Capsule Server をクリックし、更新ボタンをクリックします。Capsule Server は実行済みのコマンドに対応しており、設定されているサービスには discovery が一覧表示されているのを確認できるでしょう。これは、検出サービスが実行されていることを意味します。
					


プロビジョニングテンプレート

					ホスト > プロビジョニングテンプレート セクションの PXELinux global default テンプレートには、検出サービスのエントリーが含まれています。
				
LABEL discovery
   MENU LABEL (discovery)
   KERNEL boot/fdi-image-rhel_7-vmlinuz
   APPEND initrd=boot/fdi-image-rhel_7-img rootflags=loop root=live:/fdi.iso rootfstype=auto ro rd.live.image acpi=force rd.luks=0 rd.md=0 rd.dm=0 rd.lvm=0 rd.bootif=0 rd.neednet=0 nomodeset proxy.url=https://SATELLITE_CAPSULE_URL:9090 proxy.type=proxy
   IPAPPEND 2

				KERNEL および APPEND オプションは検出イメージおよび ramdisk を起動します。さらに、APPEND オプションには、プロビジョニングに使用する Capsule Server の URL を指定する proxy.url パラメーターが含まれることに注意してください。SATELLITE_CAPSULE_URL を必要なプロビジョニング Capsule に編集します。このシナリオでは、これは Satellite Server の統合 Capsule になります。
			
proxy.url=https://satellite.example.com:9090
注記

					検出サービスを空のホストに対して起動するデフォルトサービスに変更することができます。PXELinux global default の ONTIMEOUT 値を以下のように編集します。
				
ONTIMEOUT discovery


				ここでは、PXELinux global default テンプレートから Satellite Server のデフォルト PXE テンプレートへの変更をプッシュする必要があります。ホスト > プロビジョニングテンプレート に移動し、PXE デフォルトのビルド をクリックします。これにより、Satellite Server でデフォルトの PXE テンプレートが更新されます。
			
サブネット

					検出可能なホストを含むすべてのサブネットには、検出サービスを提供するために適切な Capsule Server が選択されている必要があります。これを実行するには、インフラストラクチャー > Capsules (スマートプロキシー) に移動し、必要な Capsule Server に検出機能が一覧表示されているかどうかを確認します。一覧表示がない場合には、Refresh features (機能の更新) をクリックすると、それがすぐに表示されます。
				

				インフラストラクチャー > サブネット に移動した後に、サブネットを選択し、Capsules タブをクリックしてから必要な Discovery Proxy (検出プロキシー) を選択します。該当するそれぞれのサブネットにこれを実行します。
			
Testing (テスト)

					192.168.140.0/24 ネットワークで検出サービスをテストし、空のベアメタルホストを起動します。ブートメニューが表示され、2 つのオプションが表示されます。
				
	
						(local): ハードディスクから起動します。
					
	
						(discovery): 検出サービスで起動します。
					



				(discovery) を選択して検出イメージを起動します。数分後に検出イメージの起動を完了すると、ステータス画面が表示されます。
			

				ホスト > 検出されたホスト に移動します。一覧には新たに検出されたホストが含まれます。検出されたホストは MAC アドレスに基づいてホスト名を自動的に定義します。たとえば、Satellite は MAC アドレスの ab:cd:ef:12:34:56 で検出されたホストには、ホスト名が macabcdef123456 になるように設定します。このホスト名は、ホストのプロビジョニング時に変更することができます。
			
注記

					Satellite Server は以下のルールに従って、組織とロケーションを検出ホストに割り当てます (上から下の順)。
				
	
							discovery_organization または discovery_location の設定 (ある場合)。これらは 管理 > 設定 > Discovered で設定できます。
						
	
							ホストの foreman_organization または foreman_location ファクトの設定。検索されるファクト名は 管理 > 設定 > Puppet セクションで、組織 および ロケーション のファクト設定として設定できます。
						
	
							検出されたホストが Satellite で定義されるサブネットを使用する場合、サブネットに関連付けられた最初の組織およびロケーションを使用します。
						
	
							名前順で最初にリストされた組織とロケーションを選択します。
						



					組織またはロケーションは、検出されたホスト ページの一括処理メニューを使用して変更できます。検出されたホストを選択し、アクションの選択 メニューから 組織の割り当て または ロケーションの割り当て を選択します。
				


検出されたホストからの新規ホストの作成




				検出されたホストのプロビジョニングについても、同一の基本的なプロビジョニングプロセスを従って実行します。ホストの識別にあたり、ホストの MAC アドレスを手動で入力するのではなく、検出されたホストの一覧からプロビジョニングするホストを識別する点が相違点になります。
			
Web UI を使用する場合

					ホスト > 検出されたホスト に移動します。これにより、ACME の検出ホストの一覧が表示されます。いずれかのホストを選択し、一覧の右側にある Provision (プロビジョニング) をクリックします。UI には、ホストの詳細を入力できる一連のフィールドがあります。
				
	
						ホスト タブ:
					
	
								ホストの新規の 名前 を入力します。これはプロビジョニングされたシステムのホスト名になります。この例では、baremetal-test2 と入力します。
							
	
								プロビジョニングコンテキスト (組織 および ロケーション) は ACME および New York に自動的に設定されます。
							
	
								ホストグループ フィールドから Base を選択します。これにより、新規ホストのほとんどのフィールドが自動的に設定されます。
							



	
						インターフェース タブ:
					
	
								ホストのインターフェースの 編集 をクリックします。
							
	
								ほとんどのフィールドには、値が自動的に含まれるはずです。とくに以下の点に注意してください。
							
	
										ホスト タブの 名前 は DNS 名 になります。
									
	
										Satellite Server は新規ホストの IP アドレスを自動的に割り当てます。
									
	
										Satellite Server は検出結果より MAC アドレスを自動的に設定します。
									



	
								詳細を確認します。
							
	
								Satellite Server は、ホストについて Managed (管理)、Primary、および Provision オプションを自動的に選択するはずです。選択されていない場合は、それらを選択してください。
							



	
						オペレーティングシステム タブ:
					
	
								すべてのフィールドには値が自動的に含まれるはずです。オペレーティングシステムの各要素を確認してください。
							
	
								プロビジョニングテンプレート の 解決 をクリックし、新規ホストが使用する適切なプロビジョニングテンプレートを特定できることを確認します。これには、以下が含まれます。
							
	
										PXELinux テンプレート: Kickstart default PXELinux
									
	
										provision テンプレート: Satellite Kickstart Default
									






						プロビジョニングテンプレートの関連付けについての詳細は、「プロビジョニングテンプレートの作成」 を参照してください。
					

	
						パラメーター タブ:
					
	
								kt_activation_keys パラメーターが存在し、サンプルのアクティべーションキーを使用していることを確認します。
							






				送信 をクリックします。
			
CLI を使用する場合

					プロビジョニングに使用する検出済みホストを特定します。
				
# hammer discovery list

				ホストを選択し、これをプロビジョニングするために Base ホストグループを使用します。--new-name オプションを使用して新規のホスト名を設定します。
			
# hammer host create --name "macaaaaaaaaaaaa" --new-name "baremetal-test2" --organization "ACME" --location "New York" --hostgroup "Base" --build true --enabled true --managed true

				これにより、ホストが検出ホストの一覧から削除され、関連するプロビジョニング設定でホストのエントリーが作成されます。検出イメージはホストを自動的にリセットし、ホストが PXE で起動できるようにします。ホストは Satellite Server の統合 Capsule で DHCP サービスを検出し、キックスタートツリーからの Red Hat Enterprise Linux 7.2 のインストールを開始します。インストールが完了すると、ホストは サンプル アクティべーションキーを使用して Satellite Server に登録され、Red Hat Satellite Tools リポジトリーから必要な設定および管理ツールがインストールされます。
			

検出ルールの作成




				検出されたホストのプロビジョニングプロセスの自動化の方法として、Red Hat Satellite 6 は検出ルールを作成する機能を提供します。これらのルールは、検出されたホストが自らを特定のホストグループに自動的にプロビジョニングする方法を定義します。たとえば、CPU 数の多いホストをハイパーバイザーとして自動的にプロビジョニングする必要があるかもしれません。同様に、ハードディスクの多いホストはストレージサーバーとしてプロビジョニングする必要があるかもしれません。
			
Web UI を使用する場合

					ルールを作成するには、設定 > Discovery rules に移動します。これにより、既存ルールの一覧が表示されます。新規ルール を選択すると、UI にルールの詳細を入力する一連のフィールドがあります。
				
	
						名前: ルールを表すテキスト形式の名前。例: Hypervisor
					
	
						Search: ホストをプロビジョニングするかどうかを決定するために使用するルールを定義します。このフィールドには、入力する値についての推奨案が提供され、複数のルールに演算子を使用できます。例: cpu_count > 8
					
	
						ホストグループ: 使用するホストグループを定義します。
					
	
						Hostname: 複数ホストのホスト名を決定するパターンを定義します。これはプロビジョニングテンプレートが使用するのと同じ ERB 構文を使用します。ホスト名には、ホスト固有の値に @host 属性を使用したり、乱数に rand 関数を使用したりできます。
					
	
								myhost-<%= rand(99999) %>
							
	
								abc-<%= @host.facts['bios_vendor'] + '-' + rand(99999) %>
							
	
								xyz-<%= @host.hostgroup.name %>
							
	
								srv-<%= @host.discovery_rule.name %>
							
	
								server-<%= @host.ip.gsub('.','-') + '-' + @host.hostgroup.subnet.name %>
							



						ホスト名のパターンを作成する際に、作成されるホスト名が固有の名前であることを確認してください。ホスト名は数字で始めることができません。適切な方法として、facter で提供される固有の情報 (MAC アドレス、BIOS、またはシリアル ID など) を使用することができます。
					

	
						ホストの制限: ルールを使ってプロビジョニングできるホストの最大数。無制限に設定するには 0 を使用します。
					
	
						優先度: ルール間の優先度を定義します。値が低いルールほど優先度が高くなります。
					
	
						有効化: ルールが現時点で有効かどうかを定義します。
					



				Satellite Server はルールの現在のプロビジョニングコンテキストを使用します。追加のコンテキストは、組織 および ロケーション タブで選択できます。
			

				送信 をクリックしてルールを保存します。
			

				ホスト > 検出されたホスト に移動し、以下のいずれかを選択します。
			
	
						Auto-Provision (自動プロビジョニング): 右側の検出されたホストのメニューにあります。これは単一ホストを自動的にプロビジョニングします。
					
	
						Auto-Provision All (すべてを自動プロビジョニング): 表の右上にあります。これはすべてのホストを自動的にプロビジョニングします。
					


CLI を使用する場合

					hammer discovery_rule create コマンドを使用してルールを作成します。
				
# hammer discovery_rule create --name "Hypervisor" --search "cpu_count  > 8" --hostgroup "Base" --hostname "hypervisor-<%= rand(99999) %>" --hosts-limit 5 --priority 5 --enabled true

				hammer discovery auto-provision コマンドを使用してホストを自動的にプロビジョニングします。
			
# hammer discovery auto-provision --name "macabcdef123456"

PXE を使用しないプロビジョニングによる新規ホストの作成




				一部のハードウェアは PXE ブートインターフェースを提供しません。ただし、PXE ブートなしに Red Hat Satellite 6 で新規ホストをプロビジョニングすることはできます。これには、ホストが使用できるブート ISO を生成することが関係します。この ISO により、ホストは Satellite Server に接続し、インストールメディアを起動し、オペレーティングシステムをインストールできます。ホスト用にブート ISO を作成するプロセスでは、同様の基本的なプロビジョニングプロセスに従います。ISO ファイルを新規ホストのエントリーから生成する点が相違点になります。
			
Web UI を使用する場合

					ホスト > 新規ホスト に移動します。UI には、ホストの詳細を入力できる一覧のフィールドがあります。
				
	
						ホスト タブ:
					
	
								ホストの 名前 を入力します。これはプロビジョニングされるシステムのホスト名になります。この例では、baremetal-test3 と入力します。
							
	
								プロビジョニングコンテキスト (組織 および ロケーション) は ACME および New York に自動的に設定されます。
							
	
								ホストグループ フィールドから Base を選択します。これにより、新規ホストのほとんどのフィールドが自動的に設定されます。
							



	
						インターフェース タブ:
					
	
								ホストのインターフェースの 編集 をクリックします。
							
	
								ほとんどのフィールドには、値が自動的に含まれるはずです。とくに以下の点に注意してください。
							
	
										ホスト タブの 名前 は DNS 名 になります。
									
	
										Satellite Server は新規ホストの IP アドレスを自動的に割り当てます。
									



	
								ホストの MAC アドレスを入力します。この例では、MAC アドレスは aa:aa:aa:aa:aa:aa です。
							
	
								Satellite Server は、ホストについて Managed (管理)、Primary、および Provision オプションを自動的に選択するはずです。選択されていない場合は、それらを選択してください。
							



	
						オペレーティングシステム タブ:
					
	
								すべてのフィールドには値が自動的に含まれるはずです。オペレーティングシステムの各要素を確認してください。
							
	
								プロビジョニングテンプレート の 解決 をクリックし、新規ホストが使用する適切なプロビジョニングテンプレートを特定できることを確認します。これには、以下が含まれます。
							
	
										bootdisk テンプレート: Boot disk iPXE - host
									
	
										kexec テンプレート: Discovery Red Hat kexec
									
	
										provision テンプレート: Satellite Kickstart Default
									






						プロビジョニングテンプレートの関連付けについての詳細は、「プロビジョニングテンプレートの作成」 を参照してください。
					

	
						パラメーター タブ:
					
	
								kt_activation_keys パラメーターが存在し、サンプルのアクティべーションキーを使用していることを確認します。
							






				送信 をクリックします。
			

				これにより、ホストのエントリーが作成され、ホストの詳細ページが表示されます。ページ右上のオプションには ブートディスク メニューが表示され、以下の情報が提供されます。
			
	
						ホストイメージ: 特定ホストのブート ISO。これには、Satellite Server でインストールメディアにアクセスするために必要なブートファイルのみが含まれます。
					
	
						完全ホストイメージ: 特定ホストのカーネルおよび初期 RAM ディスクイメージを含むブート ISO。
					
	
						汎用イメージ: 特定ホストに関連付けられていないブート ISO。この場合、ISO はホストの MAC アドレスを Satellite Server に送信します。ここでは、ホストのエントリーに対してマッチングが行われます。このイメージは Satellite Server の /bootdisk/disks/generic URL からも利用できます (例: https://satellite.example.com/bootdisk/disks/generic)。
					
	
						サブネットイメージ: Capsule Server 経由で通信する汎用ブート ISO。
					


CLI を使用する場合

					hammer host create コマンドでホストを作成します。以下は例になります。
				
# hammer host create --name "baremetal-test3" --organization "ACME" --location "New York" --hostgroup "Base" --mac "aa:aa:aa:aa:aa:aa" --build true --enabled true --managed true

				hammer host interface update コマンドを使用し、ネットワークインターフェースのオプションが設定されていることを確認します。以下は例になります。
			
# hammer host interface update --host "test3" --managed true --primary true --provision true

				hammer bootdisk host コマンドで Satellite Server からブートディスクをダウンロードします。
			
# hammer bootdisk host --host test3.example.com

				--full オプションを使用して完全ホストイメージをダウンロードします。
			
# hammer bootdisk host --host test3.example.com --full true

				hammer bootdisk generic コマンドで汎用イメージをダウンロードします。
			
# hammer bootdisk generic

				これによりホストで使用するブート ISO が作成されます。物理ホストの電源を ON にして ISO から起動する場合、ホストは Satellite Server に接続し、キックスタートツリーからの Red Hat Enterprise Linux 7.2 のインストールを開始します。インストールが完了すると、ホストは サンプル アクティべーションキーを使用して Satellite Server に登録され、Red Hat Satellite Tools リポジトリーから必要な設定および管理ツールがインストールされます。
			

PXE を使用しない検出の実装




				Red Hat Satellite 6 は、PXE ベースのサービス (DHCP および TFTP) が必要な場合にも機能する PXE を使用しない検出サービスも提供します。これは、Satellite Server の検出イメージを使用して実行できます。
			
[image: PXEless mode]


				検出サービスまたはイメージをインストールしていない場合は、「Red Hat Satellite 検出サービスの設定」 の 「インストール」 セクションに従います。
			

				検出サービスの ISO は /usr/share/foreman-discovery-image/ にあり、foreman-discover-image パッケージを使用してインストールされます。
			
手動による使用

					この ISO は起動可能なメディアとして機能します。このメディアを CD、DVD、または USB スティックのいずれかにコピーします。たとえば、/dev/sdb の USB スティックにコピーするには、以下を実行します。
				
# dd bs=4M if=/usr/share/foreman-discovery-image/foreman-discovery-image-3.1.1-10.iso of=/dev/sdb

				検出ブートメディアをベアメタルホストに挿入し、ホストを開始し、メディアから起動します。検出イメージには、Manual network setup または Discovery with DHCP のいずれかのオプションが表示されます。
			
	
						Manual network setup を選択する場合、検出イメージはネットワークオプションのセットを要求します。これには、Satellite Server に接続されるプライマリーネットワークインターフェースが含まれます。この検出イメージは、IPv4 アドレス、IPv4 ゲートウェイ および IPv4 DNS サーバーなどのネットワークインターフェースの設定オプションも要求します。一例として、ACME は以下の詳細を使用する可能性があります。
					
	
								IPv4 Address: 192.168.140.20
							
	
								IPv4 Gateway: 192.168.140.1
							
	
								IPv4 DNS: 192.168.140.2 (Satellite Server の 統合 Capsule)
							

								これらの詳細を入力した後に、次へ を選択します。
							




	
						Discovery with DHCP を選択する場合、検出イメージは Satellite Server に接続されるプライマリーネットワークインターフェースのみを要求します。このサービスは、Capsule Server が提供するサーバーなどの DHCP サーバーを使用してネットワークインターフェースを自動的に設定しようとします。
					



				プライマリーインターフェースの設定後に、検出イメージは、検出サービスを提供する Satellite Server または Capsule Server の URL である サーバー URL を要求します。たとえば、ACME の Satellite Server で統合 Capsule を使用するには、以下の URL を使用します。
			

				https://satellite.example.com:9090
			

				さらに Connection type を Proxy に設定します。設定後は 次へ を選択します。
			

				検出イメージは、Facter ツールが Satellite Server に送り戻す Custom facts (カスタムファクト) を入力するための一連のフィールドも提供します。これらは 名前-値 の形式で入力されます。要求したカスタムファクトを指定し、確認 を選択して継続します。
			

				Satellite は Satellite Server の検出サービスとの正常な通信を報告します。ホスト > 検出されたホスト に移動します。一覧には、新規に検出されたホストが含まれます。
			

				検出されたホストをプロビジョニングするには、「検出されたホストからの新規ホストの作成」 を参照してください。
			
手動による使用およびカスタマイズ

					起動後のイメージの設定プロセスを自動化するカスタマイズされた検出 ISO を作成することができます。検出イメージはオペレーティングシステムの Linux カーネルを使用します。これは、イメージのオペレーティングシステムを設定するためにカーネルパラメーターを渡すことを意味します。これらのカーネルパラメーターには以下が含まれます。
				
	proxy.url
	
							検出サービスを提供する Capsule Server の URL。
						
	proxy.type
	
							プロキシーのタイプ。通常、これは Capsule Server に接続するために proxy に設定されます。このパラメーターはレガシーの foreman オプションもサポートします。この場合、Capsule Server ではなく Satellite Server との通信が直接行われます。
						
	fdi.pxmac
	
							プライマリーインターフェースの MAC アドレス (AA:BB:CC:DD:EE:FF 形式)。これは Capsule Server との通信に使用するインターフェースです。自動化モードでは、リンクを含む最初の NIC (ネットワーク ID をアルファベット順に使用) が使用されます。準自動化モードでは、画面が表示され、正しいインターフェースを選択するよう求められます。
						
	fdi.pxip, fdi.pxgw, fdi.pxdns
	
							プライマリーネットワークインターフェースの IP アドレス (fdi.pxip)、ゲートウェイ (fdi.pxgw)、および DNS (fdi.pxdns) を手動で設定します。これらのパラメーターを省略する場合、イメージは DHCP を使用してネットワークインターフェースを設定します。
						
	fdi.pxfactname1, fdi.pxfactname2 …​ fdi.pxfactnameN
	
							カスタムファクト名を指定できます。
						
	fdi.pxfactvalue1, fdi.pxfactvalue2 …​ fdi.pxfactvalueN
	
							各カスタムファクトの値。それぞれの値はファクト名に対応しています。たとえば、fdi.pxfactvalue1 は fdi.pxfactname1 の名前が付けられたファクトの名前を設定します。
						
	fdi.pxauto
	
							自動化モードまたは準自動化モードを使用するかどうかを定義します。0 に設定される場合、イメージは準自動化モードを使用します。これにより、一連のダイアログオプションによって選択肢を確認することができます。1 に設定される場合、イメージは自動化モードを使用し、確認なしに次に進みます。
						



				Satellite Server は、foreman-discovery-image パッケージでツール (discovery-remaster) も提供します。このツールは、カーネルパラメーターを含めるようにイメージのマスターを新たに作成します。イメージのマスターを新たに作成するには、discovery-remaster ツールを実行します。以下は例になります。
			
# discovery-remaster ~/iso/foreman-discovery-image-3.1.1-10.iso "fdi.pxip=192.168.140.20/24 fdi.pxgw=192.168.140.1 fdi.pxdns=192.168.140.2 proxy.url=https://satellite.example.com:9090 proxy.type=proxy fdi.pxfactname1=customhostname fdi.pxfactvalue1=myhost fdi.pxmac=52:54:00:be:8e:8c fdi.pxauto=1"

				ツールは、元の検出イメージと同じディレクトリーに新規の ISO ファイルを作成します。このシナリオでは、 /usr/share/foreman-discovery-image/ の下に保存されます。
			

				このメディアを CD、DVD、または USB スティックのいずれかにコピーします。たとえば、/dev/sdb の USB スティックにコピーするには、以下を実行します。
			
# dd bs=4M if=/usr/share/foreman-discovery-image/foreman-discovery-image-3.1.1-10.iso of=/dev/sdb

				検出ブートメディアをベアメタルホストに挿入し、ホストを開始し、メディアから起動します。
			

				検出されたホストをプロビジョニングするには、「検出されたホストからの新規ホストの作成」 を参照してください。
			
最終メモ

					ホストは以下のプロビジョニングテンプレートに対して解決される必要があります。
				
	
						kexec テンプレート: Discovery Red Hat kexec
					
	
						provision テンプレート: Satellite Kickstart Default
					



				プロビジョニングテンプレートの関連付けについての詳細は、「プロビジョニングテンプレートの作成」 を参照してください。
			

章の概要




				本章では、ベアメタルホストのプロビジョニングについて説明しました。これには、無人プロビジョニング、検出ベースのプロビジョニングおよび PXE を使用しないプロビジョニングなどの複数の異なる方法が含まれました。カーネルベースの仮想マシン (KVM) サーバー、Red Hat Enterprise Virtualization および VMware vSphere などの仮想化インフラストラクチャーからホストをプロビジョニングする際には、この方法の一部を使用することができます。
			

				次章では、libvirt 仮想化を使用した KVM サーバーからのプロビジョニング方法について説明します。
			


第7章 KVM サーバー (libvirt) での仮想マシンのプロビジョニング




			カーネルベースの仮想マシン (KVM) はオープンソースの仮想化デーモンおよび Red Hat Enterprise Linux で実行される libvirt という API を使用します。Red Hat Satellite 6 は KVM サーバーで libvirt API に接続でき、ハイパーバイザーにホストをプロビジョニングし、特定の仮想化機能を制御することができます。本章では、ACME の KVM サーバーに接続を追加し、仮想マシンのプロビジョニングを実行します。
		
KVM プロビジョニングの要件定義




				KVM プロビジョニングの要件には以下が含まれます。
			
	
						Red Hat Enterprise Linux 7 の同期済みのコンテンツリポジトリー。詳細は、Red Hat Satellite 6 コンテンツ管理ガイド を参照してください。
					
	
						KVM サーバーでネットワークを管理する Capsule Server。Capsule Server との競合を避けるためにその他の DHCP サービスがこのネットワーク上で実行されていないことを確認します。Capsule Server のネットワークサービス設定の詳細は、4章ネットワークの設定 を参照します。
					
	
						ホスト登録のためのアクティべーションキーのサンプル。詳細は、「アクティベーションキーの作成」 を参照してください。
					
	
						KVM 仮想化ツールを実行する Red Hat Enterprise Linux サーバー。詳細は、Red Hat Enterprise Linux 7 仮想化スタートガイド を参照してください。
					
	
						(イメージベースのプロビジョニングを使用する場合) 既存の仮想マシンイメージ。このイメージが KVM ホストのストレージプールにあることを確認します。デフォルトの ストレージプールは通常 /var/lib/libvirt/images にあります。
					



Satellite Server での KVM 接続の設定




				KVM 接続を追加する前に、Satellite Server には安全な接続を確認するための設定が必要になります。つまり、接続を実行するユーザー foreman ユーザー用に SSH キーペアを作成する必要があります。
			

				Satellite Server で foreman ユーザーに切り替えます。
			
# su foreman -s /bin/bash

				キーペアを生成します。
			
$ ssh-keygen

				公開キーを KVM サーバーにコピーします。以下は例になります。
			
$ ssh-copy-id root@kvm.example.com

				以下のコマンドを使用して、KVM サーバーへの接続をテストします。
			
$ virsh -c qemu+ssh://root@kvm.example.com/system list

				Satellite Server で KVM 接続を追加する場合、qemu+ssh プロトコルおよびサーバーのアドレスを使用します。たとえば、qemu+ssh://root@kvm.example.com/system のようになります。
			

KVM 接続の Satellite Server への追加




				このプロセスでは、Satellite Server のコンピュートリソースで KVM 接続を追加します。
			
Web UI を使用する場合

					インフラストラクチャー > コンピュートリソース に移動し、新規のコンピュートリソース をクリックします。UI には、コンピュートリソースの一連のフィールドがあります。
				
	
						名前: リソースのテキスト形式の名前。例: ACME's KVM Server
					
	
						プロバイダー: コンピュートリソースプロバイダーを選択するためのフィールド。Libvirt を選択すると、新規のフィールドのセットが表示されます。
					
	
						説明: リソースのテキスト形式の説明。例: KVM server at kvm.example.com
					
	
						URL: KVM サーバーへの libvirt 接続 URL。例: qemu+ssh://root@kvm.example.com/system
					
	
						タイプの表示: 使用するリモートアクセスプロトコルを選択します (VNC または Spice のいずれか)。
					
	
						コンソールのパスワード: ランダムに生成されたパスワードで新規ホストのコンソールアクセスのセキュリティーを保護します。
					



				テスト接続 をクリックして Satellite Server が KVM サーバーに問題なく接続できることを確認します。
			

				ロケーション および 組織 タブは現在のコンテキストに自動的に設定されます。他のコンテキストをこれらのタブに追加します。
			

				送信 をクリックして KVM 接続を保存します。
			
CLI を使用する場合

					hammer compute-resource create コマンドで接続を作成します。
				
# hammer compute-resource create --name "ACME's KVM Server" --provider "Libvirt" --description "KVM server at kvm.example.com" --url "qemu+ssh://root@kvm.example.com/system" --locations "New York" --organizations "ACME"

Satellite Server での KVM イメージの追加




				イメージベースのプロビジョニングを使用して新規ホストを作成する場合、イメージの詳細を Satellite Server に追加する必要があります。これには、アクセスの詳細およびイメージの場所が含まれます。
			
Web UI を使用する場合

					インフラストラクチャー > コンピュートリソース に移動し、KVM 接続の名前をクリックします。UI には、イメージ タブを含む、接続についての情報が表示されます。このタブには、新規プロバイダーのイメージは含まれませんが、新規イメージを追加することができます。新規イメージ をクリックすると、UI に KVM イメージの一連のフィールドが表示されます。
				
	
						名前: イメージのテキスト形式の名前。例: Test KVM Image
					
	
						オペレーティングシステム: イメージのベースオペレーティングシステムを選択するためのフィールド。例: RedHat 7.2
					
	
						アーキテクチャー: オペレーティングシステムのアーキテクチャーを選択するためのフィールド。例: x86_64
					
	
						ユーザー名: イメージへのアクセスのための SSH ユーザー名。通常、これは root ユーザーになります。
					
	
						パスワード: イメージにアクセスするための SSH パスワード。
					
	
						ユーザーデータ: イメージが cloud-init データなどのユーザーデータ入力をサポートするかどうかを定義します。
					
	
						イメージパス: KVM サーバーのイメージを指す完全パス。例: /var/lib/KVM/images/TestImage.qcow2
					



				送信 をクリックしてイメージの詳細を保存します。
			
CLI を使用する場合

					hammer compute-resource image create コマンドでイメージを作成します。--uuid フィールドを使用して KVM サーバー上のイメージの場所の完全パスを保存します。
				
# hammer compute-resource image create --name "Test KVM Image" --operatingsystem "RedHat 7.2" --architecture "x86_64" --username root --user-data false --uuid "/var/lib/libvirt/images/TestImage.qcow2" --compute-resource "ACME's KVM Server"

KVM の詳細のコンピュートプロファイルへの追加




				KVM ベースの仮想マシンの特定のハードウェア設定を事前に定義することができます。これは、これらのハードウェア設定をコンピュートプロファイルに追加して実行できます。この例では、「コンピュートプロファイルの作成」 で作成した 4-Example プロファイルにいくつかの基本的なハードウェア設定を組み込みます。
			
Web UI を使用する場合

					インフラストラクチャー > コンピュートプロファイル に移動し、プロファイルの名前をクリックします。たとえば、「コンピュートプロファイルの作成」 で事前に作成した 4-Example プロファイルを使用します。UI には、コンピュートリソースの一覧が表示されます。KVM 接続をクリックします。
				

				UI には、プロファイルの KVM 固有の詳細を入力できる一連のフィールドがあります。これには以下が含まれます。
			
	
						CPU: 新規ホストに割り当てる CPU の数。
					
	
						メモリー: 新規ホストに割り当てるメモリーの容量。
					
	
						イメージ: イメージベースのプロビジョニングを実行する際に使用するイメージ。この例では、Test KVM Image を使用します。
					
	
						ネットワークインターフェース: ホストのネットワークインターフェースの KVM ネットワークパラメーターを定義します。複数のネットワークインターフェースを作成することができます。ただし、少なくとも 1 つ以上のインターフェースが Capsule で管理されるネットワークをポイントしている必要があります。ネットワークインターフェースのオプションには、以下が含まれます。
					
	
								ネットワークタイプ: ホストおよび NIC のネットワークのタイプを定義します。物理 (ブリッジ) または 仮想 (Nat) のいずれかにすることができます。
							
	
								ネットワーク: ネットワークタイプ の選択内容により、使用するホストの物理インターフェースか、または KVM サーバー上の仮想ネットワークのいずれかになります。
							
	
								NIC タイプ: virtio などの仮想 NIC タイプを定義します。
							



	
						ストレージ: ホストのボリュームを定義します。ホストに複数のボリュームを作成することができます。ストレージのオプションには以下が含まれます。
					
	
								ストレージプール: ボリュームを含む KVM サーバーのプールを定義します。
							
	
								サイズ: ボリュームのサイズ (GB) を定義します。
							
	
								割り当て: ボリュームに事前に割り当てられた物理スペースのサイズを定義します。
							
	
								タイプ: ボリュームのタイプを定義します。RAW または QCOW2 のいずれかになります。
							






				送信 をクリックしてコンピュートプロファイルを保存します。
			
CLI を使用する場合

					コンピュートプロファイルの CLI コマンドは Red Hat Satellite 6.2 ではまだ実装されていません。代替方法として、ホストの作成プロセスで同じ設定を直接組み込むことができます。
				

KVM サーバーでのネットワークベースのホストの作成




				KVM プロビジョニングプロセスは、ネットワーク接続を介して新規ホストを作成するオプションを提供します。この場合、新規ホストが Satellite Server の統合 Capsule または KVM 仮想ネットワークの外部 Capsule Server に接続できる必要があります。ホストが PXE プロビジョニングサービスにアクセスできるようにするためです。
			
重要

					プロビジョニングのために仮想ネットワークを KVM サーバーで使用している場合、DHCP 割り当てを提供しないネットワークを選択します。そうしないと、新規ホストの起動時に Satellite Server との DHCP の競合が生じるためです。
				

Web UI を使用する場合

					ホスト > 新規ホスト に移動します。UI には、ホストの詳細を入力できる一覧のフィールドがあります。
				
	
						ホスト タブ:
					
	
								ホストの 名前 を入力します。これは、プロビジョニングされたシステムのホスト名になります。この例では、kvm-test1 になります。
							
	
								プロビジョニングコンテキスト (組織 および ロケーション) は現在のコンテキストに自動的に設定されます。例: ACME および New York
							
	
								ホストグループ フィールドから Base を選択します。これにより、新規ホストのほとんどのフィールドが自動的に設定されます。
							
	
								デプロイ先 で、KVM 接続を選択します。この例では、ACME's KVM Server になります。仮想マシンの新規タブが表示されます。
							
	
								コンピュートプロファイル で、仮想マシンベースの設定を自動的に行うために使用するプロファイルを選択します。例: 4-Example
							



	
						インターフェース タブ:
					
	
								ホストのインターフェースの 編集 をクリックします。
							
	
								ほとんどのフィールドには、値が自動的に含まれるはずです。とくに以下の点に注意してください。
							
	
										ホスト タブの 名前 は DNS 名 になります。
									
	
										Satellite Server は新規ホストの IP アドレスを自動的に割り当てます。
									



	
								MAC アドレス を空白にします。KVM サーバーは MAC アドレスをホストに割り当てます。
							
	
								Satellite Server は、ホストの最初のインターフェースで Managed (管理)、Primary、および Provision オプションを自動的に選択するはずです。選択されていない場合は、それらを選択してください。
							
	
								インターフェース画面には、コンピュートプロファイルの設定が入力された KVM 固有のフィールドが表示されます。必要に応じてこれらの設定を変更します。
							



	
						オペレーティングシステム タブ:
					
	
								すべてのフィールドには値が自動的に含まれるはずです。オペレーティングシステムの各要素を確認してください。
							
	
								プロビジョニング方法 が ネットワークベース に設定されていることを確認します。
							
	
								プロビジョニングテンプレート で 解決 をクリックし、新規ホストから使用する適切なプロビジョニングテンプレートを特定できることを確認します。
							



	
						仮想マシン タブ:
					
	
								これらの設定には、選択されたホストグループおよびコンピュートプロファイルの詳細が入力されているはずです。必要に応じてこれらの設定を変更します。
							



	
						パラメーター タブ:
					
	
								kt_activation_keys パラメーターが存在し、サンプルのアクティべーションキーを使用していることを確認します。
							






				送信 をクリックします。
			
CLI を使用する場合

					hammer host create コマンドでホストを作成し、--provision-method build を組み込んでネットワークベースのプロビジョニングを使用します。以下は例になります。
				
# hammer host create --name "kvm-test1" --organization "ACME" --location "New York" --hostgroup "Base" --compute-resource "ACME's KVM Server" --provision-method build --build true --enabled true --managed true --interface "managed=true,primary=true,provision=true,compute_type=network,compute_network=acmenetwork" --compute-attributes="cpus=1,memory=1073741824" --volume="pool_name=default,capacity=20G,format_type=qcow2"
注記

					このコンピュートリソースの追加のホスト作成パラメーターについての詳細は、付録B Hammer CLI の追加のホストパラメーター を参照してください。
				


				新規ホストのエントリーは KVM サーバーが仮想マシンを作成し、これを開始するようにトリガーします。仮想マシンが仮想ネットワーク経由で定義済みの Capsule Server を検出する場合、仮想マシンは PXE で起動し、選択したオペレーティングシステムのインストールを開始します。
			

KVM サーバーでのイメージベースのホストの作成




				KVM プロビジョニングプロセスは、KVM サーバーで既存イメージから新規ホストを作成するオプションも提供します。
			
Web UI を使用する場合

					ホスト > 新規ホスト に移動します。UI には、ホストの詳細を入力できる一覧のフィールドがあります。
				
	
						ホスト タブ:
					
	
								ホストの 名前 を入力します。これはプロビジョニングされたシステムのホスト名になります。この例では、kvm-test2 と入力します。
							
	
								プロビジョニングコンテキスト (組織 および ロケーション) は ACME および New York に自動的に設定されます。
							
	
								ホストグループ フィールドから Base を選択します。これにより、新規ホストのほとんどのフィールドが自動的に設定されます。
							
	
								デプロイ先 で、KVM 接続を選択します。この例では、ACME's KVM Server になります。仮想マシンの新規タブが表示されます。
							
	
								コンピュートプロファイル で、仮想マシンベースの設定を自動的に行うために使用するプロファイルを選択します。例: 4-Example
							



	
						インターフェース タブ:
					
	
								ホストのインターフェースの 編集 をクリックします。
							
	
								ほとんどのフィールドには、値が自動的に含まれるはずです。とくに以下の点に注意してください。
							
	
										ホスト タブの 名前 は DNS 名 になります。
									
	
										Satellite Server は新規ホストの IP アドレスを自動的に割り当てます。
									



	
								MAC アドレス を空白にします。KVM サーバーは MAC アドレスをホストに割り当てます。
							
	
								Satellite Server は、ホストについて Managed (管理)、Primary、および Provision オプションを自動的に選択するはずです。選択されていない場合は、それらを選択してください。
							
	
								インターフェース画面には、コンピュートプロファイルの設定が入力された KVM 固有のフィールドが表示されます。必要に応じてこれらの設定を変更します。
							



	
						オペレーティングシステム タブ:
					
	
								すべてのフィールドには値が自動的に含まれるはずです。オペレーティングシステムの各要素を確認してください。
							
	
								プロビジョニング方法 が イメージベース に設定されていることを確認します。新規の イメージ フィールドが表示されます。このフィールドから、新規ホストの root ボリュームのベースとしてイメージを選択できます。これは、ホスト タブで選択されたコンピュートプロファイルから自動的に設定されます。
							
	
								プロビジョニングテンプレート で 解決 をクリックし、新規ホストから使用する適切なプロビジョニングテンプレートを特定できることを確認します。
							



	
						仮想マシン タブ:
					
	
								これらの設定には、選択されたホストグループおよびコンピュートプロファイルの詳細が入力されているはずです。必要に応じてこれらの設定を変更します。
							



	
						パラメーター タブ:
					
	
								kt_activation_keys パラメーターが存在し、サンプルのアクティべーションキーを使用していることを確認します。
							






				送信 をクリックします。
			
CLI を使用する場合

					hammer host create コマンドでホストを作成し、--provision-method image を組み込んでイメージベースのプロビジョニングを使用します。以下は例になります。
				
# hammer host create --name "kvm-test2" --organization "ACME" --location "New York" --hostgroup "Base" --compute-resource "ACME's KVM Server" --provision-method image --image "Test KVM Image" --enabled true --managed true --interface "managed=true,primary=true,provision=true,compute_type=network,compute_network=acmenetwork" --compute-attributes="cpus=1,memory=1073741824" --volume="pool_name=default,capacity=20G,format_type=qcow2"
注記

					このコンピュートリソースの追加のホスト作成パラメーターについての詳細は、付録B Hammer CLI の追加のホストパラメーター を参照してください。
				


				新規ホストのエントリーは KVM サーバーが新規ボリュームのベースとして既存イメージを使用し、仮想マシンを作成するようトリガーします。
			

章の概要




				本章では、KVM サーバーを使用するよう Red Hat Satellite 6 を設定し、KVM サーバーを使用して新規ホストをプロビジョニングする方法を説明しました。これには、ネットワークベースのホストおよびイメージベースのホストの両方が含まれました。
			

				Red Hat Satellite 6 で設定する必要のあるコンピュートリソースが他にない場合は、13章プロビジョニングの最終設定 のプロビジョニングについての最終メモを参照してください。
			

				次章では、Red Hat Enterprise Virtualization 環境からのプロビジョニング方法について説明します。
			


第8章 Red Hat Enterprise Virtualization での仮想マシンのプロビジョニング




			Red Hat Enterprise Virtualization は、Red Hat Enterprise Linux 上に構築するエンタープライズクラスのサーバーおよびデスクトップの仮想化プラットフォームです。Red Hat Satellite 6 は Red Hat Enterprise Virtualization の REST API で仮想化機能を管理できます。これには、新規仮想マシンの作成やそれらの電源状態の制御が含まれます。本章では、ACME の Red Hat Enterprise Virtualization 環境に接続を追加し、仮想マシンをプロビジョニングします。
		
Red Hat Enterprise Virtualization のプロビジョニングの要件定義




				Red Hat Enterprise Virtualization のプロビジョニングの要件には、以下が含まれます。
			
	
						Red Hat Enterprise Linux 7 の同期済みのコンテンツリポジトリー。詳細は、Red Hat Satellite 6 コンテンツ管理ガイド を参照してください。
					
	
						Red Hat Enterprise Virtualization 環境で論理ネットワークを管理する Capsule Server。Capsule Server との競合を避けるために DHCP サービスがこのネットワークで実行されていないことを確認します。詳細は、4章ネットワークの設定 を参照してください。
					
	
						イメージベースのプロビジョニングを使用する場合は、空の テンプレート以外の既存のテンプレート。仮想マシンのテンプレートを作成する方法についての詳細は、『仮想マシン管理ガイド』の「テンプレート」の章を参照してください。
					
	
						ホスト登録のためのアクティべーションキーのサンプル。詳細は、「アクティベーションキーの作成」 を参照してください。
					



Red Hat Enterprise Virtualization ユーザーの作成




				Red Hat Enterprise Virtualization サーバーには、Satellite Server の通信用に管理者に相当するユーザーが必要になります。セキュリティー上の理由により、この通信に admin@internal ユーザーを使用しないことをお勧めします。その代わりに、以下の権限を持つ新規の Red Hat Enterprise Virtualization ユーザーを作成してください。
			
	
						システム
					
	
								システムの設定
							
	
										ログインパーミッション
									






	
						ネットワーク
					
	
								vNIC プロファイルの設定
							
	
										チームの作成
									
	
										プロパティーの編集
									
	
										削除
									
	
										vNIC プロファイルの VM への割り当て
									
	
										vNIC プロファイルのテンプレートへの割り当て
									






	
						テンプレート
					
	
								プロビジョニング操作
							
	
										インポート/エクスポート
									






	
						仮想マシン
					
	
								プロビジョニング操作
							
	
										チームの作成
									
	
										削除
									
	
										インポート/エクスポート
									
	
										ストレージの編集
									






	
						ディスク
					
	
								プロビジョニング操作
							
	
										チームの作成
									



	
								ディスクプロファイル
							
	
										ディスクプロファイルの割り当て
									









				Red Hat Enterprise Virtualization で新規ユーザーを作成し、パーミッションを追加する方法についての詳細は、『Red Hat Enterprise Virtualization 管理ガイド』の「13.7.1. ユーザーの追加およびユーザーポータルパーミッションの割り当て」を参照してください。
			

Red Hat Enterprise Virtualization 接続の Satellite Server への追加




				このプロセスでは、Satellite Server のコンピュートリソースで Red Hat Enterprise Virtualization 接続を追加します。
			
Web UI を使用する場合

					インフラストラクチャー > コンピュートリソース に移動し、新規のコンピュートリソース をクリックします。UI には、コンピュートリソースの一連のフィールドがあります。
				
	
						名前: リソースのテキスト形式の名前。例: ACME's RHEV
					
	
						プロバイダー: コンピュートリソースプロバイダーを選択するためのフィールド。RHEV を選択すると、新規のフィールドのセットが表示されます。
					
	
						説明: リソースのテキスト形式の説明。例: RHEV-M server at rhevm.example.com
					
	
						URL: Red Hat Enterprise Virtualization Manager の API への接続 URL。たとえば、RHV の 4.0 未満のバージョンでは、この URL の形式は https://rhevm.example.com/api になります。RHV 4.0 以降のバージョンでは、この URL の形式は https://rhevm.example.com/ovirt-engine/api/v3 になります。
					
	
						ユーザー名: Red Hat Enterprise Virtualization Manager のリソースにアクセスするパーミッションを持つユーザー。例: satellite@internal
					
	
						パスワード: 選択されたユーザーのパスワード。
					
	
						データセンター: URL、ユーザー名 および パスワード を入力したら データセンターのロード をクリックし、Red Hat Enterprise Virtualization 環境からデータセンターの一覧を入力します。この一覧から管理する特定のデータセンターを選択します。
					
	
						クォータ ID: Satellite Server で利用可能なリソースを制限するためにクォータを選択します。
					
	
						X509 証明機関: SSL/TLS アクセスの証明機関。
					



				ロケーション および 組織 タブは現在のコンテキストに自動的に設定されます。他のコンテキストをこれらのタブに追加します。
			

				送信 をクリックして接続を保存します。
			
CLI を使用する場合

					hammer compute-resource create コマンドで接続を作成します。--provider で Ovirt を選択し、--uuid で使用するデータセンターの UUID を設定します。
				
# hammer compute-resource create --name "ACME's RHEV" --provider "Ovirt" --description "RHEV-M server at rhevm.example.com" --url "https://rhevm.example.com/api" --user "satellite@internal" --password "p@55w0rd!" --locations "New York" --organizations "ACME" --uuid 72cb9454-81cd-4231-a863-d9baf0f399f8
注記

					RHV の 4.0 未満のバージョンでは、この URL の形式は https://rhevm.example.com/api になります。RHV 4.0 以降のバージョンでは、この URL の形式は https://rhevm.example.com/ovirt-engine/api/v3 になります。
				


Satellite Server での Red Hat Enterprise Virtualization イメージの追加




				Red Hat Enterprise Virtualization は、新規仮想マシンを作成するためのイメージとしてテンプレートを使用します。イメージベースのプロビジョニングを使用して新規ホストを作成する場合、Red Hat Enterprise Virtualization テンプレートの詳細を Satellite Server に追加する必要があります。これには、アクセスの詳細およびテンプレート名が含まれます。
			
Web UI を使用する場合

					インフラストラクチャー > コンピュートリソース に移動し、Red Hat Enterprise Virtualization 接続の名前をクリックします。UI には、イメージ タブを含む接続についての情報が表示されます。このタブには、新規プロバイダーのイメージは含まれませんが、新規イメージを追加することができます。新規イメージ をクリックすると、UI にRed Hat Enterprise Virtualization テンプレートの一連のフィールドが表示されます。
				
	
						名前: イメージのテキスト形式の名前。例: Test RHEV Image
					
	
						オペレーティングシステム: イメージのベースオペレーティングシステムを選択するためのフィールド。例: RedHat 7.2
					
	
						アーキテクチャー: オペレーティングシステムのアーキテクチャーを選択するためのフィールド。例: x86_64
					
	
						ユーザー名: イメージへのアクセスのための SSH ユーザー名。通常、これは root ユーザーになります。
					
	
						パスワード: イメージにアクセスするための SSH パスワード。
					
	
						イメージ: Red Hat Enterprise Virtualization 上のイメージの名前。一覧からイメージ名を選択します。
					



				送信 をクリックしてイメージの詳細を保存します。
			
CLI を使用する場合

					hammer compute-resource image create コマンドでイメージを作成します。--uuid フィールドを使用して Red Hat Enterprise Virtualization サーバー上のテンプレート UUID を保存します。
				
# hammer compute-resource image create --name "Test RHEV Image" --operatingsystem "RedHat 7.2" --architecture "x86_64" --username root --uuid "9788910c-4030-4ae0-bad7-603375dd72b1" --compute-resource "ACME's RHEV"

Red Hat Enterprise Virtualization の詳細のコンピュートプロファイルへの追加




				Red Hat Enterprise Virtualization の仮想マシンの特定のハードウェア設定を事前に定義することができます。これらのハードウェア設定をコンピュートプロファイルに追加して実行できます。この例では、4-Example プロファイルにいくつかの基本的なハードウェア設定を組み込みます。
			
Web UI を使用する場合

					インフラストラクチャー > コンピュートプロファイル に移動し、プロファイルの名前をクリックします。たとえば、事前に作成した 4-Example プロファイルを使用します。UI には、コンピュートリソースの一覧が表示されます。Red Hat Enterprise Virtualization 接続をクリックします。
				

				UI には、プロファイルの Red Hat Enterprise Virtualization 固有の詳細を入力できる一連のフィールドがあります。これには以下が含まれます。
			
	
						クラスター: Red Hat Enterprise Virtualization 環境のターゲットホストクラスター。
					
	
						テンプレート: コア数 および メモリー 設定に使用する RHEV テンプレート。
					
	
						Cores: 新規ホストに割り当てる CPU コア数の数。
					
	
						メモリー: 新規ホストに割り当てるメモリーの容量。
					
	
						イメージ: イメージベースのプロビジョニングを実行している場合に使用するイメージ。この例では、Test RHEV Image を使用します。
					
	
						ネットワークインターフェース: ホストのネットワークインターフェースのネットワークパラメーターを定義します。複数のネットワークインターフェースを作成することができます。ただし、少なくとも 1 つ以上のインターフェースが Capsule で管理されるネットワークをポイントしている必要があります。ネットワークインターフェースのオプションには、以下が含まれます。
					
	
								名前: ネットワークインターフェースの名前を定義します。
							
	
								ネットワーク: 使用する論理ネットワークを定義します。
							



	
						ストレージ: ホストのボリュームを定義します。ホストに複数のボリュームを作成することができます。ストレージのオプションには以下が含まれます。
					
	
								サイズ (GB): ボリュームのサイズ (GB) を定義します。
							
	
								ストレージドメイン: ボリュームのストレージドメインを定義します。
							
	
								ディスクの事前割り当て: シンプロビジョニングまたはフルディスクの事前割り当てを使用するかどうかを定義します。
							
	
								ブート可能: ブートボリュームを定義します。
							






				送信 をクリックしてコンピュートプロファイルを保存します。
			
CLI を使用する場合

					コンピュートプロファイルの CLI コマンドは Red Hat Satellite 6.2 ではまだ実装されていません。代替方法として、ホストの作成プロセスで同じ設定を直接組み込むことができます。
				

Red Hat Enterprise Virtualization サーバーでのネットワークベースのホストの作成




				Red Hat Enterprise Virtualization プロビジョニングプロセスは、ネットワーク接続を介して新規ホストを作成するオプションを提供します。この場合、新規ホストが Satellite Server の統合 Capsule または Red Hat Enterprise Virtualization 仮想ネットワークの外部 Capsule Server に接続できる必要があります。ホストが PXE プロビジョニングサービスにアクセスできるようにするためです。
			
重要

					プロビジョニング目的で Red Hat Enterprise Virtualization サーバーで仮想ネットワークを使用している場合は、DHCP 割り当てを提供しないネットワークを選択します。そうしないと、新規ホストの起動時に Satellite Server との DHCP の競合が生じるためです。
				

Web UI を使用する場合

					ホスト > 新規ホスト に移動します。UI には、ホストの詳細を入力できる一覧のフィールドがあります。
				
	
						ホスト タブ:
					
	
								ホストの 名前 を入力します。これはプロビジョニングされたシステムのホスト名になります。この例では、rhev-test1 と入力します。
							
	
								プロビジョニングコンテキスト (組織 および ロケーション) は現在のコンテキストに自動的に設定されます。例: ACME および New York
							
	
								ホストグループ フィールドから Base を選択します。これにより、新規ホストのほとんどのフィールドが自動的に設定されます。
							
	
								デプロイ先 で、Red Hat Enterprise Virtualization 接続を選択します。この例では、ACME's RHEV になります。仮想マシンの新規タブが表示されます。
							
	
								コンピュートプロファイル で、仮想マシンベースの設定を自動的に行うために使用するプロファイルを選択します。例: 4-Example
							



	
						インターフェース タブ:
					
	
								ホストのインターフェースの 編集 をクリックします。
							
	
								ほとんどのフィールドには、値が自動的に含まれるはずです。とくに以下の点に注意してください。
							
	
										ホスト タブの 名前 は DNS 名 になります。
									
	
										Satellite Server は新規ホストの IP アドレスを自動的に割り当てます。
									



	
								MAC アドレス を空白にします。サーバーは MAC アドレスをホストに割り当てます。
							
	
								Satellite Server は、ホストの最初のインターフェースで Managed (管理)、Primary、および Provision オプションを自動的に選択するはずです。選択されていない場合は、それらを選択してください。
							
	
								インターフェース画面には、コンピュートプロファイルの設定が入力された Red Hat Enterprise Virtualization 固有のフィールドが表示されます。必要に応じてこれらの設定を変更します。
							



	
						オペレーティングシステム タブ:
					
	
								すべてのフィールドには値が自動的に含まれるはずです。オペレーティングシステムの各要素を確認してください。
							
	
								プロビジョニング方法 が ネットワークベース に設定されていることを確認します。
							
	
								プロビジョニングテンプレート で 解決 をクリックし、新規ホストから使用する適切なプロビジョニングテンプレートを特定できることを確認します。
							



	
						仮想マシン タブ:
					
	
								これらの設定には、選択されたホストグループおよびコンピュートプロファイルの詳細が入力されているはずです。必要に応じてこれらの設定を変更します。
							



	
						パラメーター タブ:
					
	
								kt_activation_keys パラメーターが存在し、サンプルのアクティべーションキーを使用していることを確認します。
							






				送信 をクリックします。
			
CLI を使用する場合

					hammer host create コマンドでホストを作成し、--provision-method build を組み込んでネットワークベースのプロビジョニングを使用します。以下は例になります。
				
# hammer host create --name "rhev-test1" --organization "ACME" --location "New York" --hostgroup "Base" --compute-resource "ACME's RHEV" --provision-method build --build true --enabled true --managed true --interface "managed=true,primary=true,provision=true,compute_name=eth0,compute_network=satnetwork" --compute-attributes="cluster=Default,cores=1,memory=1073741824,start=true" --volume="size_gb=20G,storage_domain=Data,bootable=true"
注記

					このコンピュートリソースの追加のホスト作成パラメーターについての詳細は、付録B Hammer CLI の追加のホストパラメーター を参照してください。
				


				この新規ホストのエントリーは Red Hat Enterprise Virtualization サーバーが仮想マシンを作成するようにトリガーします。仮想マシンが仮想ネットワーク経由で定義済みの Capsule Server を検出する場合、仮想マシンは PXE で起動し、選択したオペレーティングシステムのインストールを開始します。
			

Red Hat Enterprise Virtualization サーバーでのイメージベースのホストの作成




				Red Hat Enterprise Virtualization プロビジョニングプロセスは、Red Hat Enterprise Virtualization サーバーで既存イメージから新規ホストを作成するオプションも提供します。
			
Web UI を使用する場合

					ホスト > 新規ホスト に移動します。UI には、ホストの詳細を入力できる一覧のフィールドがあります。
				
	
						ホスト タブ:
					
	
								ホストの 名前 を入力します。これはプロビジョニングされたシステムのホスト名になります。この例では、rhev-test2 と入力します。
							
	
								プロビジョニングコンテキスト (組織 および ロケーション) は現在のコンテキストに自動的に設定されます。例: ACME および New York
							
	
								ホストグループ フィールドから Base を選択します。これにより、新規ホストのほとんどのフィールドが自動的に設定されます。
							
	
								デプロイ先 で、Red Hat Enterprise Virtualization 接続を選択します。この例では、ACME's RHEV になります。仮想マシンの新規タブが表示されます。
							
	
								コンピュートプロファイル で、仮想マシンベースの設定を自動的に行うために使用するプロファイルを選択します。例: 4-Example
							



	
						インターフェース タブ:
					
	
								ホストのインターフェースの 編集 をクリックします。
							
	
								ほとんどのフィールドには、値が自動的に含まれるはずです。とくに以下の点に注意してください。
							
	
										ホスト タブの 名前 は DNS 名 になります。
									
	
										Satellite Server は新規ホストの IP アドレスを自動的に割り当てます。
									



	
								MAC アドレス を空白にします。Red Hat Enterprise Virtualization サーバーは MAC アドレスをホストに割り当てます。
							
	
								Satellite Server は、ホストについて Managed (管理)、Primary、および Provision オプションを自動的に選択するはずです。選択されていない場合は、それらを選択してください。
							
	
								インターフェース画面には、コンピュートプロファイルの設定が入力された Red Hat Enterprise Virtualization 固有のフィールドが表示されます。必要に応じてこれらの設定を変更します。
							



	
						オペレーティングシステム タブ:
					
	
								すべてのフィールドには値が自動的に含まれるはずです。オペレーティングシステムの各要素を確認してください。
							
	
								プロビジョニング方法 が イメージベース に設定されていることを確認します。新規の イメージ フィールドが表示されます。このフィールドから、新規ホストの root ボリュームのベースとしてイメージを選択できます。これは、ホスト タブで選択されたコンピュートプロファイルから自動的に設定されます。
							
	
								プロビジョニングテンプレート で 解決 をクリックし、新規ホストから使用する適切なプロビジョニングテンプレートを特定できることを確認します。
							



	
						仮想マシン タブ:
					
	
								これらの設定には、選択されたホストグループおよびコンピュートプロファイルの詳細が入力されているはずです。必要に応じてこれらの設定を変更します。
							



	
						パラメーター タブ:
					
	
								kt_activation_keys パラメーターが存在し、サンプルのアクティべーションキーを使用していることを確認します。
							






				送信 をクリックします。
			
CLI を使用する場合

					hammer host create コマンドでホストを作成し、--provision-method image を組み込んでイメージベースのプロビジョニングを使用します。以下は例になります。
				
# hammer host create --name "rhev-test2" --organization "ACME" --location "New York" --hostgroup "Base" --compute-resource "ACME's RHEV" --provision-method image --image "Test RHEV Image" --enabled true --managed true -interface "managed=true,primary=true,provision=true,compute_name=eth0,compute_network=satnetwork" --compute-attributes="cluster=Default,cores=1,memory=1073741824,start=true" --volume="size_gb=20G,storage_domain=Data,bootable=true"
注記

					このコンピュートリソースの追加のホスト作成パラメーターについての詳細は、付録B Hammer CLI の追加のホストパラメーター を参照してください。
				


				この新規ホストのエントリーは Red Hat Enterprise Virtualization サーバーが新規ボリュームのベースとして既存イメージを使用し、仮想マシンを作成するようトリガーします。
			

章の概要




				本章では、Red Hat Enterprise Virtualization サーバーを使用するよう Red Hat Satellite 6 を設定し、Red Hat Enterprise Virtualization サーバーを使用して新規ホストをプロビジョニングする方法を説明しました。これには、ネットワークベースのホストおよびイメージベースのホストの両方が含まれました。
			

				Red Hat Satellite 6 で設定する必要のあるコンピュートリソースが他にない場合は、13章プロビジョニングの最終設定 のプロビジョニングについての最終メモを参照してください。
			

				次章では、VMware vSphere プラットフォームからのプロビジョニング方法について説明します。
			


第9章 VMware vSphere での仮想マシンのプロビジョニング




			VMware vSphere は VMware のエンタープライズクラスの仮想化プラットフォームです。Red Hat Satellite 6 は、新規仮想マシンの作成やそれらの電源状態の制御を含む、vSphere プラットフォームとの対話を実行することができます。本章では、ACME の vSphere 環境に接続を追加し、仮想マシンをプロビジョニングします。
		
VMware vSphere プロビジョニングの要件定義




				VMware vSphere プロビジョニングの要件には以下が含まれます。
			
	
						Red Hat Enterprise Linux 7 の同期済みのコンテンツリポジトリー。詳細は、Red Hat Satellite 6 コンテンツ管理ガイド を参照してください。
					
	
						vSphere 環境でネットワークを管理する Capsule Server。Capsule Server との競合を避けるために DHCP サービスがこのネットワークで実行されていないことを確認します。詳細は、4章ネットワークの設定 を参照してください。
					
	
						既存の VMware テンプレート (イメージベースのプロビジョニングを使用する場合)。
					
	
						ホスト登録のためのアクティべーションキーのサンプル。詳細は、「アクティベーションキーの作成」 を参照してください。
					



VMware vSphere ユーザーの作成




				VMware vSphere サーバーには、Satellite Server の通信用に管理者に相当するユーザーが必要になります。セキュリティー上の理由により、この通信に administrator ユーザーを使用しないことをお勧めします。その代わりに、以下の権限を持つ新規のユーザーを作成してください。
			
	
						All Privileges (すべての権限) → Datastore (データストア) → Allocate Space (スペースの割り当て)
					
	
						All Privileges (すべての権限)→ Network (ネットワーク) → Assign Network (ネットワークの割り当て)
					
	
						All Privileges (すべての権限) → Resource (リソース) → Assign virtual machine to resource pool (仮想マシンのリソースプールへの割り当て)
					
	
						All Privileges (すべての権限)→ Virtual Machine (仮想マシン) → Configuration (All) (す設定 (すべて))
					
	
						All Privileges (すべての権限)→ Virtual Machine (仮想マシン)→ Interaction (対話)
					
	
						All Privileges (すべての権限)→ Virtual Machine (仮想マシン) → Inventory (インベントリー)
					
	
						All Privileges (すべての権限)→ Virtual Machine (仮想マシン)→ Provisioning (プロビジョニング)
					



VMware vSphere 接続の Satellite Server への追加




				このプロセスは、Satellite Server のコンピュートリソースで VMware vSphere 接続を追加します。
			
Web UI を使用する場合

					インフラストラクチャー > コンピュートリソース に移動し、新規のコンピュートリソース をクリックします。UI には、コンピュートリソースの一連のフィールドがあります。
				
	
						名前: リソースのテキスト形式の名前。例: ACME's vSphere
					
	
						プロバイダー: コンピュートリソースプロバイダーを選択するためのフィールド。VMware を選択すると、新規のフィールドのセットが表示されます。
					
	
						説明: リソースのテキスト形式の説明。例: VMware vSphere at vsphere.example.com
					
	
						VCenter/Server (サーバー): vCenter サーバーの IP アドレスまたはホスト名。例: vsphere.example.com
					
	
						ユーザー名: vCenter のリソースにアクセスするパーミッションを持つユーザー。例: SatelliteUser
					
	
						パスワード: 選択されたユーザーのパスワード。
					
	
						データセンター: URL、ユーザー名 および パスワード を入力したら データセンターのロード をクリックし、VMware vSphere 環境からデータセンターの一覧を入力します。この一覧から管理する特定のデータセンターを選択します。
					
	
						フィンガープリント: vSphere 環境にアクセスするための証明書フィンガープリント。通常、このフィールドには選択したデータセンターのフィンガープリントが設定されます。
					
	
						コンソールのパスワード: ランダムに生成されたパスワードで新規ホストのコンソールアクセスのセキュリティーを保護します。
					



				ロケーション および 組織 タブは現在のコンテキストに自動的に設定されます。他のコンテキストをこれらのタブに追加します。
			

				送信 をクリックして接続を保存します。
			
CLI を使用する場合

					hammer compute-resource create コマンドで接続を作成します。--provider で Vmware を選択し、--uuid でデータセンターのインスタンス UUID を設定します。
				
# hammer compute-resource create --name "ACME's vSphere" --provider "Vmware" --description "vSphere server at vsphere.example.com" --server "vsphere.example.com" --user "SatelliteUser" --password "p@55w0rd!" --locations "New York" --organizations "ACME" --uuid 72cb9454-81cd-4231-a863-d9baf0f399f8

Satellite Server での VMware vSphere イメージの追加




				VMware vSphere は、新規仮想マシンを作成するためのイメージとしてテンプレートを使用します。イメージベースのプロビジョニングを使用して新規ホストを作成する場合、VMware vSphere テンプレートの詳細を Satellite Server に追加する必要があります。これには、アクセスの詳細およびテンプレート名が含まれます。
			
Web UI を使用する場合

					インフラストラクチャー > コンピュートリソース に移動し、VMware vSphere 接続の名前をクリックします。UI には、イメージ タブを含む、接続についての情報が表示されます。このタブには、新規プロバイダーのイメージは含まれませんが、新規イメージを追加することができます。新規イメージ をクリックすると、UI に VMware vSphere テンプレートの一連のフィールドが表示されます。
				
	
						名前: イメージのテキスト形式の名前。例: Test vSphere Image
					
	
						オペレーティングシステム: イメージのベースオペレーティングシステムを選択するためのフィールド。例: RedHat 7.2
					
	
						アーキテクチャー: オペレーティングシステムのアーキテクチャーを選択するためのフィールド。例: x86_64
					
	
						ユーザー名: イメージへのアクセスのための SSH ユーザー名。通常、これは root ユーザーになります。
					
	
						ユーザーデータ: イメージが cloud-init データなどのユーザーデータ入力をサポートするかどうかを定義します。
					
	
						パスワード: イメージにアクセスするための SSH パスワード。
					
	
						イメージ: vSphere 環境でのテンプレートの相対パスおよび名前 (例: Templates/RHEL72)。相対パスにデータセンターを組み込まないでください。
					



				送信 をクリックしてイメージの詳細を保存します。
			
CLI を使用する場合

					hammer compute-resource image create コマンドでイメージを作成します。--uuid フィールドを使用して vSphere 環境の相対テンプレートパスを保存します。
				
# hammer compute-resource image create --name "Test vSphere Image" --operatingsystem "RedHat 7.2" --architecture "x86_64" --username root --uuid "Templates/RHEL72" --compute-resource "ACME's vSphere"

VMware vSphere の詳細のコンピュートプロファイルへの追加




				VMware vSphere の仮想マシンの特定のハードウェア設定を事前に定義することができます。これは、これらのハードウェア設定をコンピュートプロファイルに追加して実行できます。この例では、4-Example プロファイルにいくつかの基本的なハードウェア設定を組み込みます。
			
Web UI を使用する場合

					インフラストラクチャー > コンピュートプロファイル に移動し、プロファイルの名前をクリックします。たとえば、事前に作成した 4-Example プロファイルを使用します。UI には、コンピュートリソースの一覧が表示されます。vSphere 接続をクリックします。
				

				UI には、プロファイルの VMware 固有の詳細を入力できる一連のフィールドがあります。これには以下が含まれます。
			
	
						CPU: 新規ホストに割り当てる CPU の数。
					
	
						1 ソケットあたりのコア数: 各 CPU に割り当てるコアの数。
					
	
						メモリー: 新規ホストに割り当てるメモリーの容量。
					
	
						クラスター: VMware 環境のターゲットホストクラスター。
					
	
						リソースプール: ホストの利用可能なリソース割り当てを含むリソースプール。
					
	
						フォルダー: ホストを整理するためのフォルダー。
					
	
						ゲスト OS: VMware vSphere で基礎となるオペレーティングシステムを定義します。
					
	
						SCSI コントローラー: ディスクアクセス方法を定義します。
					
	
						仮想ハードウェアのバージョン: 仮想マシンに使用する基礎となる VMware ハードウェアの抽象化を定義します。
					
	
						メモリーホット追加 または CPU ホット追加: 仮想マシンの電源をオンにしたままリソースを追加できるかどうかを定義します。
					
	
						イメージ: イメージベースのプロビジョニングを実行している場合に使用するイメージ。この例では、Test VMware Image を使用します。
					
	
						ネットワークインターフェース: ホストのネットワークインターフェースのネットワークパラメーターを定義します。複数のネットワークインターフェースを作成することができます。ただし、少なくとも 1 つ以上のインターフェースが Capsule で管理されるネットワークをポイントしている必要があります。ネットワークインターフェースのオプションには、以下が含まれます。
					
	
								NIC タイプ: VMware ネットワークインターフェースのタイプを定義します。
							
	
								ネットワーク: 使用する仮想ネットワークを定義します。
							



	
						ストレージ: ホストのボリュームを定義します。ホストに複数のボリュームを作成することができます。ストレージのオプションには以下が含まれます。
					
	
								データストア: ボリュームの保管場所を定義します。
							
	
								サイズ (GB): ボリュームのサイズ (GB) を定義します。
							
	
								シンプロビジョニング: シンプロビジョニングまたはフルディスクの事前割り当てを使用するかどうかを定義します。
							
	
								Eager zero: eager zero シックプロビジョニングを使用するかどうかを定義します。これにチェックを付けない場合、ディスクは lazy zero シックプロビジョニングを使用します。
							






				送信 をクリックしてコンピュートプロファイルを保存します。
			
CLI を使用する場合

					コンピュートプロファイルの CLI コマンドは Red Hat Satellite 6.2 ではまだ実装されていません。代替方法として、ホストの作成プロセスで同じ設定を直接組み込むことができます。
				

VMware vSphere サーバーでのネットワークベースのホストの作成




				VMware vSphere プロビジョニングプロセスは、ネットワーク接続を介して新規ホストを作成するオプションを提供します。この場合、新規ホストが Satellite Server の統合 Capsule または VMware vSphere 仮想ネットワークの外部 Capsule Server に接続できる必要があります。ホストが PXE プロビジョニングサービスにアクセスできるようにするためです。
			
重要

					プロビジョニングのために VMware vSphere サーバーで仮想ネットワークを使用している場合、DHCP 割り当てを提供しないネットワークを選択します。そうしないと、新規ホストの起動時に Satellite Server との DHCP の競合が生じるためです。
				

Web UI を使用する場合

					ホスト > 新規ホスト に移動します。UI には、ホストの詳細を入力できる一覧のフィールドがあります。
				
	
						ホスト タブ:
					
	
								ホストの 名前 を入力します。これは、プロビジョニングされたシステムのホスト名になります。この例では、vmware-test1 になります。
							
	
								プロビジョニングコンテキスト (組織 および ロケーション) は現在のコンテキストに自動的に設定されます。例: ACME および New York
							
	
								ホストグループ を選択します。これにより、新規ホストのほとんどのフィールドが自動的に設定されます。例: Base
							
	
								デプロイ先 で、VMware vSphere 接続を選択します。この例では、ACME's vSphere になります。仮想マシンの新規タブが表示されます。
							
	
								コンピュートプロファイル で、仮想マシンベースの設定を自動的に行うために使用するプロファイルを選択します。例: 4-Example
							



	
						インターフェース タブ:
					
	
								ホストのインターフェースの 編集 をクリックします。
							
	
								ほとんどのフィールドには、値が自動的に含まれるはずです。とくに以下の点に注意してください。
							
	
										ホスト タブの 名前 は DNS 名 になります。
									
	
										Satellite Server は新規ホストの IP アドレスを自動的に割り当てます。
									



	
								MAC アドレス を空白にします。VMware vSphere サーバーは MAC アドレスをホストに割り当てます。
							
	
								Satellite Server は、ホストの最初のインターフェースで Managed (管理)、Primary、および Provision オプションを自動的に選択するはずです。選択されていない場合は、それらを選択してください。
							
	
								インターフェース画面には、コンピュートプロファイルの設定が入力された VMware vSphere 固有のフィールドが表示されます。必要に応じてこれらの設定を変更します。
							



	
						オペレーティングシステム タブ:
					
	
								すべてのフィールドには値が自動的に含まれるはずです。オペレーティングシステムの各要素を確認してください。
							
	
								プロビジョニング方法 が ネットワークベース に設定されていることを確認します。
							
	
								プロビジョニングテンプレート で 解決 をクリックし、新規ホストから使用する適切なプロビジョニングテンプレートを特定できることを確認します。
							



	
						仮想マシン タブ:
					
	
								これらの設定には、選択されたホストグループおよびコンピュートプロファイルの詳細が入力されているはずです。必要に応じてこれらの設定を変更します。
							



	
						パラメーター タブ:
					
	
								kt_activation_keys パラメーターが存在し、サンプルのアクティべーションキーを使用していることを確認します。
							






				送信 をクリックします。
			
CLI を使用する場合

					hammer host create コマンドでホストを作成し、--provision-method build を組み込んでネットワークベースのプロビジョニングを使用します。以下は例になります。
				
# hammer host create --name "vmware-test1" --organization "ACME" --location "New York" --hostgroup "Base" --compute-resource "ACME's vSphere" --provision-method build --build true --enabled true --managed true --interface "managed=true,primary=true,provision=true,compute_type=VirtualE1000,compute_network=mynetwork" --compute-attributes="cpus=1,corespersocket=2,memory_mb=1024,cluster=MyCluster,path=MyVMs,start=true" --volume="size_gb=20G,datastore=Data,name=myharddisk,thin=true"
注記

					このコンピュートリソースの追加のホスト作成パラメーターについての詳細は、付録B Hammer CLI の追加のホストパラメーター を参照してください。
				


				新規ホストのエントリーは VMware vSphere サーバーが仮想マシンを作成するようにトリガーします。仮想マシンが仮想ネットワーク経由で定義済みの Capsule Server を検出する場合、仮想マシンは PXE で起動し、選択したオペレーティングシステムのインストールを開始します。
			

VMware vSphere サーバーでのイメージベースのホストの作成




				VMware vSphere プロビジョニングプロセスは、VMware vSphere サーバーで既存イメージから新規ホストを作成するオプションも提供します。
			
Web UI を使用する場合

					ホスト > 新規ホスト に移動します。UI には、ホストの詳細を入力できる一覧のフィールドがあります。
				
	
						ホスト タブ:
					
	
								ホストの 名前 を入力します。これは、プロビジョニングされたシステムのホスト名になります。この例では、vmware-test1 になります。
							
	
								プロビジョニングコンテキスト (組織 および ロケーション) は現在のコンテキストに自動的に設定されます。例: ACME および New York
							
	
								ホストグループ を選択します。これにより、新規ホストのほとんどのフィールドが自動的に設定されます。例: Base
							
	
								デプロイ先 で、VMware vSphere 接続を選択します。この例では、ACME's vSphere になります。仮想マシンの新規タブが表示されます。
							
	
								コンピュートプロファイル で、仮想マシンベースの設定を自動的に行うために使用するプロファイルを選択します。例: 4-Example
							



	
						インターフェース タブ:
					
	
								ホストのインターフェースの 編集 をクリックします。
							
	
								ほとんどのフィールドには、値が自動的に含まれるはずです。とくに以下の点に注意してください。
							
	
										ホスト タブの 名前 は DNS 名 になります。
									
	
										Satellite Server は新規ホストの IP アドレスを自動的に割り当てます。
									



	
								MAC アドレス を空白にします。VMware vSphere サーバーは MAC アドレスをホストに割り当てます。
							
	
								Satellite Server は、ホストの最初のインターフェースで Managed (管理)、Primary、および Provision オプションを自動的に選択するはずです。選択されていない場合は、それらを選択してください。
							
	
								インターフェース画面には、コンピュートプロファイルの設定が入力された VMware vSphere 固有のフィールドが表示されます。必要に応じてこれらの設定を変更します。
							



	
						オペレーティングシステム タブ:
					
	
								すべてのフィールドには値が自動的に含まれるはずです。オペレーティングシステムの各要素を確認してください。
							
	
								プロビジョニング方法 が イメージベース に設定されていることを確認します。新規の イメージ フィールドが表示されます。このフィールドから、新規ホストの root ボリュームのベースとしてイメージを選択できます。これは、ホスト タブで選択されたコンピュートプロファイルから自動的に設定されます。
							
	
								プロビジョニングテンプレート で 解決 をクリックし、新規ホストから使用する適切なプロビジョニングテンプレートを特定できることを確認します。
							



	
						仮想マシン タブ:
					
	
								これらの設定には、選択されたホストグループおよびコンピュートプロファイルの詳細が入力されているはずです。必要に応じてこれらの設定を変更します。
							



	
						パラメーター タブ:
					
	
								kt_activation_keys パラメーターが存在し、サンプルのアクティべーションキーを使用していることを確認します。
							






				送信 をクリックします。
			
CLI を使用する場合

					hammer host create コマンドでホストを作成し、--provision-method image を組み込んでイメージベースのプロビジョニングを使用します。以下は例になります。
				
# hammer host create --name "vmware-test2" --organization "ACME" --location "New York" --hostgroup "Base" --compute-resource "ACME's RHEV" --provision-method image --image "Test RHEV Image" --enabled true --managed true -interface "managed=true,primary=true,provision=true,compute_type=VirtualE1000,compute_network=mynetwork" --compute-attributes="cpus=1,corespersocket=2,memory_mb=1024,cluster=MyCluster,path=MyVMs,start=true" --volume="size_gb=20G,datastore=Data,name=myharddisk,thin=true"
注記

					このコンピュートリソースの追加のホスト作成パラメーターについての詳細は、付録B Hammer CLI の追加のホストパラメーター を参照してください。
				


				この新規ホストのエントリーは VMware vSphere サーバーが新規ボリュームのベースとして既存イメージを使用し、仮想マシンを作成するようトリガーします。
			

章の概要




				本章では、VMware vSphere サーバーを使用するよう Red Hat Satellite 6 を設定し、VMware vSphere サーバーを使用して新規ホストをプロビジョニングする方法を説明しました。これには、ネットワークベースのホストおよびイメージベースのホストの両方が含まれました。
			

				Red Hat Satellite 6 で設定する必要のあるコンピュートリソースが他にない場合は、13章プロビジョニングの最終設定 のプロビジョニングについての最終メモを参照してください。
			

				次章では、Red Hat OpenStack Platform 環境からのプロビジョニング方法について説明します。
			


第10章 Red Hat OpenStack Platform でのクラウドインスタンスのプロビジョニング




			Red Hat OpenStack Platform は、Red Hat Enterprise Linux をベースとして、プライベートまたはパブリックの Infrastructure-as-a-Service (IaaS) クラウドを構築するための基盤を提供します。これにより、スケーラビリティーが極めて高く、耐障害性に優れたプラットフォームをクラウド対応のワークロード開発にご利用いただくことができます。Red Hat Satellite 6 は Red Hat OpenStack Platforms REST API と対話し、新規クラウドインスタンスを作成し、またそれらの電源管理の状態を制御することができます。本章では、接続を ACME の Red Hat OpenStack Platform 環境に追加し、クラウドインスタンスをプロビジョニングします。
		
 Red Hat OpenStack Platform のプロビジョニングの要件定義




				Red Hat OpenStack Platform のプロビジョニングの要件には、以下が含まれます。
			
	
						Red Hat Enterprise Linux 7 の同期済みのコンテンツリポジトリー。詳細は、Red Hat Satellite 6 コンテンツ管理ガイド を参照してください。
					
	
						OpenStack 環境でネットワークを管理する Capsule Server。詳細は、4章ネットワークの設定 を参照してください。
					
	
						イメージベースのプロビジョニング用に OpenStack Image Storage(glance) サービスに追加されたイメージ。詳細は、Red Hat OpenStack Platform インスタンスおよびイメージガイド を参照してください。
					
	
						ホスト登録のためのアクティべーションキーのサンプル。詳細は、「アクティベーションキーの作成」 を参照してください。
					



Red Hat OpenStack Platform 接続の Satellite Server への追加




				このプロセスでは、Satellite Server のコンピュートリソースで Red Hat OpenStack Platform 接続を追加します。
			
Web UI を使用する場合

					インフラストラクチャー > コンピュートリソース に移動し、新規のコンピュートリソース をクリックします。UI には、コンピュートリソースの一連のフィールドがあります。
				
	
						名前: リソースのテキスト形式の名前。例: ACME's OpenStack
					
	
						プロバイダー: コンピュートリソースプロバイダーを選択するためのフィールド。RHEL OpenStack Platform を選択すると、新規のフィールドのセットが表示されます。
					
	
						説明: リソースのテキスト形式の説明。例: ACME's OpenStack environment at openstack.example.com
					
	
						URL: tokens リソースの OpenStack 認証 (keystone) サービスの API をポイントする URL。例: http://openstack.example.com:5000/v2.0/tokens
					
	
						ユーザー名 および パスワード：Satellite から環境にアクセスするために使用する認証ユーザーおよびパスワード。
					
	
						テナント: Satellite Server が管理するテナントを定義します。
					
	
						Allow external network as main network (外部ネットワークを主要ネットワークとして許可): これを選択して外部ネットワークをホストのプライマリーネットワークとして使用できるようにします。
					



				ロケーション および 組織 タブは現在のコンテキストに自動的に設定されます。他のコンテキストをこれらのタブに追加します。
			

				送信 をクリックして Red Hat OpenStack Platform の接続を保存します。
			
CLI を使用する場合

					hammer compute-resource create コマンドで接続を作成します。
				
# hammer compute-resource create --name "ACME's OpenStack" --provider "OpenStack" --description "ACME's OpenStack environment at openstack.example.com" --url "http://openstack.example.com:5000/v2.0/tokens" --user "admin" --password "p@55w0rd!" --tenant "openstack" --locations "New York" --organizations "ACME"

Satellite Server での Red Hat OpenStack Platform イメージの追加




				Red Hat OpenStack Platform はイメージベースのプロビジョニングを使用して新規ホストを作成します。つまり、イメージの詳細を Satellite Server に追加する必要があり、これにはアクセスの詳細およびイメージの場所が含まれます。
			
Web UI を使用する場合

					インフラストラクチャー > コンピュートリソース に移動し、 Red Hat OpenStack Platform 接続の名前をクリックします。UI には、イメージ タブを含む、接続についての情報が表示されます。このタブには、新規プロバイダーのイメージは含まれませんが、新規イメージを追加することができます。新規イメージ をクリックすると、UI に Red Hat OpenStack Platform イメージの一連のフィールドが表示されます。
				
	
						名前: イメージのテキスト形式の名前。例: Test OpenStack Image
					
	
						オペレーティングシステム: イメージのベースオペレーティングシステムを選択するためのフィールド。例: RedHat 7.2
					
	
						アーキテクチャー: オペレーティングシステムのアーキテクチャーを選択するためのフィールド。例: x86_64
					
	
						ユーザー名: イメージへのアクセスのための SSH ユーザー名。通常、これは root ユーザーになります。
					
	
						パスワード: イメージにアクセスするための SSH パスワード。
					
	
						イメージ: OpenStack Image Storage のイメージ。
					
	
						ユーザーデータ: イメージが cloud-init データなどのユーザーデータ入力をサポートするかどうかを定義します。
					



				送信 をクリックしてイメージの詳細を保存します。
			
CLI を使用する場合

					hammer compute-resource image create コマンドでイメージを作成します。--uuid フィールドを使用して Red Hat OpenStack Platform サーバーのイメージの場所の完全パスを保存します。
				
# hammer compute-resource image create --name "Test OpenStack Image" --operatingsystem "RedHat 7.2" --architecture "x86_64" --username root --user-data true --compute-resource "ACME's OpenStack Platform"

Red Hat OpenStack Platform の詳細のコンピュートプロファイルへの追加




				Red Hat OpenStack Platform のインスタンスの特定のハードウェア設定を事前に定義することができます。これらのハードウェア設定をコンピュートプロファイルに追加して実行できます。この例では、4-Example プロファイルにいくつかの基本的なハードウェア設定を組み込みます。
			
Web UI を使用する場合

					インフラストラクチャー > コンピュートプロファイル に移動し、プロファイルの名前をクリックします。たとえば、事前に作成した 4-Example プロファイルを使用します。UI には、コンピュートリソースの一覧が表示されます。OpenStack Platform 接続をクリックします。
				

				UI には、プロファイルの Amazon 固有の詳細を入力できる一連のフィールドがあります。これには以下が含まれます。
			
	
						フレーバー: ホストに使用する OpenStack Platform のハードウェアのプロファイル。
					
	
						利用可能ゾーン (Availability zone): OpenStack Platform 環境内で使用するターゲットクラスター。
					
	
						イメージ: イメージベースのプロビジョニングに使用するイメージ。この例では、Test OpenStack Image を使用します。
					
	
						テナント: OpenStack Platform インスタンスのテナントまたはプロジェクト。
					
	
						セキュリティーグループ: ポートおよび IP アドレスのクラウドベースのアクセスルールを定義します。
					
	
						内部ネットワーク: ホストが加わるプライベートネットワークを定義します。
					
	
						Floating IP ネットワーク: ホストが加わる外部ネットワークを定義し、Floating IP アドレスを割り当てます。
					
	
						ボリュームからの起動: イメージからボリュームを作成するかどうかを定義します。これが選択されていない場合、インスタンスはイメージを直接起動します。
					
	
						新規起動ボリュームサイズ (GB): 新規起動ボリュームのサイズ (GB) を定義します。
					



				送信 をクリックしてコンピュートプロファイルを保存します。
			
CLI を使用する場合

					コンピュートプロファイルの CLI コマンドは Red Hat Satellite 6.2 ではまだ実装されていません。代替方法として、ホストの作成プロセスで同じ設定を直接組み込むことができます。
				

Red Hat OpenStack Platform でのイメージベースのホストの作成




				Red Hat OpenStack Platform プロビジョニングプロセスでは、Red Hat OpenStack Platform サーバーで既存イメージから新規ホストを作成します。
			
Web UI を使用する場合

					ホスト > 新規ホスト に移動します。UI には、ホストの詳細を入力できる一覧のフィールドがあります。
				
	
						ホスト タブ:
					
	
								ホストの 名前 を入力します。これはプロビジョニングされたシステムのホスト名になります。この例では、openstack-test1 と入力します。
							
	
								プロビジョニングコンテキスト (組織 および ロケーション) は現在のコンテキストに自動的に設定されます。例: ACME および New York
							
	
								ホストグループ を選択します。これにより、新規ホストのほとんどのフィールドが自動的に設定されます。例: Base
							
	
								デプロイ先 で、OpenStack Platform 接続を選択します。この例では、ACME's OpenStack Platform になります。仮想マシンの新規タブが表示されます。
							
	
								コンピュートプロファイル で、クラウドインスタンスベースの設定を自動的に行うために使用するプロファイルを選択します。例: 4-Example
							



	
						インターフェース タブ:
					
	
								ホストのインターフェースの 編集 をクリックします。
							
	
								ほとんどのフィールドには、値が自動的に含まれるはずです。とくに以下の点に注意してください。
							
	
										ホスト タブの 名前 は DNS 名 になります。
									
	
										Satellite Server は新規ホストの IP アドレスを自動的に割り当てます。
									



	
								MAC アドレス を空白にします。Red Hat OpenStack Platform サーバーは MAC アドレスをホストに割り当てます。
							
	
								Satellite Server は、ホストの最初のインターフェースで Managed (管理)、Primary、および Provision オプションを自動的に選択するはずです。選択されていない場合は、それらを選択してください。
							



	
						オペレーティングシステム タブ:
					
	
								すべてのフィールドには値が自動的に含まれるはずです。オペレーティングシステムの各要素を確認してください。
							
	
								イメージ フィールドには、コンピュートプロファイルから選択されたイメージが含まれます。このフィールドから、新規ホストの root ボリュームのベースとなる別のイメージを選択することもできます。
							
	
								プロビジョニングテンプレート で 解決 をクリックし、新規ホストから使用する適切なプロビジョニングテンプレートを特定できることを確認します。
							



	
						仮想マシン タブ:
					
	
								これらの設定には、選択されたホストグループおよびコンピュートプロファイルの詳細が入力されているはずです。必要に応じてこれらの設定を変更します。
							



	
						パラメーター タブ:
					
	
								kt_activation_keys パラメーターが存在し、サンプルのアクティべーションキーを使用していることを確認します。
							






				送信 をクリックします。
			
CLI を使用する場合

					hammer host create コマンドでホストを作成し、--provision-method image を組み込んでイメージベースのプロビジョニングを使用します。以下は例になります。
				
# hammer host create --name "openstack-test1" --organization "ACME" --location "New York" --hostgroup "Base" --compute-resource "ACME's OpenStack Platform" --provision-method image --image "Test OpenStack Image" --enabled true --managed true --interface "managed=true,primary=true,provision=true" --compute-attributes="flavor_ref=m1.small,tenant_id=openstack,security_groups=default,network=mynetwork"
注記

					このコンピュートリソースの追加のホスト作成パラメーターについての詳細は、付録B Hammer CLI の追加のホストパラメーター を参照してください。
				


				この新規ホストのエントリーは Red Hat OpenStack Platform サーバーが新規ボリュームのベースとして既存イメージを使用し、インスタンスを作成するようトリガーします。
			

章の概要




				本章では、Red Hat OpenStack Platform サーバーを使用するよう Red Hat Satellite 6 を設定し、Red Hat OpenStack Platform サーバーを使用して新規ホストをプロビジョニングする方法を説明しました。これには、ネットワークベースのホストおよびイメージベースのホストの両方が含まれました。
			

				Red Hat Satellite 6 で設定する必要のあるコンピュートリソースが他にない場合は、13章プロビジョニングの最終設定 のプロビジョニングについての最終メモを参照してください。
			

				次章では、 Amazon の EC2 パブリッククラウドサービスからのプロビジョニング方法について説明します。
			


第11章 Amazon EC2 でのクラウドインスタンスのプロビジョニング




			Amazon Elastic Compute Cloud (Amazon EC2) は、パブリッククラウドコンピュートリソースを提供する web サービスです。Red Hat Satellite 6 は Amazon EC2 の パブリック API を使用し、新規クラウドインスタンスを作成し、それらの電源管理の状態を制御することができます。本章では、接続を ACME の Amazon EC2 アカウントに追加し、クラウドインスタンスをプロビジョニングします。
		
Amazon EC2 プロビジョニングの要件定義




				Amazon EC2 プロビジョニングの要件には以下が含まれます。
			
	
						Red Hat Enterprise Linux 7 の同期済みのコンテンツリポジトリー。詳細は、Red Hat Satellite 6 コンテンツ管理ガイド を参照してください。
					
	
						EC2 環境でネットワークを管理する Capsule Server。ホストと Capsule Server 間のネットワークのセキュリティーを確保するために、Virtual Private Cloud (VPC) を使用するのが望ましいと言えます。
					
	
						イメージベースのプロビジョニングに選択された Amazon Machine Image (AMI)
					
	
						ホスト登録のためのアクティべーションキーのサンプル。詳細は、「アクティベーションキーの作成」 を参照してください。
					



Amazon EC2 接続の Satellite Server への追加




				このプロセスでは、Satellite Server のコンピュートリソースで Amazon EC2 接続を追加します。
			
重要

					Amazon Web Services は、認証プロセスの一部として時間設定を使用します。これは、Satellite Server の時間が正常に同期される必要があることを意味します。ntpd または chronyd などの NTP サービスが Satellite Server で適切に実行されていることを確認します。Amazon Web Services に正確な時間を指定できないと、認証が失敗する可能性があります。詳細は、『Red Hat Satellite 6 インストールガイド』の「時間の同期」を参照してください。
				

Web UI を使用する場合

					インフラストラクチャー > コンピュートリソース に移動し、新規のコンピュートリソース をクリックします。UI には、コンピュートリソースの一連のフィールドがあります。
				
	
						名前: リソースのテキスト形式の名前。例: ACME's EC2
					
	
						プロバイダー: コンピュートリソースプロバイダーを選択するためのフィールド。EC2 を選択すると、新規のフィールドのセットが表示されます。
					
	
						説明: リソースのテキスト形式の説明。例: Amazon EC2 Public Cloud
					
	
						アクセスキー および シークレットキー: Amazon EC2 アカウントのアクセスキー。これらのキーは、Amazon EC2 管理コンソールの Security Credentials で生成します。詳細は、Amazon ドキュメントの web サイトの「Managing Access Keys for your AWS Account」を参照してください。
					
	
						リージョン: 使用する Amazon EC2 リージョン/データセンターを定義します。アクセスキーを入力したら、リージョンのロード をクリックして利用可能なリージョンを表示します。
					



				ロケーション および 組織 タブは現在のコンテキストに自動的に設定されます。他のコンテキストをこれらのタブに追加します。
			

				送信 をクリックして Amazon EC2 接続を保存します。
			
CLI を使用する場合

					hammer compute-resource create コマンドで接続を作成します。--user および --password フィールドはそれぞれアクセスキーおよびシークレットキーとして機能します。以下は例になります。
				
# hammer compute-resource create --name "ACME's EC2" --provider "EC2" --description "Amazon EC2 Public Cloud` --user "ABCDEFGHIJ1234567" --password "*********" --region "us-east-1" --locations "New York" --organizations "ACME"

Satellite Server での Amazon EC2 イメージの追加




				Amazon EC2 はイメージベースのプロビジョニングを使用して新規ホストを作成します。つまり、イメージの詳細を Satellite Server に追加する必要があることを意味します。これにはアクセスの詳細およびイメージの場所が含まれます。
			
Web UI を使用する場合

					インフラストラクチャー > コンピュートリソース に移動し、Amazon EC2 接続の名前をクリックします。UI には、イメージ タブを含む、接続についての情報が表示されます。このタブには、新規プロバイダーのイメージは含まれませんが、新規イメージを追加することができます。新規イメージ をクリックすると、UI に Amazon EC2 イメージの一連のフィールドが表示されます。
				
	
						名前: イメージのテキスト形式の名前。例: Test Amazon EC2 Image
					
	
						オペレーティングシステム: イメージのベースオペレーティングシステムを選択するためのフィールド。例: RedHat 7.2
					
	
						アーキテクチャー: オペレーティングシステムのアーキテクチャーを選択するためのフィールド。例: x86_64
					
	
						ユーザー名: イメージへのアクセスのための SSH ユーザー名。通常、これは root ユーザーになります。
					
	
						パスワード: イメージにアクセスするための SSH パスワード。
					
	
						イメージ ID: イメージの Amazon Machine Image (AMI) ID。通常、この形式は ami-xxxxxxxx になります。例: ami-b32c14ad
					
	
						ユーザーデータ: イメージが cloud-init データなどのユーザーデータ入力をサポートするかどうかを定義します。
					
	
						IAM ロール: イメージを作成するために使用される Amazon のセキュリティーロール。
					



				送信 をクリックしてイメージの詳細を保存します。
			
CLI を使用する場合

					hammer compute-resource image create コマンドでイメージを作成します。--uuid フィールドを使用して Amazon EC2 サーバーのイメージの場所の完全パスを保存します。
				
# hammer compute-resource image create --name "Test Amazon EC2 Image" --operatingsystem "RedHat 7.2" --architecture "x86_64" --username root --user-data true --uuid "ami-b32c14ad" --compute-resource "ACME's EC2"

Amazon EC2 の詳細のコンピュートプロファイルへの追加




				Amazon EC2 のインスタンスの特定のハードウェア設定を事前に定義することができます。これは、これらのハードウェア設定をコンピュートプロファイルに追加して実行できます。この例では、4-Example プロファイルにいくつかの基本的なハードウェア設定を組み込みます。
			
Web UI を使用する場合

					インフラストラクチャー > コンピュートプロファイル に移動し、プロファイルの名前をクリックします。たとえば、事前に作成した 4-Example プロファイルを使用します。UI には、コンピュートリソースの一覧が表示されます。EC2 接続をクリックします。
				

				UI には、プロファイルの Amazon 固有の詳細を入力できる一連のフィールドがあります。これには以下が含まれます。
			
	
						フレーバー: ホストに使用する EC2 のハードウェアのプロファイル。
					
	
						イメージ: イメージベースのプロビジョニングに使用するイメージ。この例では、Test EC2 Image を使用します。
					
	
						利用可能ゾーン (Availability zone): EC2 リージョン内で使用するターゲットクラスター。
					
	
						サブネット: EC2 インスタンスのサブネット。新規ホストのプロビジョニング用の VPC がある場合は、そのサブネットを使用します。
					
	
						セキュリティーグループ: ポートおよび IP アドレスのクラウドベースのアクセスルールを定義します。ホストに適用するグループを選択します。
					
	
						管理 IP: IP 割り当てのタイプを定義します。これは、パブリック IP または プライベート IP のいずれかになります。
					



				送信 をクリックしてコンピュートプロファイルを保存します。
			
CLI を使用する場合

					コンピュートプロファイルの CLI コマンドは Red Hat Satellite 6.2 ではまだ実装されていません。代替方法として、ホストの作成プロセスで同じ設定を直接組み込むことができます。
				

Amazon EC2 でのイメージベースのホストの作成




				Amazon EC2 プロビジョニングプロセスでは、Amazon EC2 サーバーで既存イメージから新規ホストを作成します。
			
Web UI を使用する場合

					ホスト > 新規ホスト に移動します。UI には、ホストの詳細を入力できる一覧のフィールドがあります。
				
	
						ホスト タブ:
					
	
								ホストの 名前 を入力します。これはプロビジョニングされたシステムのホスト名になります。この例では、ec2-test1 と入力します。
							
	
								プロビジョニングコンテキスト (組織 および ロケーション) は現在のコンテキストに自動的に設定されます。例: ACME および New York
							
	
								ホストグループ を選択します。これにより、新規ホストのほとんどのフィールドが自動的に設定されます。例: Base
							
	
								デプロイ先 で、EC2 接続を選択します。この例では、ACME's EC2 になります。仮想マシンの新規タブが表示されます。
							
	
								コンピュートプロファイル で、仮想マシンベースの設定を自動的に行うために使用するプロファイルを選択します。例: 4-Example
							



	
						インターフェース タブ:
					
	
								ホストのインターフェースの 編集 をクリックします。
							
	
								ほとんどのフィールドには、値が自動的に含まれるはずです。とくに以下の点に注意してください。
							
	
										ホスト タブの 名前 は DNS 名 になります。
									
	
										Satellite Server は新規ホストの IP アドレスを自動的に割り当てます。
									



	
								MAC アドレス を空白にします。Amazon EC2 サーバーは MAC アドレスをホストに割り当てます。
							
	
								Satellite Server は、ホストの最初のインターフェースで Managed (管理)、Primary、および Provision オプションを自動的に選択するはずです。選択されていない場合は、それらを選択してください。
							



	
						オペレーティングシステム タブ:
					
	
								すべてのフィールドには値が自動的に含まれるはずです。オペレーティングシステムの各要素を確認してください。
							
	
								イメージ フィールドには、コンピュートプロファイルから選択されたイメージが含まれます。このフィールドから、新規ホストの root ボリュームのベースとなる別のイメージを選択することもできます。
							
	
								プロビジョニングテンプレート で 解決 をクリックし、新規ホストから使用する適切なプロビジョニングテンプレートを特定できることを確認します。
							



	
						仮想マシン タブ:
					
	
								これらの設定には、選択されたホストグループおよびコンピュートプロファイルの詳細が入力されているはずです。必要に応じてこれらの設定を変更します。
							



	
						パラメーター タブ:
					
	
								kt_activation_keys パラメーターが存在し、サンプルのアクティべーションキーを使用していることを確認します。
							






				送信 をクリックします。
			
CLI を使用する場合

					hammer host create コマンドでホストを作成し、--provision-method image を組み込んでイメージベースのプロビジョニングを使用します。以下は例になります。
				
# hammer host create --name "ec2-test1" --organization "ACME" --location "New York" --hostgroup "Base" --compute-resource "ACME's EC2" --provision-method image --image "Test Amazon EC2 Image" --enabled true --managed true --interface "managed=true,primary=true,provision=true,subnet_id=EC2" --compute-attributes="flavor_id=m1.small,image_id=TestImage,availability_zones=us-east-1a,security_group_ids=Default,managed_ip=Public"
注記

					このコンピュートリソースの追加のホスト作成パラメーターについての詳細は、付録B Hammer CLI の追加のホストパラメーター を参照してください。
				


				この新規ホストのエントリーは Amazon EC2 サーバーが新規ボリュームのベースとして既存イメージを使用し、インスタンスを作成するようトリガーします。
			

章の概要




				本章では、Amazon EC2 サーバーを使用するよう Red Hat Satellite 6 を設定し、Amazon EC2 サーバーを使用して新規ホストをプロビジョニングする方法を説明しました。これには、ネットワークベースのホストおよびイメージベースのホストの両方が含まれました。
			

				Red Hat Satellite 6 で設定する必要のあるコンピュートリソースが他にない場合は、13章プロビジョニングの最終設定 のプロビジョニングについての最終メモを参照してください。
			

				次章では、Red Hat Enterprise Linux Atomic Server でのコンテナーのプロビジョニング方法について説明します。
			


第12章 コンテナーのプロビジョニング




			コンテナー化とは、複数の分離したユーザースペースのインスタンスを提供するためにオペレーティングシステムのカーネルを使用する仮想化メソッドです。Docker とは、Linux コンテナー内のアプリケーションのデプロイメントを自動化するオープンソースプロジェクトであり、アプリケーションとその実行時の依存関係をコンテナーにパッケージ化する機能を提供します。Linux コンテナーは、セキュリティーを強化しつつ、迅速なアプリケーションのデプロイメントを可能にし、テスト、メンテナンスおよびトラブルシューティングを単純化します。
		

			Red Hat Enterprise Linux Atomic Host は、Linux コンテナーの実行のために最適化された安全、軽量で、フットプリントを最小限に抑えたオペレーティングシステムです。Red Hat Satellite 6 は、Red Hat Enterprise Linux Atomic Host および他の Docker ベースのサーバーに接続する機能を提供します。これには、イメージからの新規コンテナーの作成が含まれます。本章では、接続を ACME の Red Hat Enterprise Linux Atomic Host に追加し、コンテナーをプロビジョニングします。
		
コンテナープロビジョニングの要件定義




				Red Hat Enterprise Linux Atomic Host のプロビジョニングの要件には、以下が含まれます。
			
	
						Docker レジストリーなどのイメージのソース。Red Hat Satellite 6 はコンテナーイメージの 3 つのソースを使用します。
					
	
								Satellite Server のアプリケーションライフサイクルの一部である同期した Docker イメージ。
							
	
								Docker ハブからのパブリックイメージ。
							
	
								Red Hat のコンテナーイメージのレジストリーを含む他の外部レジストリー。これは、「外部レジストリーの Satellite Server への追加」 で説明されています。
							






Red Hat Enterprise Linux Atomic Host の設定




				Atomic Host では Satellite に追加する前に一部の設定が必要になります。これには、Docker API の Satellite Server への公開が含まれます。
			

				Atomic Host にログインし、/etc/sysconfig/docker ファイルを編集します。
			
$ vi /etc/sysconfig/docker

				OPTIONS パラメーターを見つけ、API を公開するように編集します。
			
OPTIONS='--selinux-enabled -H unix:///var/run/docker.sock -H tcp://0.0.0.0:2375'
重要

					接続にポート 2375 または 2376 のいずれかを使用します。Satellite Server には、これらのポートへのアクセスを可能にする特殊な SELinux ルールが含まれるためです。他のポートを使用すると、認証が失敗します。
				


				Satellite Server 証明書をインポートします。
			
$ curl http://satellite.example.com/pub/katello-server-ca.crt -o /etc/pki/ca-trust/source/anchors/katello-server-ca.crt
update-ca-trust

				docker サービスを再起動します。
			
$ systemctl restart docker

				ポートが公開されていること確認します。
			
$ netstat -tulnp | grep 2375

Atomic Host 接続の Satellite Server への追加




				このプロセスでは、Satellite Server のコンピュートリソースで Red Hat Enterprise Linux Atomic 接続を追加します。
			
Web UI を使用する場合

					インフラストラクチャー > コンピュートリソース に移動し、新規のコンピュートリソース をクリックします。UI には、コンピュートリソースの一連のフィールドがあります。
				
	
						名前: リソースのテキスト形式の名前。例: ACME's Atomic
					
	
						プロバイダー: コンピュートリソースプロバイダーを選択するためのフィールド。Docker を選択すると、新規のフィールドのセットが表示されます。
					
	
						説明: リソースのテキスト形式の説明。例: ACME's Atomic Host at atomic.example.com
					
	
						URL: Atomic Host の Docker API をポイントする URL。例: http://atomic.example.com:2375
					
	
						ユーザー名、パスワード、Email (電子メール): Docker ハブの認証の詳細。Satellite Server はこれらの詳細を使用して、Atomic Host に Docker ハブからイメージをダウンロードさせます。これらの詳細は、パブリックイメージまたは Satellite Server で管理されているイメージを使用している場合は不要です。
					



				ロケーション および 組織 タブは現在のコンテキストに自動的に設定されます。他のコンテキストをこれらのタブに追加します。
			

				送信 をクリックして Red Hat OpenStack Platform の接続を保存します。
			
CLI を使用する場合

					hammer compute-resource create コマンドで接続を作成します。
				
# hammer compute-resource create --provider docker --name "ACME's Atomic" --url "http://atomic.example.com:2375" --organizations 'Default Organization' --locations 'Default Location'

外部レジストリーの Satellite Server への追加




				Red Hat Satellite 6 コンテンツ管理ガイド では、Red Hat Satellite 6 でコンテンツビューを使って Docker イメージを同期し、それらを管理する方法を説明しています。ただし、外部レジストリーへのアクセスのみが必要で、コンテンツを同期する必要がないケースもあります。Red Hat Satellite 6 は外部 Docker レジストリーを追加する機能を提供します。
			
Web UI を使用する場合

					コンテナー > レジストリー に移動し、新規レジストリー (New Registry) をクリックします。UI には、新規レジストリーの一連のフィールドが表示されます。
				
	
						名前: レジストリーのテキスト形式の名前。例: Red Hat
					
	
						URL: レジストリーの場所。例: https://registry.access.redhat.com
					
	
						説明: レジストリーのテキスト形式の説明。例: Red Hat Docker Image Registry
					
	
						ユーザー名 および パスワード: プライベートレジストリーの認証の詳細。
					



				ロケーション および 組織 タブは現在のコンテキストに自動的に設定されます。他のコンテキストをこれらのタブに追加します。
			

				送信 をクリックして外部レジストリーを保存します。
			
CLI を使用する場合

					hammer docker registry create コマンドを使用してレジストリーを作成します。
				
# hammer docker registry create --name "Red Hat" --url "https://registry.access.redhat.com" --description "Red Hat Docker Image Registry"

Satellite Server でのコンテナーの作成




				コンテナーのプロビジョニングプロセスは、標準のホスト作成プロセスとは異なります。コンテナーの作成は、ホスト > 新規ホスト メニューからではなく、コンテナー > 新規コンテナー オプションを使用します。
			
Web UI を使用する場合

					コンテナー > 新規コンテナー に移動します。UI には、コンテナーの作成ウィザードが表示されます。
				
	Preliminary (事前)
	
							このセクションでは、使用する Atomic Host とプロビジョニングコンテキストを定義します。
						
	
									Docker コンピュートリソースを選択します。例: "ACME’s Atomic"
								
	
									プロビジョニングコンテキスト (組織 および ロケーション) は現在のコンテキストに自動的に設定されます。例: ACME および New York
								



	イメージ
	
							このセクションでは、以下の 3 つの方法を含むイメージの選択方法が提供されます。
						
	
									コンテンツビュー: Satellite Server のアプリケーションライフサイクルからイメージを選択します。ライフサイクル環境、コンテンツビュー、リポジトリー、Docker タグ および Docker コンテンツを含む Capsule Server を選択します。
								
	
									Docker ハブ: Docker ハブでの Docker イメージの検索機能を提供します。検索 キーワードを入力し、虫眼鏡アイコンをクリックすると、イメージの一覧が表示されます。イメージを選択し、イメージの タグ を選択します。
								
	
									外部レジストリー: 外部 Docker レジストリーでの Docker イメージの検索機能を提供します。検索 キーワードを入力し、虫眼鏡アイコンをクリックすると、イメージの一覧が表示されます。イメージを選択し、イメージの タグ を選択します。
								



	設定
	
							このセクションでは、コンテナーの初期設定を提供します。
						
	
									基本オプション:
								
	
											コンテナーの 名前 を入力します。
										
	
											コンテナーで実行する コマンド を入力します。
										
	
											エントリーポイント を入力します。デフォルトは /bin/sh -c です。
										



	
									コンピュートオプション:
								
	
											個別の CPU を割り当てる CPU セット を入力します。
										
	
											コンテナー化されたタスクで利用できる CPU 時間のシェアを設定する CPU シェア を入力します。
										
	
											コンテナーのメモリー使用の割り当てに使用する メモリー の容量を入力します。
										






	環境
	
							このセクションでは、コンテナーの実行時に使用する Atomic Host の設定を提供します。
						
	
									環境変数: 環境変数のセットを定義できます。例: LANG=en_US.UTF-8
								
	
									Exposed Ports (公開されたポート): コンテナーでポートを開きます。たとえば、ポート 22 のコンテナーへの SSH 通信を開きます。
								
	
									DNS: コンテナーの DNS サーバーを入力します。
								
	
									Run? (実行しますか?): 作成後にコンテナーを実行するかどうかを選択します。
								
	
									シェル: TTY コンソールおよび標準ストリームを含むシェルのオプションを提供します (STDIN、STDOUT、および STDERR)。
								






				ウィザードですべてのオプションを完了した後に、送信 をクリックします。
			
CLI を使用する場合

					以下は、hammer docker container create コマンドを使用した 3 つの例です。まず、コンテンツビューからコンテナーを作成します。
				
# hammer docker container create --compute-resource "ACME's Atomic" --repository-name "rhel7" --tag "latest" --name "docker-test1" --command "bash" --organizations "ACME" --locations "New York"

				次に Docker ハブからプロビジョニングを実行します。
			
# hammer docker container create --compute-resource "ACME's Atomic" --repository-name "docker.io/fedora" --tag latest --name "docker-test2" --command bash --organizations "ACME" --locations "New York"

				最後に、外部レジストリーからプロビジョニングを実行します。
			
# hammer docker container create --compute-resource "ACME's Atomic" --registry-id 1 --repository-name "rhel" --tag latest --name "docker-test3 --command bash --organizations "ACME" --locations "New York"

				これにより、選択されたイメージから新規コンテナーが作成され、選択された Red Hat Enterprise Linux Atomic Host で実行されます。
			

章の概要




				本章では、Red Hat Enterprise Linux Atomic Host を追加し、管理するよう Red Hat Satellite 6 を設定する方法と Atomic Host でコンテナーをプロビジョニングする方法を説明しました。
			

				ここまでで、本書のすべてのプロビジョニングシナリオを扱いました。13章プロビジョニングの最終設定 でプロビジョニングについての最終メモを参照してください。
			


第13章 プロビジョニングの最終設定




			新規ホストのプロビジョニングは Red Hat Satellite 6 の機能において中核となる部分を構成します。本章では、本書で扱ったトピックをまとめ、プロビジョニングが他の Red Hat Satellite 6 機能にどのような影響を与えるかについて説明します。
		
シナリオ目標の完了




				本ガイドでは、ACME という架空の企業における複数のシナリオで、以下を実行してきました。
			
	Red Hat Satellite 6 でのプロビジョニングの設定
	
							本書では、プロビジョニングを実行するために Red Hat Satellite 6 のリソースおよびサービスを設定する方法を説明しました。これには、インストールメディア、テンプレート、コンピュートリソースおよびネットワークが含まれます。さらに本書では、PXE ベースのプロビジョニングに DHCP、DNS、および TFTP サービスを使用できるよう Capsule Server を設定する方法を説明しました。
						
	ベアメタルホストのプロビジョニング
	
							本書では、無人プロビジョニング、検出ベースのプロビジョニング、および PXE を使用しないプロビジョニングなどの各種の方法でベアメタルホストをプロビジョニングする方法を説明しました。
						
	仮想マシンのプロビジョニング
	
							本書では、KVM サーバー、Red Hat Enterprise Virtualization および VMware vSphere からプロビジョニングを実行するいくつかの例を説明しました。
						
	クラウドインスタンスのプロビジョニング
	
							本書では、パブリッククラウド (Amazon EC2) およびプライベートクラウド (Red Hat OpenStack Platform) からクラウドインスタンスをプロビジョニングする方法を説明しました。
						
	コンテナーのプロビジョニング
	
							本書では、Red Hat Enterprise Linux Atomic Host でコンテナーをプロビジョニングする方法について説明しました。
						



他のアプリケーションの統合




				Red Hat Satellite 6 は以下のアプリケーションでプロビジョニングプロセスを拡張します。
			
	Puppet
	
							各 Capsule Server (統合された Capsule を含む) は Puppet マスターとして機能します。Satellite Server は Puppet エージェントをそれぞれの新規ホストにインストールします。これにより、ホストでリソースおよびサービスを自動的に設定する方法が提供されます。ホストのプロビジョニングプロセスでは、Puppet クラスを Puppet クラス タブで提供できます。詳細は、Red Hat Satellite 6 Puppet Guide を参照してください。
						
	Red Hat CloudForms
	
							Red Hat CloudForms は Red Hat Satellite 6 に接続して、特定のレベルのプロビジョニングの制御とホスト管理を行います。詳細は、Red Hat CloudForms Integration with Red Hat Satellite 6 Guide を参照してください。
						



他のドキュメントの参照




				以下のガイドでは、Red Hat Satellite 6 の関連情報と追加の例が提供されています。
			
	Red Hat Satellite 6 ホスト設定ガイド
	
							インフラストラクチャー管理やプロビジョニングなどの Red Hat Satellite 6 の主要機能についてのガイド
						

							https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_satellite/6.2/html/host_configuration_guide/
						

	Red Hat Satellite 6 サーバー管理ガイド
	
							Red Hat Satellite 6 Server の管理についてのガイド
						

							https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red-hat-satellite/6.2/paged/server-administration-guide
						

	Red Hat Satellite 6 仮想インスタンスガイド
	
							virt-who ツールを使用した仮想インスタンスの管理についてのガイド
						

							https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red-hat-satellite/6.2/paged/virtual-instances-guide
						

	Red Hat Satellite 6 Puppet ガイド
	
							独自の Puppet モジュールを構築し、これを Red Hat Satellite 6 にインポートするためのガイド
						

							https://access.redhat.com/documentation/en/red-hat-satellite/6.2/paged/puppet-guide/
						





付録A プロビジョニングのサンプル用の初期化スクリプト




			『Red Hat Satellite 6 コンテンツ管理ガイド』の例に従っていない場合は、以下の初期化スクリプトを使用してプロビジョニングのサンプル用の環境を作成することができます。
		

			スクリプトファイル (sat6-content-init.sh) を作成し、以下を組み込みます。
		
#!/bin/bash

MANIFEST=$1

# Import the content from Red Hat CDN
hammer organization create --name "ACME" --label "ACME" --description "Our example organization for managing content."
hammer subscription upload --file ~/$MANIFEST --organization "ACME"
hammer repository-set enable --name "Red Hat Enterprise Linux 7 Server (RPMs)" --releasever "7Server" --basearch "x86_64" --product "Red Hat Enterprise Linux Server" --organization "ACME"
hammer repository-set enable --name "Red Hat Enterprise Linux 7 Server (Kickstart)" --releasever "7Server" --basearch "x86_64" --product "Red Hat Enterprise Linux Server" --organization "ACME"
hammer repository-set enable --name "Red Hat Satellite Tools 6.2 (for RHEL 7 Server) (RPMs)" --basearch "x86_64" --product "Red Hat Enterprise Linux Server" --organization "ACME"
hammer product synchronize --name "Red Hat Enterprise Linux Server" --organization "ACME"

# Create our application life cycle
hammer lifecycle-environment create --name "Development" --description "Environment for ACME's Development Team" --prior "Library" --organization "ACME"
hammer lifecycle-environment create --name "Testing" --description "Environment for ACME's Quality Engineering Team" --prior "Development" --organization "ACME"
hammer lifecycle-environment create --name "Production" --description "Environment for ACME's Product Releases" --prior "Testing" --organization "ACME"

# Create and publish our content view
hammer content-view create --name "Base" --description "Base operating system" --repositories "Red Hat Enterprise Linux 7 Server RPMs x86_64 7Server,Red Hat Satellite Tools 6.2 for RHEL 7 Server RPMs x86_64" --organization "ACME"
hammer content-view publish --name "Base" --description "Initial content view for our operating system" --organization "ACME"
hammer content-view version promote --content-view "Base" --version 1 --to-lifecycle-environment "Development" --organization "ACME"
hammer content-view version promote --content-view "Base" --version 1 --to-lifecycle-environment "Testing" --organization "ACME"
hammer content-view version promote --content-view "Base" --version 1 --to-lifecycle-environment "Production" --organization "ACME"

			スクリプトに実行可能なパーミッションを設定します。
		
# chmod +x sat6-content-init.sh

			サブスクリプションマニフェストのコピーを Red Hat カスタマーポータルからダウンロードし、マニフェストでスクリプトを実行します。
		
# ./sat6-content-init.sh manifest_98f4290e-6c0b-4f37-ba79-3a3ec6e405ba.zip

			これにより、本書でのプロビジョニングのサンプルに必要な Red Hat のコンテンツがインポートされます。
		

付録B Hammer CLI の追加のホストパラメーター




			本付録では、hammer host create コマンドの追加のパラメーターの情報を提供します。
		
共通のインターフェースパラメーター




				これらのパラメーターは、すべてのプロビジョニングタイプに対して --interface オプションと共に使用されます。
			
	パラメーター	説明	 
	
							
								mac
							

								
							
								インターフェースの MAC アドレス
							

								 
	
							
								ip
							

								
							
								インターフェースの IP アドレス
							

								 
	
							
								type
							

								
							
								インターフェースのタイプ。例: interface、 bmc、または bond
							

								 
	
							
								name
							

								
							
								このインターフェースに関連付けられたホスト名
							

								 
	
							
								subnet_id
							

								
							
								Satellite Server のサブネット ID
							

								 
	
							
								domain_id
							

								
							
								Satellite Server のドメイン ID
							

								 
	
							
								identifier
							

								
							
								デバイス ID。例: eth0
							

								 
	
							
								managed
							

								
							
								管理インターフェースのブール値。true または false に設定します。
							

								 
	
							
								primary
							

								
							
								プライマリーインターフェースのブール値。管理ホストにはプライマリーインターフェースを設定する必要があります。true または false に設定します。
							

								 
	
							
								provision
							

								
							
								このインターフェースでプロビジョニングするかどうかについてのブール値。true または false に設定します。
							

								 
	
							
								virtual
							

								
							
								インターフェースが VLAN インターフェースかどうかについてのブール値。true または false に設定します。
							

								 



				virtual が true の場合に以下のパラメーターを使用します。
			
	パラメーター	説明	 
	
							
								tag
							

								
							
								VLAN タグ。この属性はサブネット VLAN ID より優先されます。仮想インターフェースの場合のみ使用されます。
							

								 
	
							
								attached_to
							

								
							
								このインターフェースが属するインターフェースの ID。例: eth1
							

								 



				type が bond の場合に以下のパラメーターを使用します。
			
	パラメーター	説明	 
	
							
								mode
							

								
							
								ボンディングモード。balance-rr、active-backup、balance-xor、broadcast、802.3ad、balance-tlb、balance-alb のいずれかになります。
							

								 
	
							
								attached_devices
							

								
							
								スレーブインターフェースの ID。例: [eth1,eth2]
							

								 



				type が bmc の場合に以下のパラメーターを使用します。
			
	パラメーター	説明	 
	
							
								provider
							

								
							
								BMC プロバイダー。IPMI のみがサポートされます。
							

								 
	
							
								username
							

								
							
								BMC デバイスのユーザー名
							

								 
	
							
								password
							

								
							
								BMC デバイスのパスワード
							

								 



EC2 パラメーター




				--compute-attributes の利用可能なパラメーターです。
			
	パラメーター	説明	 
	
							
								flavor_id
							

								
							
								使用する EC2 フレーバー
							

								 
	
							
								image_id
							

								
							
								使用するイメージの AMI ID
							

								 
	
							
								availability_zone
							

								
							
								EC2 プロバイダーのリージョンを含む利用可能なゾーン
							

								 
	
							
								security_group_ids
							

								
							
								使用するセキュリティーグループの ID
							

								 
	
							
								managed_ip
							

								
							
								パブリックまたはプライベート IP を使用するかどうかを定義します。
							

								 



Libvirt パラメーター




				--compute-attributes の利用可能なキーです。
			
	パラメーター	説明	 
	
							
								cpus
							

								
							
								CPU 数
							

								 
	
							
								memory
							

								
							
								メモリー容量 (バイト)
							

								 
	
							
								start
							

								
							
								マシンを開始するかどうかを定義するブール値
							

								 



				--interface の利用可能なキーです。
			
	パラメーター	説明	 
	
							
								compute_type
							

								
							
								bridge または network のいずれか
							

								 
	
							
								compute_network / compute_bridge
							

								
							
								ネットワークまたは物理インターフェースの名前
							

								 
	
							
								compute_model
							

								
							
								インターフェースモデル。virtio、rtl8139、ne2k_pci、pcnet、または e1000 のいずれかになります。
							

								 



				--volume の利用可能なキーです。
			
	パラメーター	説明	 
	
							
								pool_name
							

								
							
								ボリュームを保管するストレージプール
							

								 
	
							
								capacity
							

								
							
								ボリュームの容量。例: 10G
							

								 
	
							
								format_type
							

								
							
								ディスクタイプ。raw または qcow2 のいずれかになります。
							

								 



Red Hat OpenStack Platform パラメーター




				--compute-attributes の利用可能なキーです。
			
	パラメーター	説明	 
	
							
								flavor_ref
							

								
							
								使用するフレーバー
							

								 
	
							
								image_ref
							

								
							
								使用するイメージ
							

								 
	
							
								tenant_id
							

								
							
								使用するテナント
							

								 
	
							
								security_groups
							

								
							
								使用するセキュリティーグループの一覧
							

								 
	
							
								network
							

								
							
								インスタンスを接続するためのネットワーク
							

								 



Red Hat Enterprise Virtualization パラメーター




				--compute-attributes の利用可能なキーです。
			
	パラメーター	説明	 
	
							
								cluster
							

								
							
								ホストを取得するためのクラスター ID
							

								 
	
							
								template
							

								
							
								使用するハードウェアプロファイル
							

								 
	
							
								cores
							

								
							
								使用する CPU コア数
							

								 
	
							
								memory
							

								
							
								メモリー容量 (バイト)
							

								 



				--interface の利用可能なキーです。
			
	パラメーター	説明	 
	
							
								compute_name
							

								
							
								インターフェース名。例: eth0
							

								 
	
							
								compute_network
							

								
							
								使用するクラスター内のネットワーク
							

								 



				--volume の利用可能なキーです。
			
	パラメーター	説明	 
	
							
								size_gb
							

								
							
								ボリュームサイズ (GB 単位)
							

								 
	
							
								storage_domain
							

								
							
								使用するストレージドメインを定義します。
							

								 
	
							
								bootable
							

								
							
								root ボリュームを定義するブール値。1 つのボリュームのみを起動できます。
							

								 



VMware Interface パラメーター




				--compute-attributes の利用可能なキーです。
			
	パラメーター	説明	 
	
							
								cpus
							

								
							
								ホストの CPU 数
							

								 
	
							
								corespersocket
							

								
							
								CPU ソケットあたりのコア数。ハードウェアの 10 未満のバージョンを使用するホストにのみ適用されます。
							

								 
	
							
								memory_mb
							

								
							
								メモリーサイズ (MB)
							

								 
	
							
								cluster
							

								
							
								ホストのクラスター ID
							

								 
	
							
								path
							

								
							
								ホストを整理するためのフォルダーへのパス
							

								 
	
							
								guest_id
							

								
							
								ゲスト OS ID
							

								 
	
							
								scsi_controller_type
							

								
							
								VMware コントローラーの ID
							

								 
	
							
								hardware_version
							

								
							
								VMware ハードウェアのバージョン ID
							

								 
	
							
								start
							

								
							
								マシンを開始するかどうかを定義するブール値
							

								 



				--interface の利用可能なキーです。
			
	パラメーター	説明	 
	
							
								compute_type
							

								
							
								ネットワークアダプターのタイプ。VirtualVmxnet、VirtualVmxnet2、VirtualVmxnet3、VirtualE1000、VirtualE1000e、VirtualPCNet32 のいずれかになります。
							

								 
	
							
								compute_network
							

								
							
								VMware ネットワーク ID
							

								 



				--volume の利用可能なキーです。
			
	パラメーター	説明	 
	
							
								datastore
							

								
							
								データストア ID
							

								 
	
							
								name
							

								
							
								ボリュームの名前
							

								 
	
							
								size_gb
							

								
							
								サイズ (GB 単位)
							

								 
	
							
								thin
							

								
							
								シンプロビジョニングを使用するかどうかを定義するブール値
							

								 
	
							
								eager_zero
							

								
							
								Eager Zero シックプロビジョニングを使用するかどうかを定義するブール値
							

								 




付録C FIPS 準拠ホストのプロビジョニング




			Red Hat Satellite 6 は National Institute of Standards and Technology の 暗号モジュールのセキュリティー要件 (Security Requirements for Cryptographic Modules) 標準 (参照番号 FIPS 140-2、FIPS と呼ばれる。) に準拠するプロビジョニングホストをサポートします。
		

			Red Hat Satellite 6 は FIPS が有効なホストではサポートされません。
		


			FIPS に準拠するホストのプロビジョニングを有効にするには、以下の変更を実行します。
		
	
					関連するオペレーティングシステム、ロケーションおよび組織の特定
				
	
					FIPS プロビジョニングテンプレートの作成および有効化
				
	
					プロビジョニングのパスワードハッシュアルゴリズムの変更
				
	
					Puppet のメッセージダイジェストアルゴリズムの変更
				
	
					FIPS 有効化パラメーターの設定
				



			これらの変更が完了したら、新規のプロビジョニングテンプレートが指定のオペレーティングシステム、ロケーションおよび組織に関連付けられます。ホストをそれらのオペレーティングシステム、ロケーション、および組織にプロビジョニングする際に、ホストには FIPS 準拠の設定が適用されます。これらの設定が正常に行われていることを確認するには、「FIPS モードの有効化の確認」 のステップを実行します。
		
前提条件
	
					『Hammer CLI ガイド』の「認証」セクションにある設定ステップを実行します。これにより、毎回 Satellite ユーザー名およびパスワードを指定せずに Hammer コマンドを実行できます。
				


関連するオペレーティングシステム、ロケーションおよび組織の特定




				FIPS 準拠のテンプレートを Satellite で作成する前に、FIPS 準拠のホストをデプロイするロケーション、組織およびオペレーティングシステムを特定する必要があります。たとえば、Red Hat Enterprise Linux 7 ホストを FIPS 準拠のホストとしてデプロイする場合、テンプレートは Red Hat Enterprise Linux 7 にのみ関連付けます。
			
	
						すべてのロケーションを一覧表示します。
					
例

							

$ hammer location list
---|-----------------
ID | NAME
---|-----------------
2  | Default Location
---|-----------------

						

						NAME 列にある、FIPS 準拠のホストをデプロイするロケーションの値をメモします。
					

	
						すべての組織を一覧表示します。
					
例

							

---|----------------------|----------------------|------------
ID | NAME                 | LABEL                | DESCRIPTION
---|----------------------|----------------------|------------
1  | Default Organization | Default_Organization |
2  | Sales                | Sales_Department     |
---|----------------------|----------------------|------------

						

						NAME 列にある、FIPS 準拠のホストをデプロイする組織の値をメモします。
					

	
						すべてのオペレーティングシステムを一覧表示します。
					
例

							

$ hammer os list
---|-----------------|--------------|-------
ID | TITLE           | RELEASE NAME | FAMILY
---|-----------------|--------------|-------
2  | RedHat 6.6      |              | Redhat
3  | RedHat 7.1      |              | Redhat
1  | RedHat 7.2      |              | Redhat
4  | RedHat 6.7      |              | Redhat
---|-----------------|--------------|-------

						

						TITLE 列にある、FIPS 準拠のホストをデプロイするオペレーティングシステムの値をメモします。
					




FIPS プロビジョニングテンプレートの作成および有効化




				FIPS プロビジョニングテンプレートは git リポジトリーで提供されます。この手順では、それらを Satellite 環境にインポートした後に、必要なオペレーティングシステム、ロケーションおよび組織に関連付けます。
			
	
						Satellite Server では、FIPS が有効なテンプレートを含む git リポジトリーのクローンを作成してから、リポジトリーのディレクトリーに切り替えます。
					
$ git clone https://github.com/RedHatSatellite/satellite6-fips-client
$ cd satellite6-fips-client

						このリポジトリーには、以下の Embedded RuBy (ERB) テンプレートが含まれます。それらはテキスト形式のため、テンプレートに含まれる設定内容の詳細を表示し、確認することができます。
					
	
								Kickstart_Default_PXELinux_FIPS.erb
							
	
										更新済みの PXELinux テンプレート
									



	
								fips_packages.erb
							
	
										FIPS モードで必要なパッケージ (例: dracut-fips)
									



	
								Satellite_Kickstart_Default_FIPS.erb
							
	
										fips_packages スニペットを呼び出すための修正を含むキックスタートテンプレート
									



	
								puppet.conf.erb
							
	
										更新された (SHA256) メッセージダイジェストアルゴリズムを含む更新済みの puppet.conf 設定ファイル
									






	
						PXELinux FIPS テンプレートを追加します。
					
$ hammer template create  --name "Kickstart Default PXELinux FIPS" \
  --file Kickstart_Default_PXELinux_FIPS.erb  \
  --locations LOCATIONS \
  --organizations ORGANIZATION \
  --operatingsystems OS \
  --type PXELinux

						プレースホールダーの値 LOCATIONS、ORGANIZATION、および OS を 「関連するオペレーティングシステム、ロケーションおよび組織の特定」 でメモした値に置き換えます。値にアルファベット以外の文字が含まれる場合、値を引用符 (") で囲みます。
					

						Config template created というメッセージは成功したことを示します。
					
例

							

$ hammer template create  --name "Kickstart Default PXELinux FIPS" \
  --file Kickstart_Default_PXELinux_FIPS.erb  \
  --locations "Default Location" \
  --organizations "Default Organization","Sales" \
  --operatingsystems "RedHat 6.6","RedHat 7.1","RedHat 7.2","RedHat 6.7" \
  --type PXELinux

						

	
						Satellite Kickstart Default FIPS テンプレートを追加します。
					
$ hammer template create  --name "Satellite Kickstart Default FIPS" \
  --file Satellite_Kickstart_Default_FIPS.erb  \
  --locations LOCATIONS \
  --organizations ORGANIZATION \
  --operatingsystems OS \
  --type provision

						プレースホールダーの値 LOCATIONS、ORGANIZATION、および OS を 「関連するオペレーティングシステム、ロケーションおよび組織の特定」 でメモした値に置き換えます。値にアルファベット以外の文字が含まれる場合、値を引用符 (") で囲みます。
					

						Config template created というメッセージは成功したことを示します。
					
例

							

$ hammer template create  --name "Satellite Kickstart Default FIPS" \
  --file Satellite_Kickstart_Default_FIPS.erb  \
  --locations "Default Location" \
  --organizations "Default Organization","Sales" \
  --operatingsystems "RedHat 6.6","RedHat 7.1","RedHat 7.2","RedHat 6.7" \
  --type provision

						

	
						FIPS Packages スニペットを追加します。
					
$ hammer template create  --name "fips_packages" \
  --file fips_packages.erb \
  --locations LOCATIONS \
  --organizations ORGANIZATION \
  --type snippet

						プレースホールダーの値 LOCATIONS および ORGANIZATION を 「関連するオペレーティングシステム、ロケーションおよび組織の特定」 でメモした値に置き換えます。値にアルファベット以外の文字が含まれる場合は、値を引用符 (") で囲みます。
					

						Config template created というメッセージは成功したことを示します。
					
例

							

$ hammer template create  --name "fips_packages" \
  --file fips_packages.erb \
  --locations "Default Location" \
  --organizations "Default Organization","Sales" \
  --type snippet

						

	
						デフォルトの Puppet 設定スニペットを更新します。
					
$ hammer template update --name puppet.conf \
  --file puppet.conf.erb  \
  --type snippet

						Config template created というメッセージは成功したことを示します。
					

	
						新規テンプレートを使用するようにオペレーティングシステムオブジェクトを更新します。
					

						新規の FIPS テンプレートが Satellite に追加され、必要なオペレーティングシステムの デフォルト テンプレートとして設定されます。
					
	
								Satellite Kickstart Default FIPS および Kickstart Default PXELinux FIPS テンプレートの ID を特定します。
							
例

									

$ hammer template list
---|---------------------------------------|----------
ID | NAME                                  | TYPE
---|---------------------------------------|----------
41 | redhat_register                       | snippet
42 | saltstack_minion                      | snippet
53 | Kickstart Default PXELinux FIPS       | PXELinux
46 | Satellite Kickstart Default           | provision
48 | Satellite Kickstart Default Finish    | finish
54 | Satellite Kickstart Default FIPS      | provision
47 | Satellite Kickstart Default User Data | user_data
50 | subscription_manager_registration     | snippet
29 | UserData default                      | user_data
30 | WAIK default PXELinux                 | PXELinux
---|---------------------------------------|----------

								

								この例では、ID はそれぞれ 54 および 53 になります。これらの ID はインストールに固有の ID です。
							

	
								FIPS テンプレートをデフォルトとして指定します。
							
$ hammer os set-default-template --config-template-id TEMPLATE --id OS

								プレースホールダー TEMPLATE および OS を、FIPS テンプレートと先にメモしておいたオペレーティングシステムの ID に置き換えます。FIPS テンプレートとオペレーティングシステムのすべての組み合わせに対してこのコマンドを繰り返し実行します。コンマ区切りの値の一覧は使用できません。
							

								この例では、FIPS テンプレートが前の例で ID 1 と特定された Red Hat Enterprise Linux 7.2 のデフォルトとして設定されています。
							
例

									

$ hammer os set-default-template --config-template-id 54 --id 1
$ hammer os set-default-template --config-template-id 53 --id 1

								







プロビジョニングのパスワードハッシュアルゴリズムの変更




				プロビジョニングで使用されるパスワードのハッシュアルゴリズムを SHA256 に設定します。この設定は、FIPS 準拠としてデプロイする各オペレーティングシステムに適用される必要があります。
			
注記

					これは Red Hat Satellilte 6 が Satellite 6.1 からアップグレードされた場合のみ 必要になります。Satellite 6.2 はデフォルトで SHA256 を使用します。
				

	
						オペレーティングシステム ID を特定します。
					
例

							

$ hammer os list
---|-----------------|--------------|-------
ID | TITLE           | RELEASE NAME | FAMILY
---|-----------------|--------------|-------
2  | RedHat 6.6      |              | Redhat
3  | RedHat 7.1      |              | Redhat
1  | RedHat 7.2      |              | Redhat
4  | RedHat 6.7      |              | Redhat
---|-----------------|--------------|-------

						

	
						各オペレーティングシステムのパスワードハッシュ値を更新します。
					
$ hammer os update --title OS \
  --password-hash SHA256

						TITLE 列の一致する値を使用して、必要なオペレーティングシステムのそれぞれについてこのコマンドを繰り返し実行します。コンマ区切りの値の一覧は使用できません。
					
例

							

$ hammer os update --title "RedHat 7.2" \
  --password-hash SHA256

						




Puppet の FIPS 準拠メッセージアルゴリズムへの切り替え




				Satellite Server やすべての外部 Capsule Server および すべての 既存ホストで SHA256 メッセージダイジェストアルゴリズムを使用するように Puppet を設定します。
			

				digest_algorithm = sha256 の行を [main] スタンザに追加して、/etc/puppet/puppet.conf ファイルを編集します。
			
注記

					この変更は Satellite がアップグレードされるたびに上書きされるため、再度適用する必要があります。
				


				Puppet メッセージダイジェストアルゴリズムは Satellite Server およびすべての Capsule Server で変更されるため、FIPS 準拠でないものも含め、すべての ホストで変更される必要があります。
			

				メッセージダイジェストアルゴリズムに不一致がある場合、クライアントはファクトを再度ダウンロードします。これにより、Satellite Server または外部の Capsule Server での負荷が大幅に増大します。
			

FIPS 有効化パラメーターの設定




				FIPS に準拠したホストをプロビジョニングするには、FIPS テンプレートで fips_enabled という名前のパラメーターを true に設定する必要があります。これが true に設定されていないか、またこれがない場合は、FIPS 固有の変更は適用されません。このパラメーターは、個別のホストまたはホストグループセットのプロビジョニング時に指定できます。遡及的にホストで FIPS 準拠を有効にすることについては、本書の対象外であり、かつこれを実行すると問題が生じる可能性があります。
			

				ホストのプロビジョニング時にこのパラメーターを設定するには、--parameters fips_enabled=true を Hammer コマンドに追加します。
			

				既存のホストグループでこのパラメーターを設定するには、Hammer サブコマンドの set-parameter を使用します。詳細は、コマンド hammer hostgroup set-parameter --help の出力を参照してください。このホストグループにプロビジョニングされるすべてのホストはホストグループから fips_enabled パラメーターを継承します。
			
例

					

$ hammer hostgroup set-parameter --name fips_enabled \
 --value true \
 --hostgroup prod_servers

				

FIPS モードの有効化の確認




				これらの FIPS 準拠に関する変更が正常に行われたことを確認するには、ホストのプロビジョニングを実行し、その設定を確認する必要があります。
			
	
						FIPS テンプレートを使用してホストをデプロイし、fips_enabled という名前のパラメーターが true に設定されていることを確認します。
					
	
						root と同等のアカウントで新規ホストにログインします。
					
	
						コマンド cat /proc/sys/crypto/fips_enabled を実行します。値 1 は FIPS モードが有効にされていることを示します。
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# Highlight.js

Highlight.js — это подсветчик синтаксиса, написанный на JavaScript. Он работает
и в браузере, и на сервере. Он работает с практически любой HTML разметкой, не
зависит от каких-либо фреймворков и умеет автоматически определять язык.


## Начало работы

Минимум, что нужно сделать для использования highlight.js на веб-странице — это
подключить библиотеку, CSS-стили и вызывать [`initHighlightingOnLoad`][1]:

```html
<link rel="stylesheet" href="/path/to/styles/default.css">
<script src="/path/to/highlight.pack.js"></script>
<script>hljs.initHighlightingOnLoad();</script>
```

Библиотека найдёт и раскрасит код внутри тегов `<pre><code>`, попытавшись
автоматически определить язык. Когда автоопределение не срабатывает, можно явно
указать язык в атрибуте class:

```html
<pre><code class="html">...</code></pre>
```

Список поддерживаемых классов языков доступен в [справочнике по классам][8].
Класс также можно предваоить префиксами `language-` или `lang-`.

Чтобы отключить подсветку для какого-то блока, используйте класс `nohighlight`:

```html
<pre><code class="nohighlight">...</code></pre>
```

## Инициализация вручную

Чтобы иметь чуть больше контроля за инициализацией подсветки, вы можете
использовать функции [`highlightBlock`][2] и [`configure`][3]. Таким образом
можно управлять тем, *что* подсвечивать и *когда*.

Вот пример инициализация, эквивалентной вызову [`initHighlightingOnLoad`][1], но
с использованием jQuery:

```javascript
$(document).ready(function() {
  $('pre code').each(function(i, block) {
    hljs.highlightBlock(block);
  });
});
```

Вы можете использовать любые теги разметки вместо `<pre><code>`. Если
используете контейнер, не сохраняющий переводы строк, вам нужно сказать
highlight.js использовать для них тег `<br>`:

```javascript
hljs.configure({useBR: true});

$('div.code').each(function(i, block) {
  hljs.highlightBlock(block);
});
```

Другие опции можно найти в документации функции [`configure`][3].


## Установка библиотеки

Highlight.js можно использовать в браузере прямо с CDN хостинга или скачать
индивидуальную сборку, а также установив модуль на сервере. На
[страница загрузки][4] подробно описаны все варианты.

Обратите внимание, что библиотека не предназначена для использования в виде
исходного кода на GitHub, а требует отдельной сборки. Если вам не подходит ни
один из готовых вариантов, читайте [документацию по сборке][5].


## Лицензия

Highlight.js распространяется под лицензией BSD. Подробнее читайте файл
[LICENSE][10].


## Ссылки

Официальный сайт билиотеки расположен по адресу <https://highlightjs.org/>.

Более подробная документация по API и другим темам расположена на
<http://highlightjs.readthedocs.org/>.

Авторы и контрибьютора перечислена в файле [AUTHORS.ru.txt][9] file.

[1]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#inithighlightingonload
[2]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#highlightblock-block
[3]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#configure-options
[4]: https://highlightjs.org/download/
[5]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/building-testing.html
[8]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/css-classes-reference.html
[9]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/AUTHORS.ru.txt
[10]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/LICENSE
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/*! jQuery v1.7.1 jquery.com | jquery.org/license */
(function(a,b){function cy(a){return f.isWindow(a)?a:a.nodeType===9?a.defaultView||a.parentWindow:!1}function cv(a){if(!ck[a]){var b=c.body,d=f("<"+a+">").appendTo(b),e=d.css("display");d.remove();if(e==="none"||e===""){cl||(cl=c.createElement("iframe"),cl.frameBorder=cl.width=cl.height=0),b.appendChild(cl);if(!cm||!cl.createElement)cm=(cl.contentWindow||cl.contentDocument).document,cm.write((c.compatMode==="CSS1Compat"?"<!doctype html>":"")+"<html><body>"),cm.close();d=cm.createElement(a),cm.body.appendChild(d),e=f.css(d,"display"),b.removeChild(cl)}ck[a]=e}return ck[a]}function cu(a,b){var c={};f.each(cq.concat.apply([],cq.slice(0,b)),function(){c[this]=a});return c}function ct(){cr=b}function cs(){setTimeout(ct,0);return cr=f.now()}function cj(){try{return new a.ActiveXObject("Microsoft.XMLHTTP")}catch(b){}}function ci(){try{return new a.XMLHttpRequest}catch(b){}}function cc(a,c){a.dataFilter&&(c=a.dataFilter(c,a.dataType));var d=a.dataTypes,e={},g,h,i=d.length,j,k=d[0],l,m,n,o,p;for(g=1;g<i;g++){if(g===1)for(h in a.converters)typeof h=="string"&&(e[h.toLowerCase()]=a.converters[h]);l=k,k=d[g];if(k==="*")k=l;else if(l!=="*"&&l!==k){m=l+" "+k,n=e[m]||e["* "+k];if(!n){p=b;for(o in e){j=o.split(" ");if(j[0]===l||j[0]==="*"){p=e[j[1]+" "+k];if(p){o=e[o],o===!0?n=p:p===!0&&(n=o);break}}}}!n&&!p&&f.error("No conversion from "+m.replace(" "," to ")),n!==!0&&(c=n?n(c):p(o(c)))}}return c}function cb(a,c,d){var e=a.contents,f=a.dataTypes,g=a.responseFields,h,i,j,k;for(i in g)i in d&&(c[g[i]]=d[i]);while(f[0]==="*")f.shift(),h===b&&(h=a.mimeType||c.getResponseHeader("content-type"));if(h)for(i in e)if(e[i]&&e[i].test(h)){f.unshift(i);break}if(f[0]in d)j=f[0];else{for(i in d){if(!f[0]||a.converters[i+" "+f[0]]){j=i;break}k||(k=i)}j=j||k}if(j){j!==f[0]&&f.unshift(j);return d[j]}}function ca(a,b,c,d){if(f.isArray(b))f.each(b,function(b,e){c||bE.test(a)?d(a,e):ca(a+"["+(typeof e=="object"||f.isArray(e)?b:"")+"]",e,c,d)});else if(!c&&b!=null&&typeof b=="object")for(var e in b)ca(a+"["+e+"]",b[e],c,d);else d(a,b)}function b_(a,c){var d,e,g=f.ajaxSettings.flatOptions||{};for(d in c)c[d]!==b&&((g[d]?a:e||(e={}))[d]=c[d]);e&&f.extend(!0,a,e)}function b$(a,c,d,e,f,g){f=f||c.dataTypes[0],g=g||{},g[f]=!0;var h=a[f],i=0,j=h?h.length:0,k=a===bT,l;for(;i<j&&(k||!l);i++)l=h[i](c,d,e),typeof l=="string"&&(!k||g[l]?l=b:(c.dataTypes.unshift(l),l=b$(a,c,d,e,l,g)));(k||!l)&&!g["*"]&&(l=b$(a,c,d,e,"*",g));return l}function bZ(a){return function(b,c){typeof b!="string"&&(c=b,b="*");if(f.isFunction(c)){var d=b.toLowerCase().split(bP),e=0,g=d.length,h,i,j;for(;e<g;e++)h=d[e],j=/^\+/.test(h),j&&(h=h.substr(1)||"*"),i=a[h]=a[h]||[],i[j?"unshift":"push"](c)}}}function bC(a,b,c){var d=b==="width"?a.offsetWidth:a.offsetHeight,e=b==="width"?bx:by,g=0,h=e.length;if(d>0){if(c!=="border")for(;g<h;g++)c||(d-=parseFloat(f.css(a,"padding"+e[g]))||0),c==="margin"?d+=parseFloat(f.css(a,c+e[g]))||0:d-=parseFloat(f.css(a,"border"+e[g]+"Width"))||0;return d+"px"}d=bz(a,b,b);if(d<0||d==null)d=a.style[b]||0;d=parseFloat(d)||0;if(c)for(;g<h;g++)d+=parseFloat(f.css(a,"padding"+e[g]))||0,c!=="padding"&&(d+=parseFloat(f.css(a,"border"+e[g]+"Width"))||0),c==="margin"&&(d+=parseFloat(f.css(a,c+e[g]))||0);return d+"px"}function bp(a,b){b.src?f.ajax({url:b.src,async:!1,dataType:"script"}):f.globalEval((b.text||b.textContent||b.innerHTML||"").replace(bf,"/*$0*/")),b.parentNode&&b.parentNode.removeChild(b)}function bo(a){var b=c.createElement("div");bh.appendChild(b),b.innerHTML=a.outerHTML;return b.firstChild}function bn(a){var b=(a.nodeName||"").toLowerCase();b==="input"?bm(a):b!=="script"&&typeof a.getElementsByTagName!="undefined"&&f.grep(a.getElementsByTagName("input"),bm)}function bm(a){if(a.type==="checkbox"||a.type==="radio")a.defaultChecked=a.checked}function bl(a){return typeof a.getElementsByTagName!="undefined"?a.getElementsByTagName("*"):typeof a.querySelectorAll!="undefined"?a.querySelectorAll("*"):[]}function bk(a,b){var c;if(b.nodeType===1){b.clearAttributes&&b.clearAttributes(),b.mergeAttributes&&b.mergeAttributes(a),c=b.nodeName.toLowerCase();if(c==="object")b.outerHTML=a.outerHTML;else if(c!=="input"||a.type!=="checkbox"&&a.type!=="radio"){if(c==="option")b.selected=a.defaultSelected;else if(c==="input"||c==="textarea")b.defaultValue=a.defaultValue}else a.checked&&(b.defaultChecked=b.checked=a.checked),b.value!==a.value&&(b.value=a.value);b.removeAttribute(f.expando)}}function bj(a,b){if(b.nodeType===1&&!!f.hasData(a)){var c,d,e,g=f._data(a),h=f._data(b,g),i=g.events;if(i){delete h.handle,h.events={};for(c in i)for(d=0,e=i[c].length;d<e;d++)f.event.add(b,c+(i[c][d].namespace?".":"")+i[c][d].namespace,i[c][d],i[c][d].data)}h.data&&(h.data=f.extend({},h.data))}}function bi(a,b){return f.nodeName(a,"table")?a.getElementsByTagName("tbody")[0]||a.appendChild(a.ownerDocument.createElement("tbody")):a}function U(a){var b=V.split("|"),c=a.createDocumentFragment();if(c.createElement)while(b.length)c.createElement(b.pop());return c}function T(a,b,c){b=b||0;if(f.isFunction(b))return f.grep(a,function(a,d){var e=!!b.call(a,d,a);return e===c});if(b.nodeType)return f.grep(a,function(a,d){return a===b===c});if(typeof b=="string"){var d=f.grep(a,function(a){return a.nodeType===1});if(O.test(b))return f.filter(b,d,!c);b=f.filter(b,d)}return f.grep(a,function(a,d){return f.inArray(a,b)>=0===c})}function S(a){return!a||!a.parentNode||a.parentNode.nodeType===11}function K(){return!0}function J(){return!1}function n(a,b,c){var d=b+"defer",e=b+"queue",g=b+"mark",h=f._data(a,d);h&&(c==="queue"||!f._data(a,e))&&(c==="mark"||!f._data(a,g))&&setTimeout(function(){!f._data(a,e)&&!f._data(a,g)&&(f.removeData(a,d,!0),h.fire())},0)}function m(a){for(var b in a){if(b==="data"&&f.isEmptyObject(a[b]))continue;if(b!=="toJSON")return!1}return!0}function l(a,c,d){if(d===b&&a.nodeType===1){var e="data-"+c.replace(k,"-$1").toLowerCase();d=a.getAttribute(e);if(typeof d=="string"){try{d=d==="true"?!0:d==="false"?!1:d==="null"?null:f.isNumeric(d)?parseFloat(d):j.test(d)?f.parseJSON(d):d}catch(g){}f.data(a,c,d)}else d=b}return d}function h(a){var b=g[a]={},c,d;a=a.split(/\s+/);for(c=0,d=a.length;c<d;c++)b[a[c]]=!0;return b}var c=a.document,d=a.navigator,e=a.location,f=function(){function J(){if(!e.isReady){try{c.documentElement.doScroll("left")}catch(a){setTimeout(J,1);return}e.ready()}}var e=function(a,b){return new e.fn.init(a,b,h)},f=a.jQuery,g=a.$,h,i=/^(?:[^#<]*(<[\w\W]+>)[^>]*$|#([\w\-]*)$)/,j=/\S/,k=/^\s+/,l=/\s+$/,m=/^<(\w+)\s*\/?>(?:<\/\1>)?$/,n=/^[\],:{}\s]*$/,o=/\\(?:["\\\/bfnrt]|u[0-9a-fA-F]{4})/g,p=/"[^"\\\n\r]*"|true|false|null|-?\d+(?:\.\d*)?(?:[eE][+\-]?\d+)?/g,q=/(?:^|:|,)(?:\s*\[)+/g,r=/(webkit)[ \/]([\w.]+)/,s=/(opera)(?:.*version)?[ \/]([\w.]+)/,t=/(msie) ([\w.]+)/,u=/(mozilla)(?:.*? rv:([\w.]+))?/,v=/-([a-z]|[0-9])/ig,w=/^-ms-/,x=function(a,b){return(b+"").toUpperCase()},y=d.userAgent,z,A,B,C=Object.prototype.toString,D=Object.prototype.hasOwnProperty,E=Array.prototype.push,F=Array.prototype.slice,G=String.prototype.trim,H=Array.prototype.indexOf,I={};e.fn=e.prototype={constructor:e,init:function(a,d,f){var g,h,j,k;if(!a)return this;if(a.nodeType){this.context=this[0]=a,this.length=1;return this}if(a==="body"&&!d&&c.body){this.context=c,this[0]=c.body,this.selector=a,this.length=1;return this}if(typeof a=="string"){a.charAt(0)!=="<"||a.charAt(a.length-1)!==">"||a.length<3?g=i.exec(a):g=[null,a,null];if(g&&(g[1]||!d)){if(g[1]){d=d instanceof e?d[0]:d,k=d?d.ownerDocument||d:c,j=m.exec(a),j?e.isPlainObject(d)?(a=[c.createElement(j[1])],e.fn.attr.call(a,d,!0)):a=[k.createElement(j[1])]:(j=e.buildFragment([g[1]],[k]),a=(j.cacheable?e.clone(j.fragment):j.fragment).childNodes);return e.merge(this,a)}h=c.getElementById(g[2]);if(h&&h.parentNode){if(h.id!==g[2])return f.find(a);this.length=1,this[0]=h}this.context=c,this.selector=a;return this}return!d||d.jquery?(d||f).find(a):this.constructor(d).find(a)}if(e.isFunction(a))return f.ready(a);a.selector!==b&&(this.selector=a.selector,this.context=a.context);return e.makeArray(a,this)},selector:"",jquery:"1.7.1",length:0,size:function(){return this.length},toArray:function(){return F.call(this,0)},get:function(a){return a==null?this.toArray():a<0?this[this.length+a]:this[a]},pushStack:function(a,b,c){var d=this.constructor();e.isArray(a)?E.apply(d,a):e.merge(d,a),d.prevObject=this,d.context=this.context,b==="find"?d.selector=this.selector+(this.selector?" ":"")+c:b&&(d.selector=this.selector+"."+b+"("+c+")");return d},each:function(a,b){return e.each(this,a,b)},ready:function(a){e.bindReady(),A.add(a);return this},eq:function(a){a=+a;return a===-1?this.slice(a):this.slice(a,a+1)},first:function(){return this.eq(0)},last:function(){return this.eq(-1)},slice:function(){return this.pushStack(F.apply(this,arguments),"slice",F.call(arguments).join(","))},map:function(a){return this.pushStack(e.map(this,function(b,c){return a.call(b,c,b)}))},end:function(){return this.prevObject||this.constructor(null)},push:E,sort:[].sort,splice:[].splice},e.fn.init.prototype=e.fn,e.extend=e.fn.extend=function(){var a,c,d,f,g,h,i=arguments[0]||{},j=1,k=arguments.length,l=!1;typeof i=="boolean"&&(l=i,i=arguments[1]||{},j=2),typeof i!="object"&&!e.isFunction(i)&&(i={}),k===j&&(i=this,--j);for(;j<k;j++)if((a=arguments[j])!=null)for(c in a){d=i[c],f=a[c];if(i===f)continue;l&&f&&(e.isPlainObject(f)||(g=e.isArray(f)))?(g?(g=!1,h=d&&e.isArray(d)?d:[]):h=d&&e.isPlainObject(d)?d:{},i[c]=e.extend(l,h,f)):f!==b&&(i[c]=f)}return i},e.extend({noConflict:function(b){a.$===e&&(a.$=g),b&&a.jQuery===e&&(a.jQuery=f);return e},isReady:!1,readyWait:1,holdReady:function(a){a?e.readyWait++:e.ready(!0)},ready:function(a){if(a===!0&&!--e.readyWait||a!==!0&&!e.isReady){if(!c.body)return setTimeout(e.ready,1);e.isReady=!0;if(a!==!0&&--e.readyWait>0)return;A.fireWith(c,[e]),e.fn.trigger&&e(c).trigger("ready").off("ready")}},bindReady:function(){if(!A){A=e.Callbacks("once memory");if(c.readyState==="complete")return setTimeout(e.ready,1);if(c.addEventListener)c.addEventListener("DOMContentLoaded",B,!1),a.addEventListener("load",e.ready,!1);else if(c.attachEvent){c.attachEvent("onreadystatechange",B),a.attachEvent("onload",e.ready);var b=!1;try{b=a.frameElement==null}catch(d){}c.documentElement.doScroll&&b&&J()}}},isFunction:function(a){return e.type(a)==="function"},isArray:Array.isArray||function(a){return e.type(a)==="array"},isWindow:function(a){return a&&typeof a=="object"&&"setInterval"in a},isNumeric:function(a){return!isNaN(parseFloat(a))&&isFinite(a)},type:function(a){return a==null?String(a):I[C.call(a)]||"object"},isPlainObject:function(a){if(!a||e.type(a)!=="object"||a.nodeType||e.isWindow(a))return!1;try{if(a.constructor&&!D.call(a,"constructor")&&!D.call(a.constructor.prototype,"isPrototypeOf"))return!1}catch(c){return!1}var d;for(d in a);return d===b||D.call(a,d)},isEmptyObject:function(a){for(var b in a)return!1;return!0},error:function(a){throw new Error(a)},parseJSON:function(b){if(typeof b!="string"||!b)return null;b=e.trim(b);if(a.JSON&&a.JSON.parse)return a.JSON.parse(b);if(n.test(b.replace(o,"@").replace(p,"]").replace(q,"")))return(new Function("return "+b))();e.error("Invalid JSON: "+b)},parseXML:function(c){var d,f;try{a.DOMParser?(f=new DOMParser,d=f.parseFromString(c,"text/xml")):(d=new ActiveXObject("Microsoft.XMLDOM"),d.async="false",d.loadXML(c))}catch(g){d=b}(!d||!d.documentElement||d.getElementsByTagName("parsererror").length)&&e.error("Invalid XML: "+c);return d},noop:function(){},globalEval:function(b){b&&j.test(b)&&(a.execScript||function(b){a.eval.call(a,b)})(b)},camelCase:function(a){return a.replace(w,"ms-").replace(v,x)},nodeName:function(a,b){return a.nodeName&&a.nodeName.toUpperCase()===b.toUpperCase()},each:function(a,c,d){var f,g=0,h=a.length,i=h===b||e.isFunction(a);if(d){if(i){for(f in a)if(c.apply(a[f],d)===!1)break}else for(;g<h;)if(c.apply(a[g++],d)===!1)break}else if(i){for(f in a)if(c.call(a[f],f,a[f])===!1)break}else for(;g<h;)if(c.call(a[g],g,a[g++])===!1)break;return a},trim:G?function(a){return a==null?"":G.call(a)}:function(a){return a==null?"":(a+"").replace(k,"").replace(l,"")},makeArray:function(a,b){var c=b||[];if(a!=null){var d=e.type(a);a.length==null||d==="string"||d==="function"||d==="regexp"||e.isWindow(a)?E.call(c,a):e.merge(c,a)}return c},inArray:function(a,b,c){var d;if(b){if(H)return H.call(b,a,c);d=b.length,c=c?c<0?Math.max(0,d+c):c:0;for(;c<d;c++)if(c in b&&b[c]===a)return c}return-1},merge:function(a,c){var d=a.length,e=0;if(typeof c.length=="number")for(var f=c.length;e<f;e++)a[d++]=c[e];else while(c[e]!==b)a[d++]=c[e++];a.length=d;return a},grep:function(a,b,c){var d=[],e;c=!!c;for(var f=0,g=a.length;f<g;f++)e=!!b(a[f],f),c!==e&&d.push(a[f]);return d},map:function(a,c,d){var f,g,h=[],i=0,j=a.length,k=a instanceof e||j!==b&&typeof j=="number"&&(j>0&&a[0]&&a[j-1]||j===0||e.isArray(a));if(k)for(;i<j;i++)f=c(a[i],i,d),f!=null&&(h[h.length]=f);else for(g in a)f=c(a[g],g,d),f!=null&&(h[h.length]=f);return h.concat.apply([],h)},guid:1,proxy:function(a,c){if(typeof c=="string"){var d=a[c];c=a,a=d}if(!e.isFunction(a))return b;var f=F.call(arguments,2),g=function(){return a.apply(c,f.concat(F.call(arguments)))};g.guid=a.guid=a.guid||g.guid||e.guid++;return g},access:function(a,c,d,f,g,h){var i=a.length;if(typeof c=="object"){for(var j in c)e.access(a,j,c[j],f,g,d);return a}if(d!==b){f=!h&&f&&e.isFunction(d);for(var k=0;k<i;k++)g(a[k],c,f?d.call(a[k],k,g(a[k],c)):d,h);return a}return i?g(a[0],c):b},now:function(){return(new Date).getTime()},uaMatch:function(a){a=a.toLowerCase();var b=r.exec(a)||s.exec(a)||t.exec(a)||a.indexOf("compatible")<0&&u.exec(a)||[];return{browser:b[1]||"",version:b[2]||"0"}},sub:function(){function a(b,c){return new a.fn.init(b,c)}e.extend(!0,a,this),a.superclass=this,a.fn=a.prototype=this(),a.fn.constructor=a,a.sub=this.sub,a.fn.init=function(d,f){f&&f instanceof e&&!(f instanceof a)&&(f=a(f));return e.fn.init.call(this,d,f,b)},a.fn.init.prototype=a.fn;var b=a(c);return a},browser:{}}),e.each("Boolean Number String Function Array Date RegExp Object".split(" "),function(a,b){I["[object "+b+"]"]=b.toLowerCase()}),z=e.uaMatch(y),z.browser&&(e.browser[z.browser]=!0,e.browser.version=z.version),e.browser.webkit&&(e.browser.safari=!0),j.test(" ")&&(k=/^[\s\xA0]+/,l=/[\s\xA0]+$/),h=e(c),c.addEventListener?B=function(){c.removeEventListener("DOMContentLoaded",B,!1),e.ready()}:c.attachEvent&&(B=function(){c.readyState==="complete"&&(c.detachEvent("onreadystatechange",B),e.ready())});return e}(),g={};f.Callbacks=function(a){a=a?g[a]||h(a):{};var c=[],d=[],e,i,j,k,l,m=function(b){var d,e,g,h,i;for(d=0,e=b.length;d<e;d++)g=b[d],h=f.type(g),h==="array"?m(g):h==="function"&&(!a.unique||!o.has(g))&&c.push(g)},n=function(b,f){f=f||[],e=!a.memory||[b,f],i=!0,l=j||0,j=0,k=c.length;for(;c&&l<k;l++)if(c[l].apply(b,f)===!1&&a.stopOnFalse){e=!0;break}i=!1,c&&(a.once?e===!0?o.disable():c=[]:d&&d.length&&(e=d.shift(),o.fireWith(e[0],e[1])))},o={add:function(){if(c){var a=c.length;m(arguments),i?k=c.length:e&&e!==!0&&(j=a,n(e[0],e[1]))}return this},remove:function(){if(c){var b=arguments,d=0,e=b.length;for(;d<e;d++)for(var f=0;f<c.length;f++)if(b[d]===c[f]){i&&f<=k&&(k--,f<=l&&l--),c.splice(f--,1);if(a.unique)break}}return this},has:function(a){if(c){var b=0,d=c.length;for(;b<d;b++)if(a===c[b])return!0}return!1},empty:function(){c=[];return this},disable:function(){c=d=e=b;return this},disabled:function(){return!c},lock:function(){d=b,(!e||e===!0)&&o.disable();return this},locked:function(){return!d},fireWith:function(b,c){d&&(i?a.once||d.push([b,c]):(!a.once||!e)&&n(b,c));return this},fire:function(){o.fireWith(this,arguments);return this},fired:function(){return!!e}};return o};var i=[].slice;f.extend({Deferred:function(a){var b=f.Callbacks("once memory"),c=f.Callbacks("once memory"),d=f.Callbacks("memory"),e="pending",g={resolve:b,reject:c,notify:d},h={done:b.add,fail:c.add,progress:d.add,state:function(){return e},isResolved:b.fired,isRejected:c.fired,then:function(a,b,c){i.done(a).fail(b).progress(c);return this},always:function(){i.done.apply(i,arguments).fail.apply(i,arguments);return this},pipe:function(a,b,c){return f.Deferred(function(d){f.each({done:[a,"resolve"],fail:[b,"reject"],progress:[c,"notify"]},function(a,b){var c=b[0],e=b[1],g;f.isFunction(c)?i[a](function(){g=c.apply(this,arguments),g&&f.isFunction(g.promise)?g.promise().then(d.resolve,d.reject,d.notify):d[e+"With"](this===i?d:this,[g])}):i[a](d[e])})}).promise()},promise:function(a){if(a==null)a=h;else for(var b in h)a[b]=h[b];return a}},i=h.promise({}),j;for(j in g)i[j]=g[j].fire,i[j+"With"]=g[j].fireWith;i.done(function(){e="resolved"},c.disable,d.lock).fail(function(){e="rejected"},b.disable,d.lock),a&&a.call(i,i);return i},when:function(a){function m(a){return function(b){e[a]=arguments.length>1?i.call(arguments,0):b,j.notifyWith(k,e)}}function l(a){return function(c){b[a]=arguments.length>1?i.call(arguments,0):c,--g||j.resolveWith(j,b)}}var b=i.call(arguments,0),c=0,d=b.length,e=Array(d),g=d,h=d,j=d<=1&&a&&f.isFunction(a.promise)?a:f.Deferred(),k=j.promise();if(d>1){for(;c<d;c++)b[c]&&b[c].promise&&f.isFunction(b[c].promise)?b[c].promise().then(l(c),j.reject,m(c)):--g;g||j.resolveWith(j,b)}else j!==a&&j.resolveWith(j,d?[a]:[]);return k}}),f.support=function(){var b,d,e,g,h,i,j,k,l,m,n,o,p,q=c.createElement("div"),r=c.documentElement;q.setAttribute("className","t"),q.innerHTML="   <link/><table></table><a href='/a' style='top:1px;float:left;opacity:.55;'>a</a><input type='checkbox'/>",d=q.getElementsByTagName("*"),e=q.getElementsByTagName("a")[0];if(!d||!d.length||!e)return{};g=c.createElement("select"),h=g.appendChild(c.createElement("option")),i=q.getElementsByTagName("input")[0],b={leadingWhitespace:q.firstChild.nodeType===3,tbody:!q.getElementsByTagName("tbody").length,htmlSerialize:!!q.getElementsByTagName("link").length,style:/top/.test(e.getAttribute("style")),hrefNormalized:e.getAttribute("href")==="/a",opacity:/^0.55/.test(e.style.opacity),cssFloat:!!e.style.cssFloat,checkOn:i.value==="on",optSelected:h.selected,getSetAttribute:q.className!=="t",enctype:!!c.createElement("form").enctype,html5Clone:c.createElement("nav").cloneNode(!0).outerHTML!=="<:nav></:nav>",submitBubbles:!0,changeBubbles:!0,focusinBubbles:!1,deleteExpando:!0,noCloneEvent:!0,inlineBlockNeedsLayout:!1,shrinkWrapBlocks:!1,reliableMarginRight:!0},i.checked=!0,b.noCloneChecked=i.cloneNode(!0).checked,g.disabled=!0,b.optDisabled=!h.disabled;try{delete q.test}catch(s){b.deleteExpando=!1}!q.addEventListener&&q.attachEvent&&q.fireEvent&&(q.attachEvent("onclick",function(){b.noCloneEvent=!1}),q.cloneNode(!0).fireEvent("onclick")),i=c.createElement("input"),i.value="t",i.setAttribute("type","radio"),b.radioValue=i.value==="t",i.setAttribute("checked","checked"),q.appendChild(i),k=c.createDocumentFragment(),k.appendChild(q.lastChild),b.checkClone=k.cloneNode(!0).cloneNode(!0).lastChild.checked,b.appendChecked=i.checked,k.removeChild(i),k.appendChild(q),q.innerHTML="",a.getComputedStyle&&(j=c.createElement("div"),j.style.width="0",j.style.marginRight="0",q.style.width="2px",q.appendChild(j),b.reliableMarginRight=(parseInt((a.getComputedStyle(j,null)||{marginRight:0}).marginRight,10)||0)===0);if(q.attachEvent)for(o in{submit:1,change:1,focusin:1})n="on"+o,p=n in q,p||(q.setAttribute(n,"return;"),p=typeof q[n]=="function"),b[o+"Bubbles"]=p;k.removeChild(q),k=g=h=j=q=i=null,f(function(){var a,d,e,g,h,i,j,k,m,n,o,r=c.getElementsByTagName("body")[0];!r||(j=1,k="position:absolute;top:0;left:0;width:1px;height:1px;margin:0;",m="visibility:hidden;border:0;",n="style='"+k+"border:5px solid #000;padding:0;'",o="<div "+n+"><div></div></div>"+"<table "+n+" cellpadding='0' cellspacing='0'>"+"<tr><td></td></tr></table>",a=c.createElement("div"),a.style.cssText=m+"width:0;height:0;position:static;top:0;margin-top:"+j+"px",r.insertBefore(a,r.firstChild),q=c.createElement("div"),a.appendChild(q),q.innerHTML="<table><tr><td style='padding:0;border:0;display:none'></td><td>t</td></tr></table>",l=q.getElementsByTagName("td"),p=l[0].offsetHeight===0,l[0].style.display="",l[1].style.display="none",b.reliableHiddenOffsets=p&&l[0].offsetHeight===0,q.innerHTML="",q.style.width=q.style.paddingLeft="1px",f.boxModel=b.boxModel=q.offsetWidth===2,typeof q.style.zoom!="undefined"&&(q.style.display="inline",q.style.zoom=1,b.inlineBlockNeedsLayout=q.offsetWidth===2,q.style.display="",q.innerHTML="<div style='width:4px;'></div>",b.shrinkWrapBlocks=q.offsetWidth!==2),q.style.cssText=k+m,q.innerHTML=o,d=q.firstChild,e=d.firstChild,h=d.nextSibling.firstChild.firstChild,i={doesNotAddBorder:e.offsetTop!==5,doesAddBorderForTableAndCells:h.offsetTop===5},e.style.position="fixed",e.style.top="20px",i.fixedPosition=e.offsetTop===20||e.offsetTop===15,e.style.position=e.style.top="",d.style.overflow="hidden",d.style.position="relative",i.subtractsBorderForOverflowNotVisible=e.offsetTop===-5,i.doesNotIncludeMarginInBodyOffset=r.offsetTop!==j,r.removeChild(a),q=a=null,f.extend(b,i))});return b}();var j=/^(?:\{.*\}|\[.*\])$/,k=/([A-Z])/g;f.extend({cache:{},uuid:0,expando:"jQuery"+(f.fn.jquery+Math.random()).replace(/\D/g,""),noData:{embed:!0,object:"clsid:D27CDB6E-AE6D-11cf-96B8-444553540000",applet:!0},hasData:function(a){a=a.nodeType?f.cache[a[f.expando]]:a[f.expando];return!!a&&!m(a)},data:function(a,c,d,e){if(!!f.acceptData(a)){var g,h,i,j=f.expando,k=typeof c=="string",l=a.nodeType,m=l?f.cache:a,n=l?a[j]:a[j]&&j,o=c==="events";if((!n||!m[n]||!o&&!e&&!m[n].data)&&k&&d===b)return;n||(l?a[j]=n=++f.uuid:n=j),m[n]||(m[n]={},l||(m[n].toJSON=f.noop));if(typeof c=="object"||typeof c=="function")e?m[n]=f.extend(m[n],c):m[n].data=f.extend(m[n].data,c);g=h=m[n],e||(h.data||(h.data={}),h=h.data),d!==b&&(h[f.camelCase(c)]=d);if(o&&!h[c])return g.events;k?(i=h[c],i==null&&(i=h[f.camelCase(c)])):i=h;return i}},removeData:function(a,b,c){if(!!f.acceptData(a)){var d,e,g,h=f.expando,i=a.nodeType,j=i?f.cache:a,k=i?a[h]:h;if(!j[k])return;if(b){d=c?j[k]:j[k].data;if(d){f.isArray(b)||(b in d?b=[b]:(b=f.camelCase(b),b in d?b=[b]:b=b.split(" ")));for(e=0,g=b.length;e<g;e++)delete d[b[e]];if(!(c?m:f.isEmptyObject)(d))return}}if(!c){delete j[k].data;if(!m(j[k]))return}f.support.deleteExpando||!j.setInterval?delete j[k]:j[k]=null,i&&(f.support.deleteExpando?delete a[h]:a.removeAttribute?a.removeAttribute(h):a[h]=null)}},_data:function(a,b,c){return f.data(a,b,c,!0)},acceptData:function(a){if(a.nodeName){var b=f.noData[a.nodeName.toLowerCase()];if(b)return b!==!0&&a.getAttribute("classid")===b}return!0}}),f.fn.extend({data:function(a,c){var d,e,g,h=null;if(typeof a=="undefined"){if(this.length){h=f.data(this[0]);if(this[0].nodeType===1&&!f._data(this[0],"parsedAttrs")){e=this[0].attributes;for(var i=0,j=e.length;i<j;i++)g=e[i].name,g.indexOf("data-")===0&&(g=f.camelCase(g.substring(5)),l(this[0],g,h[g]));f._data(this[0],"parsedAttrs",!0)}}return h}if(typeof a=="object")return this.each(function(){f.data(this,a)});d=a.split("."),d[1]=d[1]?"."+d[1]:"";if(c===b){h=this.triggerHandler("getData"+d[1]+"!",[d[0]]),h===b&&this.length&&(h=f.data(this[0],a),h=l(this[0],a,h));return h===b&&d[1]?this.data(d[0]):h}return this.each(function(){var b=f(this),e=[d[0],c];b.triggerHandler("setData"+d[1]+"!",e),f.data(this,a,c),b.triggerHandler("changeData"+d[1]+"!",e)})},removeData:function(a){return this.each(function(){f.removeData(this,a)})}}),f.extend({_mark:function(a,b){a&&(b=(b||"fx")+"mark",f._data(a,b,(f._data(a,b)||0)+1))},_unmark:function(a,b,c){a!==!0&&(c=b,b=a,a=!1);if(b){c=c||"fx";var d=c+"mark",e=a?0:(f._data(b,d)||1)-1;e?f._data(b,d,e):(f.removeData(b,d,!0),n(b,c,"mark"))}},queue:function(a,b,c){var d;if(a){b=(b||"fx")+"queue",d=f._data(a,b),c&&(!d||f.isArray(c)?d=f._data(a,b,f.makeArray(c)):d.push(c));return d||[]}},dequeue:function(a,b){b=b||"fx";var c=f.queue(a,b),d=c.shift(),e={};d==="inprogress"&&(d=c.shift()),d&&(b==="fx"&&c.unshift("inprogress"),f._data(a,b+".run",e),d.call(a,function(){f.dequeue(a,b)},e)),c.length||(f.removeData(a,b+"queue "+b+".run",!0),n(a,b,"queue"))}}),f.fn.extend({queue:function(a,c){typeof a!="string"&&(c=a,a="fx");if(c===b)return f.queue(this[0],a);return this.each(function(){var b=f.queue(this,a,c);a==="fx"&&b[0]!=="inprogress"&&f.dequeue(this,a)})},dequeue:function(a){return this.each(function(){f.dequeue(this,a)})},delay:function(a,b){a=f.fx?f.fx.speeds[a]||a:a,b=b||"fx";return this.queue(b,function(b,c){var d=setTimeout(b,a);c.stop=function(){clearTimeout(d)}})},clearQueue:function(a){return this.queue(a||"fx",[])},promise:function(a,c){function m(){--h||d.resolveWith(e,[e])}typeof a!="string"&&(c=a,a=b),a=a||"fx";var d=f.Deferred(),e=this,g=e.length,h=1,i=a+"defer",j=a+"queue",k=a+"mark",l;while(g--)if(l=f.data(e[g],i,b,!0)||(f.data(e[g],j,b,!0)||f.data(e[g],k,b,!0))&&f.data(e[g],i,f.Callbacks("once memory"),!0))h++,l.add(m);m();return d.promise()}});var o=/[\n\t\r]/g,p=/\s+/,q=/\r/g,r=/^(?:button|input)$/i,s=/^(?:button|input|object|select|textarea)$/i,t=/^a(?:rea)?$/i,u=/^(?:autofocus|autoplay|async|checked|controls|defer|disabled|hidden|loop|multiple|open|readonly|required|scoped|selected)$/i,v=f.support.getSetAttribute,w,x,y;f.fn.extend({attr:function(a,b){return f.access(this,a,b,!0,f.attr)},removeAttr:function(a){return this.each(function(){f.removeAttr(this,a)})},prop:function(a,b){return f.access(this,a,b,!0,f.prop)},removeProp:function(a){a=f.propFix[a]||a;return this.each(function(){try{this[a]=b,delete this[a]}catch(c){}})},addClass:function(a){var b,c,d,e,g,h,i;if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).addClass(a.call(this,b,this.className))});if(a&&typeof a=="string"){b=a.split(p);for(c=0,d=this.length;c<d;c++){e=this[c];if(e.nodeType===1)if(!e.className&&b.length===1)e.className=a;else{g=" "+e.className+" ";for(h=0,i=b.length;h<i;h++)~g.indexOf(" "+b[h]+" ")||(g+=b[h]+" ");e.className=f.trim(g)}}}return this},removeClass:function(a){var c,d,e,g,h,i,j;if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).removeClass(a.call(this,b,this.className))});if(a&&typeof a=="string"||a===b){c=(a||"").split(p);for(d=0,e=this.length;d<e;d++){g=this[d];if(g.nodeType===1&&g.className)if(a){h=(" "+g.className+" ").replace(o," ");for(i=0,j=c.length;i<j;i++)h=h.replace(" "+c[i]+" "," ");g.className=f.trim(h)}else g.className=""}}return this},toggleClass:function(a,b){var c=typeof a,d=typeof b=="boolean";if(f.isFunction(a))return this.each(function(c){f(this).toggleClass(a.call(this,c,this.className,b),b)});return this.each(function(){if(c==="string"){var e,g=0,h=f(this),i=b,j=a.split(p);while(e=j[g++])i=d?i:!h.hasClass(e),h[i?"addClass":"removeClass"](e)}else if(c==="undefined"||c==="boolean")this.className&&f._data(this,"__className__",this.className),this.className=this.className||a===!1?"":f._data(this,"__className__")||""})},hasClass:function(a){var b=" "+a+" ",c=0,d=this.length;for(;c<d;c++)if(this[c].nodeType===1&&(" "+this[c].className+" ").replace(o," ").indexOf(b)>-1)return!0;return!1},val:function(a){var c,d,e,g=this[0];{if(!!arguments.length){e=f.isFunction(a);return this.each(function(d){var g=f(this),h;if(this.nodeType===1){e?h=a.call(this,d,g.val()):h=a,h==null?h="":typeof h=="number"?h+="":f.isArray(h)&&(h=f.map(h,function(a){return a==null?"":a+""})),c=f.valHooks[this.nodeName.toLowerCase()]||f.valHooks[this.type];if(!c||!("set"in c)||c.set(this,h,"value")===b)this.value=h}})}if(g){c=f.valHooks[g.nodeName.toLowerCase()]||f.valHooks[g.type];if(c&&"get"in c&&(d=c.get(g,"value"))!==b)return d;d=g.value;return typeof d=="string"?d.replace(q,""):d==null?"":d}}}}),f.extend({valHooks:{option:{get:function(a){var b=a.attributes.value;return!b||b.specified?a.value:a.text}},select:{get:function(a){var b,c,d,e,g=a.selectedIndex,h=[],i=a.options,j=a.type==="select-one";if(g<0)return null;c=j?g:0,d=j?g+1:i.length;for(;c<d;c++){e=i[c];if(e.selected&&(f.support.optDisabled?!e.disabled:e.getAttribute("disabled")===null)&&(!e.parentNode.disabled||!f.nodeName(e.parentNode,"optgroup"))){b=f(e).val();if(j)return b;h.push(b)}}if(j&&!h.length&&i.length)return f(i[g]).val();return h},set:function(a,b){var c=f.makeArray(b);f(a).find("option").each(function(){this.selected=f.inArray(f(this).val(),c)>=0}),c.length||(a.selectedIndex=-1);return c}}},attrFn:{val:!0,css:!0,html:!0,text:!0,data:!0,width:!0,height:!0,offset:!0},attr:function(a,c,d,e){var g,h,i,j=a.nodeType;if(!!a&&j!==3&&j!==8&&j!==2){if(e&&c in f.attrFn)return f(a)[c](d);if(typeof a.getAttribute=="undefined")return f.prop(a,c,d);i=j!==1||!f.isXMLDoc(a),i&&(c=c.toLowerCase(),h=f.attrHooks[c]||(u.test(c)?x:w));if(d!==b){if(d===null){f.removeAttr(a,c);return}if(h&&"set"in h&&i&&(g=h.set(a,d,c))!==b)return g;a.setAttribute(c,""+d);return d}if(h&&"get"in h&&i&&(g=h.get(a,c))!==null)return g;g=a.getAttribute(c);return g===null?b:g}},removeAttr:function(a,b){var c,d,e,g,h=0;if(b&&a.nodeType===1){d=b.toLowerCase().split(p),g=d.length;for(;h<g;h++)e=d[h],e&&(c=f.propFix[e]||e,f.attr(a,e,""),a.removeAttribute(v?e:c),u.test(e)&&c in a&&(a[c]=!1))}},attrHooks:{type:{set:function(a,b){if(r.test(a.nodeName)&&a.parentNode)f.error("type property can't be changed");else if(!f.support.radioValue&&b==="radio"&&f.nodeName(a,"input")){var c=a.value;a.setAttribute("type",b),c&&(a.value=c);return b}}},value:{get:function(a,b){if(w&&f.nodeName(a,"button"))return w.get(a,b);return b in a?a.value:null},set:function(a,b,c){if(w&&f.nodeName(a,"button"))return w.set(a,b,c);a.value=b}}},propFix:{tabindex:"tabIndex",readonly:"readOnly","for":"htmlFor","class":"className",maxlength:"maxLength",cellspacing:"cellSpacing",cellpadding:"cellPadding",rowspan:"rowSpan",colspan:"colSpan",usemap:"useMap",frameborder:"frameBorder",contenteditable:"contentEditable"},prop:function(a,c,d){var e,g,h,i=a.nodeType;if(!!a&&i!==3&&i!==8&&i!==2){h=i!==1||!f.isXMLDoc(a),h&&(c=f.propFix[c]||c,g=f.propHooks[c]);return d!==b?g&&"set"in g&&(e=g.set(a,d,c))!==b?e:a[c]=d:g&&"get"in g&&(e=g.get(a,c))!==null?e:a[c]}},propHooks:{tabIndex:{get:function(a){var c=a.getAttributeNode("tabindex");return c&&c.specified?parseInt(c.value,10):s.test(a.nodeName)||t.test(a.nodeName)&&a.href?0:b}}}}),f.attrHooks.tabindex=f.propHooks.tabIndex,x={get:function(a,c){var d,e=f.prop(a,c);return e===!0||typeof e!="boolean"&&(d=a.getAttributeNode(c))&&d.nodeValue!==!1?c.toLowerCase():b},set:function(a,b,c){var d;b===!1?f.removeAttr(a,c):(d=f.propFix[c]||c,d in a&&(a[d]=!0),a.setAttribute(c,c.toLowerCase()));return c}},v||(y={name:!0,id:!0},w=f.valHooks.button={get:function(a,c){var d;d=a.getAttributeNode(c);return d&&(y[c]?d.nodeValue!=="":d.specified)?d.nodeValue:b},set:function(a,b,d){var e=a.getAttributeNode(d);e||(e=c.createAttribute(d),a.setAttributeNode(e));return e.nodeValue=b+""}},f.attrHooks.tabindex.set=w.set,f.each(["width","height"],function(a,b){f.attrHooks[b]=f.extend(f.attrHooks[b],{set:function(a,c){if(c===""){a.setAttribute(b,"auto");return c}}})}),f.attrHooks.contenteditable={get:w.get,set:function(a,b,c){b===""&&(b="false"),w.set(a,b,c)}}),f.support.hrefNormalized||f.each(["href","src","width","height"],function(a,c){f.attrHooks[c]=f.extend(f.attrHooks[c],{get:function(a){var d=a.getAttribute(c,2);return d===null?b:d}})}),f.support.style||(f.attrHooks.style={get:function(a){return a.style.cssText.toLowerCase()||b},set:function(a,b){return a.style.cssText=""+b}}),f.support.optSelected||(f.propHooks.selected=f.extend(f.propHooks.selected,{get:function(a){var b=a.parentNode;b&&(b.selectedIndex,b.parentNode&&b.parentNode.selectedIndex);return null}})),f.support.enctype||(f.propFix.enctype="encoding"),f.support.checkOn||f.each(["radio","checkbox"],function(){f.valHooks[this]={get:function(a){return a.getAttribute("value")===null?"on":a.value}}}),f.each(["radio","checkbox"],function(){f.valHooks[this]=f.extend(f.valHooks[this],{set:function(a,b){if(f.isArray(b))return a.checked=f.inArray(f(a).val(),b)>=0}})});var z=/^(?:textarea|input|select)$/i,A=/^([^\.]*)?(?:\.(.+))?$/,B=/\bhover(\.\S+)?\b/,C=/^key/,D=/^(?:mouse|contextmenu)|click/,E=/^(?:focusinfocus|focusoutblur)$/,F=/^(\w*)(?:#([\w\-]+))?(?:\.([\w\-]+))?$/,G=function(a){var b=F.exec(a);b&&(b[1]=(b[1]||"").toLowerCase(),b[3]=b[3]&&new RegExp("(?:^|\\s)"+b[3]+"(?:\\s|$)"));return b},H=function(a,b){var c=a.attributes||{};return(!b[1]||a.nodeName.toLowerCase()===b[1])&&(!b[2]||(c.id||{}).value===b[2])&&(!b[3]||b[3].test((c["class"]||{}).value))},I=function(a){return f.event.special.hover?a:a.replace(B,"mouseenter$1 mouseleave$1")};
f.event={add:function(a,c,d,e,g){var h,i,j,k,l,m,n,o,p,q,r,s;if(!(a.nodeType===3||a.nodeType===8||!c||!d||!(h=f._data(a)))){d.handler&&(p=d,d=p.handler),d.guid||(d.guid=f.guid++),j=h.events,j||(h.events=j={}),i=h.handle,i||(h.handle=i=function(a){return typeof f!="undefined"&&(!a||f.event.triggered!==a.type)?f.event.dispatch.apply(i.elem,arguments):b},i.elem=a),c=f.trim(I(c)).split(" ");for(k=0;k<c.length;k++){l=A.exec(c[k])||[],m=l[1],n=(l[2]||"").split(".").sort(),s=f.event.special[m]||{},m=(g?s.delegateType:s.bindType)||m,s=f.event.special[m]||{},o=f.extend({type:m,origType:l[1],data:e,handler:d,guid:d.guid,selector:g,quick:G(g),namespace:n.join(".")},p),r=j[m];if(!r){r=j[m]=[],r.delegateCount=0;if(!s.setup||s.setup.call(a,e,n,i)===!1)a.addEventListener?a.addEventListener(m,i,!1):a.attachEvent&&a.attachEvent("on"+m,i)}s.add&&(s.add.call(a,o),o.handler.guid||(o.handler.guid=d.guid)),g?r.splice(r.delegateCount++,0,o):r.push(o),f.event.global[m]=!0}a=null}},global:{},remove:function(a,b,c,d,e){var g=f.hasData(a)&&f._data(a),h,i,j,k,l,m,n,o,p,q,r,s;if(!!g&&!!(o=g.events)){b=f.trim(I(b||"")).split(" ");for(h=0;h<b.length;h++){i=A.exec(b[h])||[],j=k=i[1],l=i[2];if(!j){for(j in o)f.event.remove(a,j+b[h],c,d,!0);continue}p=f.event.special[j]||{},j=(d?p.delegateType:p.bindType)||j,r=o[j]||[],m=r.length,l=l?new RegExp("(^|\\.)"+l.split(".").sort().join("\\.(?:.*\\.)?")+"(\\.|$)"):null;for(n=0;n<r.length;n++)s=r[n],(e||k===s.origType)&&(!c||c.guid===s.guid)&&(!l||l.test(s.namespace))&&(!d||d===s.selector||d==="**"&&s.selector)&&(r.splice(n--,1),s.selector&&r.delegateCount--,p.remove&&p.remove.call(a,s));r.length===0&&m!==r.length&&((!p.teardown||p.teardown.call(a,l)===!1)&&f.removeEvent(a,j,g.handle),delete o[j])}f.isEmptyObject(o)&&(q=g.handle,q&&(q.elem=null),f.removeData(a,["events","handle"],!0))}},customEvent:{getData:!0,setData:!0,changeData:!0},trigger:function(c,d,e,g){if(!e||e.nodeType!==3&&e.nodeType!==8){var h=c.type||c,i=[],j,k,l,m,n,o,p,q,r,s;if(E.test(h+f.event.triggered))return;h.indexOf("!")>=0&&(h=h.slice(0,-1),k=!0),h.indexOf(".")>=0&&(i=h.split("."),h=i.shift(),i.sort());if((!e||f.event.customEvent[h])&&!f.event.global[h])return;c=typeof c=="object"?c[f.expando]?c:new f.Event(h,c):new f.Event(h),c.type=h,c.isTrigger=!0,c.exclusive=k,c.namespace=i.join("."),c.namespace_re=c.namespace?new RegExp("(^|\\.)"+i.join("\\.(?:.*\\.)?")+"(\\.|$)"):null,o=h.indexOf(":")<0?"on"+h:"";if(!e){j=f.cache;for(l in j)j[l].events&&j[l].events[h]&&f.event.trigger(c,d,j[l].handle.elem,!0);return}c.result=b,c.target||(c.target=e),d=d!=null?f.makeArray(d):[],d.unshift(c),p=f.event.special[h]||{};if(p.trigger&&p.trigger.apply(e,d)===!1)return;r=[[e,p.bindType||h]];if(!g&&!p.noBubble&&!f.isWindow(e)){s=p.delegateType||h,m=E.test(s+h)?e:e.parentNode,n=null;for(;m;m=m.parentNode)r.push([m,s]),n=m;n&&n===e.ownerDocument&&r.push([n.defaultView||n.parentWindow||a,s])}for(l=0;l<r.length&&!c.isPropagationStopped();l++)m=r[l][0],c.type=r[l][1],q=(f._data(m,"events")||{})[c.type]&&f._data(m,"handle"),q&&q.apply(m,d),q=o&&m[o],q&&f.acceptData(m)&&q.apply(m,d)===!1&&c.preventDefault();c.type=h,!g&&!c.isDefaultPrevented()&&(!p._default||p._default.apply(e.ownerDocument,d)===!1)&&(h!=="click"||!f.nodeName(e,"a"))&&f.acceptData(e)&&o&&e[h]&&(h!=="focus"&&h!=="blur"||c.target.offsetWidth!==0)&&!f.isWindow(e)&&(n=e[o],n&&(e[o]=null),f.event.triggered=h,e[h](),f.event.triggered=b,n&&(e[o]=n));return c.result}},dispatch:function(c){c=f.event.fix(c||a.event);var d=(f._data(this,"events")||{})[c.type]||[],e=d.delegateCount,g=[].slice.call(arguments,0),h=!c.exclusive&&!c.namespace,i=[],j,k,l,m,n,o,p,q,r,s,t;g[0]=c,c.delegateTarget=this;if(e&&!c.target.disabled&&(!c.button||c.type!=="click")){m=f(this),m.context=this.ownerDocument||this;for(l=c.target;l!=this;l=l.parentNode||this){o={},q=[],m[0]=l;for(j=0;j<e;j++)r=d[j],s=r.selector,o[s]===b&&(o[s]=r.quick?H(l,r.quick):m.is(s)),o[s]&&q.push(r);q.length&&i.push({elem:l,matches:q})}}d.length>e&&i.push({elem:this,matches:d.slice(e)});for(j=0;j<i.length&&!c.isPropagationStopped();j++){p=i[j],c.currentTarget=p.elem;for(k=0;k<p.matches.length&&!c.isImmediatePropagationStopped();k++){r=p.matches[k];if(h||!c.namespace&&!r.namespace||c.namespace_re&&c.namespace_re.test(r.namespace))c.data=r.data,c.handleObj=r,n=((f.event.special[r.origType]||{}).handle||r.handler).apply(p.elem,g),n!==b&&(c.result=n,n===!1&&(c.preventDefault(),c.stopPropagation()))}}return c.result},props:"attrChange attrName relatedNode srcElement altKey bubbles cancelable ctrlKey currentTarget eventPhase metaKey relatedTarget shiftKey target timeStamp view which".split(" "),fixHooks:{},keyHooks:{props:"char charCode key keyCode".split(" "),filter:function(a,b){a.which==null&&(a.which=b.charCode!=null?b.charCode:b.keyCode);return a}},mouseHooks:{props:"button buttons clientX clientY fromElement offsetX offsetY pageX pageY screenX screenY toElement".split(" "),filter:function(a,d){var e,f,g,h=d.button,i=d.fromElement;a.pageX==null&&d.clientX!=null&&(e=a.target.ownerDocument||c,f=e.documentElement,g=e.body,a.pageX=d.clientX+(f&&f.scrollLeft||g&&g.scrollLeft||0)-(f&&f.clientLeft||g&&g.clientLeft||0),a.pageY=d.clientY+(f&&f.scrollTop||g&&g.scrollTop||0)-(f&&f.clientTop||g&&g.clientTop||0)),!a.relatedTarget&&i&&(a.relatedTarget=i===a.target?d.toElement:i),!a.which&&h!==b&&(a.which=h&1?1:h&2?3:h&4?2:0);return a}},fix:function(a){if(a[f.expando])return a;var d,e,g=a,h=f.event.fixHooks[a.type]||{},i=h.props?this.props.concat(h.props):this.props;a=f.Event(g);for(d=i.length;d;)e=i[--d],a[e]=g[e];a.target||(a.target=g.srcElement||c),a.target.nodeType===3&&(a.target=a.target.parentNode),a.metaKey===b&&(a.metaKey=a.ctrlKey);return h.filter?h.filter(a,g):a},special:{ready:{setup:f.bindReady},load:{noBubble:!0},focus:{delegateType:"focusin"},blur:{delegateType:"focusout"},beforeunload:{setup:function(a,b,c){f.isWindow(this)&&(this.onbeforeunload=c)},teardown:function(a,b){this.onbeforeunload===b&&(this.onbeforeunload=null)}}},simulate:function(a,b,c,d){var e=f.extend(new f.Event,c,{type:a,isSimulated:!0,originalEvent:{}});d?f.event.trigger(e,null,b):f.event.dispatch.call(b,e),e.isDefaultPrevented()&&c.preventDefault()}},f.event.handle=f.event.dispatch,f.removeEvent=c.removeEventListener?function(a,b,c){a.removeEventListener&&a.removeEventListener(b,c,!1)}:function(a,b,c){a.detachEvent&&a.detachEvent("on"+b,c)},f.Event=function(a,b){if(!(this instanceof f.Event))return new f.Event(a,b);a&&a.type?(this.originalEvent=a,this.type=a.type,this.isDefaultPrevented=a.defaultPrevented||a.returnValue===!1||a.getPreventDefault&&a.getPreventDefault()?K:J):this.type=a,b&&f.extend(this,b),this.timeStamp=a&&a.timeStamp||f.now(),this[f.expando]=!0},f.Event.prototype={preventDefault:function(){this.isDefaultPrevented=K;var a=this.originalEvent;!a||(a.preventDefault?a.preventDefault():a.returnValue=!1)},stopPropagation:function(){this.isPropagationStopped=K;var a=this.originalEvent;!a||(a.stopPropagation&&a.stopPropagation(),a.cancelBubble=!0)},stopImmediatePropagation:function(){this.isImmediatePropagationStopped=K,this.stopPropagation()},isDefaultPrevented:J,isPropagationStopped:J,isImmediatePropagationStopped:J},f.each({mouseenter:"mouseover",mouseleave:"mouseout"},function(a,b){f.event.special[a]={delegateType:b,bindType:b,handle:function(a){var c=this,d=a.relatedTarget,e=a.handleObj,g=e.selector,h;if(!d||d!==c&&!f.contains(c,d))a.type=e.origType,h=e.handler.apply(this,arguments),a.type=b;return h}}}),f.support.submitBubbles||(f.event.special.submit={setup:function(){if(f.nodeName(this,"form"))return!1;f.event.add(this,"click._submit keypress._submit",function(a){var c=a.target,d=f.nodeName(c,"input")||f.nodeName(c,"button")?c.form:b;d&&!d._submit_attached&&(f.event.add(d,"submit._submit",function(a){this.parentNode&&!a.isTrigger&&f.event.simulate("submit",this.parentNode,a,!0)}),d._submit_attached=!0)})},teardown:function(){if(f.nodeName(this,"form"))return!1;f.event.remove(this,"._submit")}}),f.support.changeBubbles||(f.event.special.change={setup:function(){if(z.test(this.nodeName)){if(this.type==="checkbox"||this.type==="radio")f.event.add(this,"propertychange._change",function(a){a.originalEvent.propertyName==="checked"&&(this._just_changed=!0)}),f.event.add(this,"click._change",function(a){this._just_changed&&!a.isTrigger&&(this._just_changed=!1,f.event.simulate("change",this,a,!0))});return!1}f.event.add(this,"beforeactivate._change",function(a){var b=a.target;z.test(b.nodeName)&&!b._change_attached&&(f.event.add(b,"change._change",function(a){this.parentNode&&!a.isSimulated&&!a.isTrigger&&f.event.simulate("change",this.parentNode,a,!0)}),b._change_attached=!0)})},handle:function(a){var b=a.target;if(this!==b||a.isSimulated||a.isTrigger||b.type!=="radio"&&b.type!=="checkbox")return a.handleObj.handler.apply(this,arguments)},teardown:function(){f.event.remove(this,"._change");return z.test(this.nodeName)}}),f.support.focusinBubbles||f.each({focus:"focusin",blur:"focusout"},function(a,b){var d=0,e=function(a){f.event.simulate(b,a.target,f.event.fix(a),!0)};f.event.special[b]={setup:function(){d++===0&&c.addEventListener(a,e,!0)},teardown:function(){--d===0&&c.removeEventListener(a,e,!0)}}}),f.fn.extend({on:function(a,c,d,e,g){var h,i;if(typeof a=="object"){typeof c!="string"&&(d=c,c=b);for(i in a)this.on(i,c,d,a[i],g);return this}d==null&&e==null?(e=c,d=c=b):e==null&&(typeof c=="string"?(e=d,d=b):(e=d,d=c,c=b));if(e===!1)e=J;else if(!e)return this;g===1&&(h=e,e=function(a){f().off(a);return h.apply(this,arguments)},e.guid=h.guid||(h.guid=f.guid++));return this.each(function(){f.event.add(this,a,e,d,c)})},one:function(a,b,c,d){return this.on.call(this,a,b,c,d,1)},off:function(a,c,d){if(a&&a.preventDefault&&a.handleObj){var e=a.handleObj;f(a.delegateTarget).off(e.namespace?e.type+"."+e.namespace:e.type,e.selector,e.handler);return this}if(typeof a=="object"){for(var g in a)this.off(g,c,a[g]);return this}if(c===!1||typeof c=="function")d=c,c=b;d===!1&&(d=J);return this.each(function(){f.event.remove(this,a,d,c)})},bind:function(a,b,c){return this.on(a,null,b,c)},unbind:function(a,b){return this.off(a,null,b)},live:function(a,b,c){f(this.context).on(a,this.selector,b,c);return this},die:function(a,b){f(this.context).off(a,this.selector||"**",b);return this},delegate:function(a,b,c,d){return this.on(b,a,c,d)},undelegate:function(a,b,c){return arguments.length==1?this.off(a,"**"):this.off(b,a,c)},trigger:function(a,b){return this.each(function(){f.event.trigger(a,b,this)})},triggerHandler:function(a,b){if(this[0])return f.event.trigger(a,b,this[0],!0)},toggle:function(a){var b=arguments,c=a.guid||f.guid++,d=0,e=function(c){var e=(f._data(this,"lastToggle"+a.guid)||0)%d;f._data(this,"lastToggle"+a.guid,e+1),c.preventDefault();return b[e].apply(this,arguments)||!1};e.guid=c;while(d<b.length)b[d++].guid=c;return this.click(e)},hover:function(a,b){return this.mouseenter(a).mouseleave(b||a)}}),f.each("blur focus focusin focusout load resize scroll unload click dblclick mousedown mouseup mousemove mouseover mouseout mouseenter mouseleave change select submit keydown keypress keyup error contextmenu".split(" "),function(a,b){f.fn[b]=function(a,c){c==null&&(c=a,a=null);return arguments.length>0?this.on(b,null,a,c):this.trigger(b)},f.attrFn&&(f.attrFn[b]=!0),C.test(b)&&(f.event.fixHooks[b]=f.event.keyHooks),D.test(b)&&(f.event.fixHooks[b]=f.event.mouseHooks)}),function(){function x(a,b,c,e,f,g){for(var h=0,i=e.length;h<i;h++){var j=e[h];if(j){var k=!1;j=j[a];while(j){if(j[d]===c){k=e[j.sizset];break}if(j.nodeType===1){g||(j[d]=c,j.sizset=h);if(typeof b!="string"){if(j===b){k=!0;break}}else if(m.filter(b,[j]).length>0){k=j;break}}j=j[a]}e[h]=k}}}function w(a,b,c,e,f,g){for(var h=0,i=e.length;h<i;h++){var j=e[h];if(j){var k=!1;j=j[a];while(j){if(j[d]===c){k=e[j.sizset];break}j.nodeType===1&&!g&&(j[d]=c,j.sizset=h);if(j.nodeName.toLowerCase()===b){k=j;break}j=j[a]}e[h]=k}}}var a=/((?:\((?:\([^()]+\)|[^()]+)+\)|\[(?:\[[^\[\]]*\]|['"][^'"]*['"]|[^\[\]'"]+)+\]|\\.|[^ >+~,(\[\\]+)+|[>+~])(\s*,\s*)?((?:.|\r|\n)*)/g,d="sizcache"+(Math.random()+"").replace(".",""),e=0,g=Object.prototype.toString,h=!1,i=!0,j=/\\/g,k=/\r\n/g,l=/\W/;[0,0].sort(function(){i=!1;return 0});var m=function(b,d,e,f){e=e||[],d=d||c;var h=d;if(d.nodeType!==1&&d.nodeType!==9)return[];if(!b||typeof b!="string")return e;var i,j,k,l,n,q,r,t,u=!0,v=m.isXML(d),w=[],x=b;do{a.exec(""),i=a.exec(x);if(i){x=i[3],w.push(i[1]);if(i[2]){l=i[3];break}}}while(i);if(w.length>1&&p.exec(b))if(w.length===2&&o.relative[w[0]])j=y(w[0]+w[1],d,f);else{j=o.relative[w[0]]?[d]:m(w.shift(),d);while(w.length)b=w.shift(),o.relative[b]&&(b+=w.shift()),j=y(b,j,f)}else{!f&&w.length>1&&d.nodeType===9&&!v&&o.match.ID.test(w[0])&&!o.match.ID.test(w[w.length-1])&&(n=m.find(w.shift(),d,v),d=n.expr?m.filter(n.expr,n.set)[0]:n.set[0]);if(d){n=f?{expr:w.pop(),set:s(f)}:m.find(w.pop(),w.length===1&&(w[0]==="~"||w[0]==="+")&&d.parentNode?d.parentNode:d,v),j=n.expr?m.filter(n.expr,n.set):n.set,w.length>0?k=s(j):u=!1;while(w.length)q=w.pop(),r=q,o.relative[q]?r=w.pop():q="",r==null&&(r=d),o.relative[q](k,r,v)}else k=w=[]}k||(k=j),k||m.error(q||b);if(g.call(k)==="[object Array]")if(!u)e.push.apply(e,k);else if(d&&d.nodeType===1)for(t=0;k[t]!=null;t++)k[t]&&(k[t]===!0||k[t].nodeType===1&&m.contains(d,k[t]))&&e.push(j[t]);else for(t=0;k[t]!=null;t++)k[t]&&k[t].nodeType===1&&e.push(j[t]);else s(k,e);l&&(m(l,h,e,f),m.uniqueSort(e));return e};m.uniqueSort=function(a){if(u){h=i,a.sort(u);if(h)for(var b=1;b<a.length;b++)a[b]===a[b-1]&&a.splice(b--,1)}return a},m.matches=function(a,b){return m(a,null,null,b)},m.matchesSelector=function(a,b){return m(b,null,null,[a]).length>0},m.find=function(a,b,c){var d,e,f,g,h,i;if(!a)return[];for(e=0,f=o.order.length;e<f;e++){h=o.order[e];if(g=o.leftMatch[h].exec(a)){i=g[1],g.splice(1,1);if(i.substr(i.length-1)!=="\\"){g[1]=(g[1]||"").replace(j,""),d=o.find[h](g,b,c);if(d!=null){a=a.replace(o.match[h],"");break}}}}d||(d=typeof b.getElementsByTagName!="undefined"?b.getElementsByTagName("*"):[]);return{set:d,expr:a}},m.filter=function(a,c,d,e){var f,g,h,i,j,k,l,n,p,q=a,r=[],s=c,t=c&&c[0]&&m.isXML(c[0]);while(a&&c.length){for(h in o.filter)if((f=o.leftMatch[h].exec(a))!=null&&f[2]){k=o.filter[h],l=f[1],g=!1,f.splice(1,1);if(l.substr(l.length-1)==="\\")continue;s===r&&(r=[]);if(o.preFilter[h]){f=o.preFilter[h](f,s,d,r,e,t);if(!f)g=i=!0;else if(f===!0)continue}if(f)for(n=0;(j=s[n])!=null;n++)j&&(i=k(j,f,n,s),p=e^i,d&&i!=null?p?g=!0:s[n]=!1:p&&(r.push(j),g=!0));if(i!==b){d||(s=r),a=a.replace(o.match[h],"");if(!g)return[];break}}if(a===q)if(g==null)m.error(a);else break;q=a}return s},m.error=function(a){throw new Error("Syntax error, unrecognized expression: "+a)};var n=m.getText=function(a){var b,c,d=a.nodeType,e="";if(d){if(d===1||d===9){if(typeof a.textContent=="string")return a.textContent;if(typeof a.innerText=="string")return a.innerText.replace(k,"");for(a=a.firstChild;a;a=a.nextSibling)e+=n(a)}else if(d===3||d===4)return a.nodeValue}else for(b=0;c=a[b];b++)c.nodeType!==8&&(e+=n(c));return e},o=m.selectors={order:["ID","NAME","TAG"],match:{ID:/#((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)/,CLASS:/\.((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)/,NAME:/\[name=['"]*((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)['"]*\]/,ATTR:/\[\s*((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)\s*(?:(\S?=)\s*(?:(['"])(.*?)\3|(#?(?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)*)|)|)\s*\]/,TAG:/^((?:[\w\u00c0-\uFFFF\*\-]|\\.)+)/,CHILD:/:(only|nth|last|first)-child(?:\(\s*(even|odd|(?:[+\-]?\d+|(?:[+\-]?\d*)?n\s*(?:[+\-]\s*\d+)?))\s*\))?/,POS:/:(nth|eq|gt|lt|first|last|even|odd)(?:\((\d*)\))?(?=[^\-]|$)/,PSEUDO:/:((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)(?:\((['"]?)((?:\([^\)]+\)|[^\(\)]*)+)\2\))?/},leftMatch:{},attrMap:{"class":"className","for":"htmlFor"},attrHandle:{href:function(a){return a.getAttribute("href")},type:function(a){return a.getAttribute("type")}},relative:{"+":function(a,b){var c=typeof b=="string",d=c&&!l.test(b),e=c&&!d;d&&(b=b.toLowerCase());for(var f=0,g=a.length,h;f<g;f++)if(h=a[f]){while((h=h.previousSibling)&&h.nodeType!==1);a[f]=e||h&&h.nodeName.toLowerCase()===b?h||!1:h===b}e&&m.filter(b,a,!0)},">":function(a,b){var c,d=typeof b=="string",e=0,f=a.length;if(d&&!l.test(b)){b=b.toLowerCase();for(;e<f;e++){c=a[e];if(c){var g=c.parentNode;a[e]=g.nodeName.toLowerCase()===b?g:!1}}}else{for(;e<f;e++)c=a[e],c&&(a[e]=d?c.parentNode:c.parentNode===b);d&&m.filter(b,a,!0)}},"":function(a,b,c){var d,f=e++,g=x;typeof b=="string"&&!l.test(b)&&(b=b.toLowerCase(),d=b,g=w),g("parentNode",b,f,a,d,c)},"~":function(a,b,c){var d,f=e++,g=x;typeof b=="string"&&!l.test(b)&&(b=b.toLowerCase(),d=b,g=w),g("previousSibling",b,f,a,d,c)}},find:{ID:function(a,b,c){if(typeof b.getElementById!="undefined"&&!c){var d=b.getElementById(a[1]);return d&&d.parentNode?[d]:[]}},NAME:function(a,b){if(typeof b.getElementsByName!="undefined"){var c=[],d=b.getElementsByName(a[1]);for(var e=0,f=d.length;e<f;e++)d[e].getAttribute("name")===a[1]&&c.push(d[e]);return c.length===0?null:c}},TAG:function(a,b){if(typeof b.getElementsByTagName!="undefined")return b.getElementsByTagName(a[1])}},preFilter:{CLASS:function(a,b,c,d,e,f){a=" "+a[1].replace(j,"")+" ";if(f)return a;for(var g=0,h;(h=b[g])!=null;g++)h&&(e^(h.className&&(" "+h.className+" ").replace(/[\t\n\r]/g," ").indexOf(a)>=0)?c||d.push(h):c&&(b[g]=!1));return!1},ID:function(a){return a[1].replace(j,"")},TAG:function(a,b){return a[1].replace(j,"").toLowerCase()},CHILD:function(a){if(a[1]==="nth"){a[2]||m.error(a[0]),a[2]=a[2].replace(/^\+|\s*/g,"");var b=/(-?)(\d*)(?:n([+\-]?\d*))?/.exec(a[2]==="even"&&"2n"||a[2]==="odd"&&"2n+1"||!/\D/.test(a[2])&&"0n+"+a[2]||a[2]);a[2]=b[1]+(b[2]||1)-0,a[3]=b[3]-0}else a[2]&&m.error(a[0]);a[0]=e++;return a},ATTR:function(a,b,c,d,e,f){var g=a[1]=a[1].replace(j,"");!f&&o.attrMap[g]&&(a[1]=o.attrMap[g]),a[4]=(a[4]||a[5]||"").replace(j,""),a[2]==="~="&&(a[4]=" "+a[4]+" ");return a},PSEUDO:function(b,c,d,e,f){if(b[1]==="not")if((a.exec(b[3])||"").length>1||/^\w/.test(b[3]))b[3]=m(b[3],null,null,c);else{var g=m.filter(b[3],c,d,!0^f);d||e.push.apply(e,g);return!1}else if(o.match.POS.test(b[0])||o.match.CHILD.test(b[0]))return!0;return b},POS:function(a){a.unshift(!0);return a}},filters:{enabled:function(a){return a.disabled===!1&&a.type!=="hidden"},disabled:function(a){return a.disabled===!0},checked:function(a){return a.checked===!0},selected:function(a){a.parentNode&&a.parentNode.selectedIndex;return a.selected===!0},parent:function(a){return!!a.firstChild},empty:function(a){return!a.firstChild},has:function(a,b,c){return!!m(c[3],a).length},header:function(a){return/h\d/i.test(a.nodeName)},text:function(a){var b=a.getAttribute("type"),c=a.type;return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"text"===c&&(b===c||b===null)},radio:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"radio"===a.type},checkbox:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"checkbox"===a.type},file:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"file"===a.type},password:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"password"===a.type},submit:function(a){var b=a.nodeName.toLowerCase();return(b==="input"||b==="button")&&"submit"===a.type},image:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"image"===a.type},reset:function(a){var b=a.nodeName.toLowerCase();return(b==="input"||b==="button")&&"reset"===a.type},button:function(a){var b=a.nodeName.toLowerCase();return b==="input"&&"button"===a.type||b==="button"},input:function(a){return/input|select|textarea|button/i.test(a.nodeName)},focus:function(a){return a===a.ownerDocument.activeElement}},setFilters:{first:function(a,b){return b===0},last:function(a,b,c,d){return b===d.length-1},even:function(a,b){return b%2===0},odd:function(a,b){return b%2===1},lt:function(a,b,c){return b<c[3]-0},gt:function(a,b,c){return b>c[3]-0},nth:function(a,b,c){return c[3]-0===b},eq:function(a,b,c){return c[3]-0===b}},filter:{PSEUDO:function(a,b,c,d){var e=b[1],f=o.filters[e];if(f)return f(a,c,b,d);if(e==="contains")return(a.textContent||a.innerText||n([a])||"").indexOf(b[3])>=0;if(e==="not"){var g=b[3];for(var h=0,i=g.length;h<i;h++)if(g[h]===a)return!1;return!0}m.error(e)},CHILD:function(a,b){var c,e,f,g,h,i,j,k=b[1],l=a;switch(k){case"only":case"first":while(l=l.previousSibling)if(l.nodeType===1)return!1;if(k==="first")return!0;l=a;case"last":while(l=l.nextSibling)if(l.nodeType===1)return!1;return!0;case"nth":c=b[2],e=b[3];if(c===1&&e===0)return!0;f=b[0],g=a.parentNode;if(g&&(g[d]!==f||!a.nodeIndex)){i=0;for(l=g.firstChild;l;l=l.nextSibling)l.nodeType===1&&(l.nodeIndex=++i);g[d]=f}j=a.nodeIndex-e;return c===0?j===0:j%c===0&&j/c>=0}},ID:function(a,b){return a.nodeType===1&&a.getAttribute("id")===b},TAG:function(a,b){return b==="*"&&a.nodeType===1||!!a.nodeName&&a.nodeName.toLowerCase()===b},CLASS:function(a,b){return(" "+(a.className||a.getAttribute("class"))+" ").indexOf(b)>-1},ATTR:function(a,b){var c=b[1],d=m.attr?m.attr(a,c):o.attrHandle[c]?o.attrHandle[c](a):a[c]!=null?a[c]:a.getAttribute(c),e=d+"",f=b[2],g=b[4];return d==null?f==="!=":!f&&m.attr?d!=null:f==="="?e===g:f==="*="?e.indexOf(g)>=0:f==="~="?(" "+e+" ").indexOf(g)>=0:g?f==="!="?e!==g:f==="^="?e.indexOf(g)===0:f==="$="?e.substr(e.length-g.length)===g:f==="|="?e===g||e.substr(0,g.length+1)===g+"-":!1:e&&d!==!1},POS:function(a,b,c,d){var e=b[2],f=o.setFilters[e];if(f)return f(a,c,b,d)}}},p=o.match.POS,q=function(a,b){return"\\"+(b-0+1)};for(var r in o.match)o.match[r]=new RegExp(o.match[r].source+/(?![^\[]*\])(?![^\(]*\))/.source),o.leftMatch[r]=new RegExp(/(^(?:.|\r|\n)*?)/.source+o.match[r].source.replace(/\\(\d+)/g,q));var s=function(a,b){a=Array.prototype.slice.call(a,0);if(b){b.push.apply(b,a);return b}return a};try{Array.prototype.slice.call(c.documentElement.childNodes,0)[0].nodeType}catch(t){s=function(a,b){var c=0,d=b||[];if(g.call(a)==="[object Array]")Array.prototype.push.apply(d,a);else if(typeof a.length=="number")for(var e=a.length;c<e;c++)d.push(a[c]);else for(;a[c];c++)d.push(a[c]);return d}}var u,v;c.documentElement.compareDocumentPosition?u=function(a,b){if(a===b){h=!0;return 0}if(!a.compareDocumentPosition||!b.compareDocumentPosition)return a.compareDocumentPosition?-1:1;return a.compareDocumentPosition(b)&4?-1:1}:(u=function(a,b){if(a===b){h=!0;return 0}if(a.sourceIndex&&b.sourceIndex)return a.sourceIndex-b.sourceIndex;var c,d,e=[],f=[],g=a.parentNode,i=b.parentNode,j=g;if(g===i)return v(a,b);if(!g)return-1;if(!i)return 1;while(j)e.unshift(j),j=j.parentNode;j=i;while(j)f.unshift(j),j=j.parentNode;c=e.length,d=f.length;for(var k=0;k<c&&k<d;k++)if(e[k]!==f[k])return v(e[k],f[k]);return k===c?v(a,f[k],-1):v(e[k],b,1)},v=function(a,b,c){if(a===b)return c;var d=a.nextSibling;while(d){if(d===b)return-1;d=d.nextSibling}return 1}),function(){var a=c.createElement("div"),d="script"+(new Date).getTime(),e=c.documentElement;a.innerHTML="<a name='"+d+"'/>",e.insertBefore(a,e.firstChild),c.getElementById(d)&&(o.find.ID=function(a,c,d){if(typeof c.getElementById!="undefined"&&!d){var e=c.getElementById(a[1]);return e?e.id===a[1]||typeof e.getAttributeNode!="undefined"&&e.getAttributeNode("id").nodeValue===a[1]?[e]:b:[]}},o.filter.ID=function(a,b){var c=typeof a.getAttributeNode!="undefined"&&a.getAttributeNode("id");return a.nodeType===1&&c&&c.nodeValue===b}),e.removeChild(a),e=a=null}(),function(){var a=c.createElement("div");a.appendChild(c.createComment("")),a.getElementsByTagName("*").length>0&&(o.find.TAG=function(a,b){var c=b.getElementsByTagName(a[1]);if(a[1]==="*"){var d=[];for(var e=0;c[e];e++)c[e].nodeType===1&&d.push(c[e]);c=d}return c}),a.innerHTML="<a href='#'></a>",a.firstChild&&typeof a.firstChild.getAttribute!="undefined"&&a.firstChild.getAttribute("href")!=="#"&&(o.attrHandle.href=function(a){return a.getAttribute("href",2)}),a=null}(),c.querySelectorAll&&function(){var a=m,b=c.createElement("div"),d="__sizzle__";b.innerHTML="<p class='TEST'></p>";if(!b.querySelectorAll||b.querySelectorAll(".TEST").length!==0){m=function(b,e,f,g){e=e||c;if(!g&&!m.isXML(e)){var h=/^(\w+$)|^\.([\w\-]+$)|^#([\w\-]+$)/.exec(b);if(h&&(e.nodeType===1||e.nodeType===9)){if(h[1])return s(e.getElementsByTagName(b),f);if(h[2]&&o.find.CLASS&&e.getElementsByClassName)return s(e.getElementsByClassName(h[2]),f)}if(e.nodeType===9){if(b==="body"&&e.body)return s([e.body],f);if(h&&h[3]){var i=e.getElementById(h[3]);if(!i||!i.parentNode)return s([],f);if(i.id===h[3])return s([i],f)}try{return s(e.querySelectorAll(b),f)}catch(j){}}else if(e.nodeType===1&&e.nodeName.toLowerCase()!=="object"){var k=e,l=e.getAttribute("id"),n=l||d,p=e.parentNode,q=/^\s*[+~]/.test(b);l?n=n.replace(/'/g,"\\$&"):e.setAttribute("id",n),q&&p&&(e=e.parentNode);try{if(!q||p)return s(e.querySelectorAll("[id='"+n+"'] "+b),f)}catch(r){}finally{l||k.removeAttribute("id")}}}return a(b,e,f,g)};for(var e in a)m[e]=a[e];b=null}}(),function(){var a=c.documentElement,b=a.matchesSelector||a.mozMatchesSelector||a.webkitMatchesSelector||a.msMatchesSelector;if(b){var d=!b.call(c.createElement("div"),"div"),e=!1;try{b.call(c.documentElement,"[test!='']:sizzle")}catch(f){e=!0}m.matchesSelector=function(a,c){c=c.replace(/\=\s*([^'"\]]*)\s*\]/g,"='$1']");if(!m.isXML(a))try{if(e||!o.match.PSEUDO.test(c)&&!/!=/.test(c)){var f=b.call(a,c);if(f||!d||a.document&&a.document.nodeType!==11)return f}}catch(g){}return m(c,null,null,[a]).length>0}}}(),function(){var a=c.createElement("div");a.innerHTML="<div class='test e'></div><div class='test'></div>";if(!!a.getElementsByClassName&&a.getElementsByClassName("e").length!==0){a.lastChild.className="e";if(a.getElementsByClassName("e").length===1)return;o.order.splice(1,0,"CLASS"),o.find.CLASS=function(a,b,c){if(typeof b.getElementsByClassName!="undefined"&&!c)return b.getElementsByClassName(a[1])},a=null}}(),c.documentElement.contains?m.contains=function(a,b){return a!==b&&(a.contains?a.contains(b):!0)}:c.documentElement.compareDocumentPosition?m.contains=function(a,b){return!!(a.compareDocumentPosition(b)&16)}:m.contains=function(){return!1},m.isXML=function(a){var b=(a?a.ownerDocument||a:0).documentElement;return b?b.nodeName!=="HTML":!1};var y=function(a,b,c){var d,e=[],f="",g=b.nodeType?[b]:b;while(d=o.match.PSEUDO.exec(a))f+=d[0],a=a.replace(o.match.PSEUDO,"");a=o.relative[a]?a+"*":a;for(var h=0,i=g.length;h<i;h++)m(a,g[h],e,c);return m.filter(f,e)};m.attr=f.attr,m.selectors.attrMap={},f.find=m,f.expr=m.selectors,f.expr[":"]=f.expr.filters,f.unique=m.uniqueSort,f.text=m.getText,f.isXMLDoc=m.isXML,f.contains=m.contains}();var L=/Until$/,M=/^(?:parents|prevUntil|prevAll)/,N=/,/,O=/^.[^:#\[\.,]*$/,P=Array.prototype.slice,Q=f.expr.match.POS,R={children:!0,contents:!0,next:!0,prev:!0};f.fn.extend({find:function(a){var b=this,c,d;if(typeof a!="string")return f(a).filter(function(){for(c=0,d=b.length;c<d;c++)if(f.contains(b[c],this))return!0});var e=this.pushStack("","find",a),g,h,i;for(c=0,d=this.length;c<d;c++){g=e.length,f.find(a,this[c],e);if(c>0)for(h=g;h<e.length;h++)for(i=0;i<g;i++)if(e[i]===e[h]){e.splice(h--,1);break}}return e},has:function(a){var b=f(a);return this.filter(function(){for(var a=0,c=b.length;a<c;a++)if(f.contains(this,b[a]))return!0})},not:function(a){return this.pushStack(T(this,a,!1),"not",a)},filter:function(a){return this.pushStack(T(this,a,!0),"filter",a)},is:function(a){return!!a&&(typeof a=="string"?Q.test(a)?f(a,this.context).index(this[0])>=0:f.filter(a,this).length>0:this.filter(a).length>0)},closest:function(a,b){var c=[],d,e,g=this[0];if(f.isArray(a)){var h=1;while(g&&g.ownerDocument&&g!==b){for(d=0;d<a.length;d++)f(g).is(a[d])&&c.push({selector:a[d],elem:g,level:h});g=g.parentNode,h++}return c}var i=Q.test(a)||typeof a!="string"?f(a,b||this.context):0;for(d=0,e=this.length;d<e;d++){g=this[d];while(g){if(i?i.index(g)>-1:f.find.matchesSelector(g,a)){c.push(g);break}g=g.parentNode;if(!g||!g.ownerDocument||g===b||g.nodeType===11)break}}c=c.length>1?f.unique(c):c;return this.pushStack(c,"closest",a)},index:function(a){if(!a)return this[0]&&this[0].parentNode?this.prevAll().length:-1;if(typeof a=="string")return f.inArray(this[0],f(a));return f.inArray(a.jquery?a[0]:a,this)},add:function(a,b){var c=typeof a=="string"?f(a,b):f.makeArray(a&&a.nodeType?[a]:a),d=f.merge(this.get(),c);return this.pushStack(S(c[0])||S(d[0])?d:f.unique(d))},andSelf:function(){return this.add(this.prevObject)}}),f.each({parent:function(a){var b=a.parentNode;return b&&b.nodeType!==11?b:null},parents:function(a){return f.dir(a,"parentNode")},parentsUntil:function(a,b,c){return f.dir(a,"parentNode",c)},next:function(a){return f.nth(a,2,"nextSibling")},prev:function(a){return f.nth(a,2,"previousSibling")},nextAll:function(a){return f.dir(a,"nextSibling")},prevAll:function(a){return f.dir(a,"previousSibling")},nextUntil:function(a,b,c){return f.dir(a,"nextSibling",c)},prevUntil:function(a,b,c){return f.dir(a,"previousSibling",c)},siblings:function(a){return f.sibling(a.parentNode.firstChild,a)},children:function(a){return f.sibling(a.firstChild)},contents:function(a){return f.nodeName(a,"iframe")?a.contentDocument||a.contentWindow.document:f.makeArray(a.childNodes)}},function(a,b){f.fn[a]=function(c,d){var e=f.map(this,b,c);L.test(a)||(d=c),d&&typeof d=="string"&&(e=f.filter(d,e)),e=this.length>1&&!R[a]?f.unique(e):e,(this.length>1||N.test(d))&&M.test(a)&&(e=e.reverse());return this.pushStack(e,a,P.call(arguments).join(","))}}),f.extend({filter:function(a,b,c){c&&(a=":not("+a+")");return b.length===1?f.find.matchesSelector(b[0],a)?[b[0]]:[]:f.find.matches(a,b)},dir:function(a,c,d){var e=[],g=a[c];while(g&&g.nodeType!==9&&(d===b||g.nodeType!==1||!f(g).is(d)))g.nodeType===1&&e.push(g),g=g[c];return e},nth:function(a,b,c,d){b=b||1;var e=0;for(;a;a=a[c])if(a.nodeType===1&&++e===b)break;return a},sibling:function(a,b){var c=[];for(;a;a=a.nextSibling)a.nodeType===1&&a!==b&&c.push(a);return c}});var V="abbr|article|aside|audio|canvas|datalist|details|figcaption|figure|footer|header|hgroup|mark|meter|nav|output|progress|section|summary|time|video",W=/ jQuery\d+="(?:\d+|null)"/g,X=/^\s+/,Y=/<(?!area|br|col|embed|hr|img|input|link|meta|param)(([\w:]+)[^>]*)\/>/ig,Z=/<([\w:]+)/,$=/<tbody/i,_=/<|&#?\w+;/,ba=/<(?:script|style)/i,bb=/<(?:script|object|embed|option|style)/i,bc=new RegExp("<(?:"+V+")","i"),bd=/checked\s*(?:[^=]|=\s*.checked.)/i,be=/\/(java|ecma)script/i,bf=/^\s*<!(?:\[CDATA\[|\-\-)/,bg={option:[1,"<select multiple='multiple'>","</select>"],legend:[1,"<fieldset>","</fieldset>"],thead:[1,"<table>","</table>"],tr:[2,"<table><tbody>","</tbody></table>"],td:[3,"<table><tbody><tr>","</tr></tbody></table>"],col:[2,"<table><tbody></tbody><colgroup>","</colgroup></table>"],area:[1,"<map>","</map>"],_default:[0,"",""]},bh=U(c);bg.optgroup=bg.option,bg.tbody=bg.tfoot=bg.colgroup=bg.caption=bg.thead,bg.th=bg.td,f.support.htmlSerialize||(bg._default=[1,"div<div>","</div>"]),f.fn.extend({text:function(a){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){var c=f(this);c.text(a.call(this,b,c.text()))});if(typeof a!="object"&&a!==b)return this.empty().append((this[0]&&this[0].ownerDocument||c).createTextNode(a));return f.text(this)},wrapAll:function(a){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).wrapAll(a.call(this,b))});if(this[0]){var b=f(a,this[0].ownerDocument).eq(0).clone(!0);this[0].parentNode&&b.insertBefore(this[0]),b.map(function(){var a=this;while(a.firstChild&&a.firstChild.nodeType===1)a=a.firstChild;return a}).append(this)}return this},wrapInner:function(a){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).wrapInner(a.call(this,b))});return this.each(function(){var b=f(this),c=b.contents();c.length?c.wrapAll(a):b.append(a)})},wrap:function(a){var b=f.isFunction(a);return this.each(function(c){f(this).wrapAll(b?a.call(this,c):a)})},unwrap:function(){return this.parent().each(function(){f.nodeName(this,"body")||f(this).replaceWith(this.childNodes)}).end()},append:function(){return this.domManip(arguments,!0,function(a){this.nodeType===1&&this.appendChild(a)})},prepend:function(){return this.domManip(arguments,!0,function(a){this.nodeType===1&&this.insertBefore(a,this.firstChild)})},before:function(){if(this[0]&&this[0].parentNode)return this.domManip(arguments,!1,function(a){this.parentNode.insertBefore(a,this)});if(arguments.length){var a=f.clean(arguments);a.push.apply(a,this.toArray());return this.pushStack(a,"before",arguments)}},after:function(){if(this[0]&&this[0].parentNode)return this.domManip(arguments,!1,function(a){this.parentNode.insertBefore(a,this.nextSibling)});if(arguments.length){var a=this.pushStack(this,"after",arguments);a.push.apply(a,f.clean(arguments));return a}},remove:function(a,b){for(var c=0,d;(d=this[c])!=null;c++)if(!a||f.filter(a,[d]).length)!b&&d.nodeType===1&&(f.cleanData(d.getElementsByTagName("*")),f.cleanData([d])),d.parentNode&&d.parentNode.removeChild(d);return this},empty:function()
{for(var a=0,b;(b=this[a])!=null;a++){b.nodeType===1&&f.cleanData(b.getElementsByTagName("*"));while(b.firstChild)b.removeChild(b.firstChild)}return this},clone:function(a,b){a=a==null?!1:a,b=b==null?a:b;return this.map(function(){return f.clone(this,a,b)})},html:function(a){if(a===b)return this[0]&&this[0].nodeType===1?this[0].innerHTML.replace(W,""):null;if(typeof a=="string"&&!ba.test(a)&&(f.support.leadingWhitespace||!X.test(a))&&!bg[(Z.exec(a)||["",""])[1].toLowerCase()]){a=a.replace(Y,"<$1></$2>");try{for(var c=0,d=this.length;c<d;c++)this[c].nodeType===1&&(f.cleanData(this[c].getElementsByTagName("*")),this[c].innerHTML=a)}catch(e){this.empty().append(a)}}else f.isFunction(a)?this.each(function(b){var c=f(this);c.html(a.call(this,b,c.html()))}):this.empty().append(a);return this},replaceWith:function(a){if(this[0]&&this[0].parentNode){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){var c=f(this),d=c.html();c.replaceWith(a.call(this,b,d))});typeof a!="string"&&(a=f(a).detach());return this.each(function(){var b=this.nextSibling,c=this.parentNode;f(this).remove(),b?f(b).before(a):f(c).append(a)})}return this.length?this.pushStack(f(f.isFunction(a)?a():a),"replaceWith",a):this},detach:function(a){return this.remove(a,!0)},domManip:function(a,c,d){var e,g,h,i,j=a[0],k=[];if(!f.support.checkClone&&arguments.length===3&&typeof j=="string"&&bd.test(j))return this.each(function(){f(this).domManip(a,c,d,!0)});if(f.isFunction(j))return this.each(function(e){var g=f(this);a[0]=j.call(this,e,c?g.html():b),g.domManip(a,c,d)});if(this[0]){i=j&&j.parentNode,f.support.parentNode&&i&&i.nodeType===11&&i.childNodes.length===this.length?e={fragment:i}:e=f.buildFragment(a,this,k),h=e.fragment,h.childNodes.length===1?g=h=h.firstChild:g=h.firstChild;if(g){c=c&&f.nodeName(g,"tr");for(var l=0,m=this.length,n=m-1;l<m;l++)d.call(c?bi(this[l],g):this[l],e.cacheable||m>1&&l<n?f.clone(h,!0,!0):h)}k.length&&f.each(k,bp)}return this}}),f.buildFragment=function(a,b,d){var e,g,h,i,j=a[0];b&&b[0]&&(i=b[0].ownerDocument||b[0]),i.createDocumentFragment||(i=c),a.length===1&&typeof j=="string"&&j.length<512&&i===c&&j.charAt(0)==="<"&&!bb.test(j)&&(f.support.checkClone||!bd.test(j))&&(f.support.html5Clone||!bc.test(j))&&(g=!0,h=f.fragments[j],h&&h!==1&&(e=h)),e||(e=i.createDocumentFragment(),f.clean(a,i,e,d)),g&&(f.fragments[j]=h?e:1);return{fragment:e,cacheable:g}},f.fragments={},f.each({appendTo:"append",prependTo:"prepend",insertBefore:"before",insertAfter:"after",replaceAll:"replaceWith"},function(a,b){f.fn[a]=function(c){var d=[],e=f(c),g=this.length===1&&this[0].parentNode;if(g&&g.nodeType===11&&g.childNodes.length===1&&e.length===1){e[b](this[0]);return this}for(var h=0,i=e.length;h<i;h++){var j=(h>0?this.clone(!0):this).get();f(e[h])[b](j),d=d.concat(j)}return this.pushStack(d,a,e.selector)}}),f.extend({clone:function(a,b,c){var d,e,g,h=f.support.html5Clone||!bc.test("<"+a.nodeName)?a.cloneNode(!0):bo(a);if((!f.support.noCloneEvent||!f.support.noCloneChecked)&&(a.nodeType===1||a.nodeType===11)&&!f.isXMLDoc(a)){bk(a,h),d=bl(a),e=bl(h);for(g=0;d[g];++g)e[g]&&bk(d[g],e[g])}if(b){bj(a,h);if(c){d=bl(a),e=bl(h);for(g=0;d[g];++g)bj(d[g],e[g])}}d=e=null;return h},clean:function(a,b,d,e){var g;b=b||c,typeof b.createElement=="undefined"&&(b=b.ownerDocument||b[0]&&b[0].ownerDocument||c);var h=[],i;for(var j=0,k;(k=a[j])!=null;j++){typeof k=="number"&&(k+="");if(!k)continue;if(typeof k=="string")if(!_.test(k))k=b.createTextNode(k);else{k=k.replace(Y,"<$1></$2>");var l=(Z.exec(k)||["",""])[1].toLowerCase(),m=bg[l]||bg._default,n=m[0],o=b.createElement("div");b===c?bh.appendChild(o):U(b).appendChild(o),o.innerHTML=m[1]+k+m[2];while(n--)o=o.lastChild;if(!f.support.tbody){var p=$.test(k),q=l==="table"&&!p?o.firstChild&&o.firstChild.childNodes:m[1]==="<table>"&&!p?o.childNodes:[];for(i=q.length-1;i>=0;--i)f.nodeName(q[i],"tbody")&&!q[i].childNodes.length&&q[i].parentNode.removeChild(q[i])}!f.support.leadingWhitespace&&X.test(k)&&o.insertBefore(b.createTextNode(X.exec(k)[0]),o.firstChild),k=o.childNodes}var r;if(!f.support.appendChecked)if(k[0]&&typeof (r=k.length)=="number")for(i=0;i<r;i++)bn(k[i]);else bn(k);k.nodeType?h.push(k):h=f.merge(h,k)}if(d){g=function(a){return!a.type||be.test(a.type)};for(j=0;h[j];j++)if(e&&f.nodeName(h[j],"script")&&(!h[j].type||h[j].type.toLowerCase()==="text/javascript"))e.push(h[j].parentNode?h[j].parentNode.removeChild(h[j]):h[j]);else{if(h[j].nodeType===1){var s=f.grep(h[j].getElementsByTagName("script"),g);h.splice.apply(h,[j+1,0].concat(s))}d.appendChild(h[j])}}return h},cleanData:function(a){var b,c,d=f.cache,e=f.event.special,g=f.support.deleteExpando;for(var h=0,i;(i=a[h])!=null;h++){if(i.nodeName&&f.noData[i.nodeName.toLowerCase()])continue;c=i[f.expando];if(c){b=d[c];if(b&&b.events){for(var j in b.events)e[j]?f.event.remove(i,j):f.removeEvent(i,j,b.handle);b.handle&&(b.handle.elem=null)}g?delete i[f.expando]:i.removeAttribute&&i.removeAttribute(f.expando),delete d[c]}}}});var bq=/alpha\([^)]*\)/i,br=/opacity=([^)]*)/,bs=/([A-Z]|^ms)/g,bt=/^-?\d+(?:px)?$/i,bu=/^-?\d/,bv=/^([\-+])=([\-+.\de]+)/,bw={position:"absolute",visibility:"hidden",display:"block"},bx=["Left","Right"],by=["Top","Bottom"],bz,bA,bB;f.fn.css=function(a,c){if(arguments.length===2&&c===b)return this;return f.access(this,a,c,!0,function(a,c,d){return d!==b?f.style(a,c,d):f.css(a,c)})},f.extend({cssHooks:{opacity:{get:function(a,b){if(b){var c=bz(a,"opacity","opacity");return c===""?"1":c}return a.style.opacity}}},cssNumber:{fillOpacity:!0,fontWeight:!0,lineHeight:!0,opacity:!0,orphans:!0,widows:!0,zIndex:!0,zoom:!0},cssProps:{"float":f.support.cssFloat?"cssFloat":"styleFloat"},style:function(a,c,d,e){if(!!a&&a.nodeType!==3&&a.nodeType!==8&&!!a.style){var g,h,i=f.camelCase(c),j=a.style,k=f.cssHooks[i];c=f.cssProps[i]||i;if(d===b){if(k&&"get"in k&&(g=k.get(a,!1,e))!==b)return g;return j[c]}h=typeof d,h==="string"&&(g=bv.exec(d))&&(d=+(g[1]+1)*+g[2]+parseFloat(f.css(a,c)),h="number");if(d==null||h==="number"&&isNaN(d))return;h==="number"&&!f.cssNumber[i]&&(d+="px");if(!k||!("set"in k)||(d=k.set(a,d))!==b)try{j[c]=d}catch(l){}}},css:function(a,c,d){var e,g;c=f.camelCase(c),g=f.cssHooks[c],c=f.cssProps[c]||c,c==="cssFloat"&&(c="float");if(g&&"get"in g&&(e=g.get(a,!0,d))!==b)return e;if(bz)return bz(a,c)},swap:function(a,b,c){var d={};for(var e in b)d[e]=a.style[e],a.style[e]=b[e];c.call(a);for(e in b)a.style[e]=d[e]}}),f.curCSS=f.css,f.each(["height","width"],function(a,b){f.cssHooks[b]={get:function(a,c,d){var e;if(c){if(a.offsetWidth!==0)return bC(a,b,d);f.swap(a,bw,function(){e=bC(a,b,d)});return e}},set:function(a,b){if(!bt.test(b))return b;b=parseFloat(b);if(b>=0)return b+"px"}}}),f.support.opacity||(f.cssHooks.opacity={get:function(a,b){return br.test((b&&a.currentStyle?a.currentStyle.filter:a.style.filter)||"")?parseFloat(RegExp.$1)/100+"":b?"1":""},set:function(a,b){var c=a.style,d=a.currentStyle,e=f.isNumeric(b)?"alpha(opacity="+b*100+")":"",g=d&&d.filter||c.filter||"";c.zoom=1;if(b>=1&&f.trim(g.replace(bq,""))===""){c.removeAttribute("filter");if(d&&!d.filter)return}c.filter=bq.test(g)?g.replace(bq,e):g+" "+e}}),f(function(){f.support.reliableMarginRight||(f.cssHooks.marginRight={get:function(a,b){var c;f.swap(a,{display:"inline-block"},function(){b?c=bz(a,"margin-right","marginRight"):c=a.style.marginRight});return c}})}),c.defaultView&&c.defaultView.getComputedStyle&&(bA=function(a,b){var c,d,e;b=b.replace(bs,"-$1").toLowerCase(),(d=a.ownerDocument.defaultView)&&(e=d.getComputedStyle(a,null))&&(c=e.getPropertyValue(b),c===""&&!f.contains(a.ownerDocument.documentElement,a)&&(c=f.style(a,b)));return c}),c.documentElement.currentStyle&&(bB=function(a,b){var c,d,e,f=a.currentStyle&&a.currentStyle[b],g=a.style;f===null&&g&&(e=g[b])&&(f=e),!bt.test(f)&&bu.test(f)&&(c=g.left,d=a.runtimeStyle&&a.runtimeStyle.left,d&&(a.runtimeStyle.left=a.currentStyle.left),g.left=b==="fontSize"?"1em":f||0,f=g.pixelLeft+"px",g.left=c,d&&(a.runtimeStyle.left=d));return f===""?"auto":f}),bz=bA||bB,f.expr&&f.expr.filters&&(f.expr.filters.hidden=function(a){var b=a.offsetWidth,c=a.offsetHeight;return b===0&&c===0||!f.support.reliableHiddenOffsets&&(a.style&&a.style.display||f.css(a,"display"))==="none"},f.expr.filters.visible=function(a){return!f.expr.filters.hidden(a)});var bD=/%20/g,bE=/\[\]$/,bF=/\r?\n/g,bG=/#.*$/,bH=/^(.*?):[ \t]*([^\r\n]*)\r?$/mg,bI=/^(?:color|date|datetime|datetime-local|email|hidden|month|number|password|range|search|tel|text|time|url|week)$/i,bJ=/^(?:about|app|app\-storage|.+\-extension|file|res|widget):$/,bK=/^(?:GET|HEAD)$/,bL=/^\/\//,bM=/\?/,bN=/<script\b[^<]*(?:(?!<\/script>)<[^<]*)*<\/script>/gi,bO=/^(?:select|textarea)/i,bP=/\s+/,bQ=/([?&])_=[^&]*/,bR=/^([\w\+\.\-]+:)(?:\/\/([^\/?#:]*)(?::(\d+))?)?/,bS=f.fn.load,bT={},bU={},bV,bW,bX=["*/"]+["*"];try{bV=e.href}catch(bY){bV=c.createElement("a"),bV.href="",bV=bV.href}bW=bR.exec(bV.toLowerCase())||[],f.fn.extend({load:function(a,c,d){if(typeof a!="string"&&bS)return bS.apply(this,arguments);if(!this.length)return this;var e=a.indexOf(" ");if(e>=0){var g=a.slice(e,a.length);a=a.slice(0,e)}var h="GET";c&&(f.isFunction(c)?(d=c,c=b):typeof c=="object"&&(c=f.param(c,f.ajaxSettings.traditional),h="POST"));var i=this;f.ajax({url:a,type:h,dataType:"html",data:c,complete:function(a,b,c){c=a.responseText,a.isResolved()&&(a.done(function(a){c=a}),i.html(g?f("<div>").append(c.replace(bN,"")).find(g):c)),d&&i.each(d,[c,b,a])}});return this},serialize:function(){return f.param(this.serializeArray())},serializeArray:function(){return this.map(function(){return this.elements?f.makeArray(this.elements):this}).filter(function(){return this.name&&!this.disabled&&(this.checked||bO.test(this.nodeName)||bI.test(this.type))}).map(function(a,b){var c=f(this).val();return c==null?null:f.isArray(c)?f.map(c,function(a,c){return{name:b.name,value:a.replace(bF,"\r\n")}}):{name:b.name,value:c.replace(bF,"\r\n")}}).get()}}),f.each("ajaxStart ajaxStop ajaxComplete ajaxError ajaxSuccess ajaxSend".split(" "),function(a,b){f.fn[b]=function(a){return this.on(b,a)}}),f.each(["get","post"],function(a,c){f[c]=function(a,d,e,g){f.isFunction(d)&&(g=g||e,e=d,d=b);return f.ajax({type:c,url:a,data:d,success:e,dataType:g})}}),f.extend({getScript:function(a,c){return f.get(a,b,c,"script")},getJSON:function(a,b,c){return f.get(a,b,c,"json")},ajaxSetup:function(a,b){b?b_(a,f.ajaxSettings):(b=a,a=f.ajaxSettings),b_(a,b);return a},ajaxSettings:{url:bV,isLocal:bJ.test(bW[1]),global:!0,type:"GET",contentType:"application/x-www-form-urlencoded",processData:!0,async:!0,accepts:{xml:"application/xml, text/xml",html:"text/html",text:"text/plain",json:"application/json, text/javascript","*":bX},contents:{xml:/xml/,html:/html/,json:/json/},responseFields:{xml:"responseXML",text:"responseText"},converters:{"* text":a.String,"text html":!0,"text json":f.parseJSON,"text xml":f.parseXML},flatOptions:{context:!0,url:!0}},ajaxPrefilter:bZ(bT),ajaxTransport:bZ(bU),ajax:function(a,c){function w(a,c,l,m){if(s!==2){s=2,q&&clearTimeout(q),p=b,n=m||"",v.readyState=a>0?4:0;var o,r,u,w=c,x=l?cb(d,v,l):b,y,z;if(a>=200&&a<300||a===304){if(d.ifModified){if(y=v.getResponseHeader("Last-Modified"))f.lastModified[k]=y;if(z=v.getResponseHeader("Etag"))f.etag[k]=z}if(a===304)w="notmodified",o=!0;else try{r=cc(d,x),w="success",o=!0}catch(A){w="parsererror",u=A}}else{u=w;if(!w||a)w="error",a<0&&(a=0)}v.status=a,v.statusText=""+(c||w),o?h.resolveWith(e,[r,w,v]):h.rejectWith(e,[v,w,u]),v.statusCode(j),j=b,t&&g.trigger("ajax"+(o?"Success":"Error"),[v,d,o?r:u]),i.fireWith(e,[v,w]),t&&(g.trigger("ajaxComplete",[v,d]),--f.active||f.event.trigger("ajaxStop"))}}typeof a=="object"&&(c=a,a=b),c=c||{};var d=f.ajaxSetup({},c),e=d.context||d,g=e!==d&&(e.nodeType||e instanceof f)?f(e):f.event,h=f.Deferred(),i=f.Callbacks("once memory"),j=d.statusCode||{},k,l={},m={},n,o,p,q,r,s=0,t,u,v={readyState:0,setRequestHeader:function(a,b){if(!s){var c=a.toLowerCase();a=m[c]=m[c]||a,l[a]=b}return this},getAllResponseHeaders:function(){return s===2?n:null},getResponseHeader:function(a){var c;if(s===2){if(!o){o={};while(c=bH.exec(n))o[c[1].toLowerCase()]=c[2]}c=o[a.toLowerCase()]}return c===b?null:c},overrideMimeType:function(a){s||(d.mimeType=a);return this},abort:function(a){a=a||"abort",p&&p.abort(a),w(0,a);return this}};h.promise(v),v.success=v.done,v.error=v.fail,v.complete=i.add,v.statusCode=function(a){if(a){var b;if(s<2)for(b in a)j[b]=[j[b],a[b]];else b=a[v.status],v.then(b,b)}return this},d.url=((a||d.url)+"").replace(bG,"").replace(bL,bW[1]+"//"),d.dataTypes=f.trim(d.dataType||"*").toLowerCase().split(bP),d.crossDomain==null&&(r=bR.exec(d.url.toLowerCase()),d.crossDomain=!(!r||r[1]==bW[1]&&r[2]==bW[2]&&(r[3]||(r[1]==="http:"?80:443))==(bW[3]||(bW[1]==="http:"?80:443)))),d.data&&d.processData&&typeof d.data!="string"&&(d.data=f.param(d.data,d.traditional)),b$(bT,d,c,v);if(s===2)return!1;t=d.global,d.type=d.type.toUpperCase(),d.hasContent=!bK.test(d.type),t&&f.active++===0&&f.event.trigger("ajaxStart");if(!d.hasContent){d.data&&(d.url+=(bM.test(d.url)?"&":"?")+d.data,delete d.data),k=d.url;if(d.cache===!1){var x=f.now(),y=d.url.replace(bQ,"$1_="+x);d.url=y+(y===d.url?(bM.test(d.url)?"&":"?")+"_="+x:"")}}(d.data&&d.hasContent&&d.contentType!==!1||c.contentType)&&v.setRequestHeader("Content-Type",d.contentType),d.ifModified&&(k=k||d.url,f.lastModified[k]&&v.setRequestHeader("If-Modified-Since",f.lastModified[k]),f.etag[k]&&v.setRequestHeader("If-None-Match",f.etag[k])),v.setRequestHeader("Accept",d.dataTypes[0]&&d.accepts[d.dataTypes[0]]?d.accepts[d.dataTypes[0]]+(d.dataTypes[0]!=="*"?", "+bX+"; q=0.01":""):d.accepts["*"]);for(u in d.headers)v.setRequestHeader(u,d.headers[u]);if(d.beforeSend&&(d.beforeSend.call(e,v,d)===!1||s===2)){v.abort();return!1}for(u in{success:1,error:1,complete:1})v[u](d[u]);p=b$(bU,d,c,v);if(!p)w(-1,"No Transport");else{v.readyState=1,t&&g.trigger("ajaxSend",[v,d]),d.async&&d.timeout>0&&(q=setTimeout(function(){v.abort("timeout")},d.timeout));try{s=1,p.send(l,w)}catch(z){if(s<2)w(-1,z);else throw z}}return v},param:function(a,c){var d=[],e=function(a,b){b=f.isFunction(b)?b():b,d[d.length]=encodeURIComponent(a)+"="+encodeURIComponent(b)};c===b&&(c=f.ajaxSettings.traditional);if(f.isArray(a)||a.jquery&&!f.isPlainObject(a))f.each(a,function(){e(this.name,this.value)});else for(var g in a)ca(g,a[g],c,e);return d.join("&").replace(bD,"+")}}),f.extend({active:0,lastModified:{},etag:{}});var cd=f.now(),ce=/(\=)\?(&|$)|\?\?/i;f.ajaxSetup({jsonp:"callback",jsonpCallback:function(){return f.expando+"_"+cd++}}),f.ajaxPrefilter("json jsonp",function(b,c,d){var e=b.contentType==="application/x-www-form-urlencoded"&&typeof b.data=="string";if(b.dataTypes[0]==="jsonp"||b.jsonp!==!1&&(ce.test(b.url)||e&&ce.test(b.data))){var g,h=b.jsonpCallback=f.isFunction(b.jsonpCallback)?b.jsonpCallback():b.jsonpCallback,i=a[h],j=b.url,k=b.data,l="$1"+h+"$2";b.jsonp!==!1&&(j=j.replace(ce,l),b.url===j&&(e&&(k=k.replace(ce,l)),b.data===k&&(j+=(/\?/.test(j)?"&":"?")+b.jsonp+"="+h))),b.url=j,b.data=k,a[h]=function(a){g=[a]},d.always(function(){a[h]=i,g&&f.isFunction(i)&&a[h](g[0])}),b.converters["script json"]=function(){g||f.error(h+" was not called");return g[0]},b.dataTypes[0]="json";return"script"}}),f.ajaxSetup({accepts:{script:"text/javascript, application/javascript, application/ecmascript, application/x-ecmascript"},contents:{script:/javascript|ecmascript/},converters:{"text script":function(a){f.globalEval(a);return a}}}),f.ajaxPrefilter("script",function(a){a.cache===b&&(a.cache=!1),a.crossDomain&&(a.type="GET",a.global=!1)}),f.ajaxTransport("script",function(a){if(a.crossDomain){var d,e=c.head||c.getElementsByTagName("head")[0]||c.documentElement;return{send:function(f,g){d=c.createElement("script"),d.async="async",a.scriptCharset&&(d.charset=a.scriptCharset),d.src=a.url,d.onload=d.onreadystatechange=function(a,c){if(c||!d.readyState||/loaded|complete/.test(d.readyState))d.onload=d.onreadystatechange=null,e&&d.parentNode&&e.removeChild(d),d=b,c||g(200,"success")},e.insertBefore(d,e.firstChild)},abort:function(){d&&d.onload(0,1)}}}});var cf=a.ActiveXObject?function(){for(var a in ch)ch[a](0,1)}:!1,cg=0,ch;f.ajaxSettings.xhr=a.ActiveXObject?function(){return!this.isLocal&&ci()||cj()}:ci,function(a){f.extend(f.support,{ajax:!!a,cors:!!a&&"withCredentials"in a})}(f.ajaxSettings.xhr()),f.support.ajax&&f.ajaxTransport(function(c){if(!c.crossDomain||f.support.cors){var d;return{send:function(e,g){var h=c.xhr(),i,j;c.username?h.open(c.type,c.url,c.async,c.username,c.password):h.open(c.type,c.url,c.async);if(c.xhrFields)for(j in c.xhrFields)h[j]=c.xhrFields[j];c.mimeType&&h.overrideMimeType&&h.overrideMimeType(c.mimeType),!c.crossDomain&&!e["X-Requested-With"]&&(e["X-Requested-With"]="XMLHttpRequest");try{for(j in e)h.setRequestHeader(j,e[j])}catch(k){}h.send(c.hasContent&&c.data||null),d=function(a,e){var j,k,l,m,n;try{if(d&&(e||h.readyState===4)){d=b,i&&(h.onreadystatechange=f.noop,cf&&delete ch[i]);if(e)h.readyState!==4&&h.abort();else{j=h.status,l=h.getAllResponseHeaders(),m={},n=h.responseXML,n&&n.documentElement&&(m.xml=n),m.text=h.responseText;try{k=h.statusText}catch(o){k=""}!j&&c.isLocal&&!c.crossDomain?j=m.text?200:404:j===1223&&(j=204)}}}catch(p){e||g(-1,p)}m&&g(j,k,m,l)},!c.async||h.readyState===4?d():(i=++cg,cf&&(ch||(ch={},f(a).unload(cf)),ch[i]=d),h.onreadystatechange=d)},abort:function(){d&&d(0,1)}}}});var ck={},cl,cm,cn=/^(?:toggle|show|hide)$/,co=/^([+\-]=)?([\d+.\-]+)([a-z%]*)$/i,cp,cq=[["height","marginTop","marginBottom","paddingTop","paddingBottom"],["width","marginLeft","marginRight","paddingLeft","paddingRight"],["opacity"]],cr;f.fn.extend({show:function(a,b,c){var d,e;if(a||a===0)return this.animate(cu("show",3),a,b,c);for(var g=0,h=this.length;g<h;g++)d=this[g],d.style&&(e=d.style.display,!f._data(d,"olddisplay")&&e==="none"&&(e=d.style.display=""),e===""&&f.css(d,"display")==="none"&&f._data(d,"olddisplay",cv(d.nodeName)));for(g=0;g<h;g++){d=this[g];if(d.style){e=d.style.display;if(e===""||e==="none")d.style.display=f._data(d,"olddisplay")||""}}return this},hide:function(a,b,c){if(a||a===0)return this.animate(cu("hide",3),a,b,c);var d,e,g=0,h=this.length;for(;g<h;g++)d=this[g],d.style&&(e=f.css(d,"display"),e!=="none"&&!f._data(d,"olddisplay")&&f._data(d,"olddisplay",e));for(g=0;g<h;g++)this[g].style&&(this[g].style.display="none");return this},_toggle:f.fn.toggle,toggle:function(a,b,c){var d=typeof a=="boolean";f.isFunction(a)&&f.isFunction(b)?this._toggle.apply(this,arguments):a==null||d?this.each(function(){var b=d?a:f(this).is(":hidden");f(this)[b?"show":"hide"]()}):this.animate(cu("toggle",3),a,b,c);return this},fadeTo:function(a,b,c,d){return this.filter(":hidden").css("opacity",0).show().end().animate({opacity:b},a,c,d)},animate:function(a,b,c,d){function g(){e.queue===!1&&f._mark(this);var b=f.extend({},e),c=this.nodeType===1,d=c&&f(this).is(":hidden"),g,h,i,j,k,l,m,n,o;b.animatedProperties={};for(i in a){g=f.camelCase(i),i!==g&&(a[g]=a[i],delete a[i]),h=a[g],f.isArray(h)?(b.animatedProperties[g]=h[1],h=a[g]=h[0]):b.animatedProperties[g]=b.specialEasing&&b.specialEasing[g]||b.easing||"swing";if(h==="hide"&&d||h==="show"&&!d)return b.complete.call(this);c&&(g==="height"||g==="width")&&(b.overflow=[this.style.overflow,this.style.overflowX,this.style.overflowY],f.css(this,"display")==="inline"&&f.css(this,"float")==="none"&&(!f.support.inlineBlockNeedsLayout||cv(this.nodeName)==="inline"?this.style.display="inline-block":this.style.zoom=1))}b.overflow!=null&&(this.style.overflow="hidden");for(i in a)j=new f.fx(this,b,i),h=a[i],cn.test(h)?(o=f._data(this,"toggle"+i)||(h==="toggle"?d?"show":"hide":0),o?(f._data(this,"toggle"+i,o==="show"?"hide":"show"),j[o]()):j[h]()):(k=co.exec(h),l=j.cur(),k?(m=parseFloat(k[2]),n=k[3]||(f.cssNumber[i]?"":"px"),n!=="px"&&(f.style(this,i,(m||1)+n),l=(m||1)/j.cur()*l,f.style(this,i,l+n)),k[1]&&(m=(k[1]==="-="?-1:1)*m+l),j.custom(l,m,n)):j.custom(l,h,""));return!0}var e=f.speed(b,c,d);if(f.isEmptyObject(a))return this.each(e.complete,[!1]);a=f.extend({},a);return e.queue===!1?this.each(g):this.queue(e.queue,g)},stop:function(a,c,d){typeof a!="string"&&(d=c,c=a,a=b),c&&a!==!1&&this.queue(a||"fx",[]);return this.each(function(){function h(a,b,c){var e=b[c];f.removeData(a,c,!0),e.stop(d)}var b,c=!1,e=f.timers,g=f._data(this);d||f._unmark(!0,this);if(a==null)for(b in g)g[b]&&g[b].stop&&b.indexOf(".run")===b.length-4&&h(this,g,b);else g[b=a+".run"]&&g[b].stop&&h(this,g,b);for(b=e.length;b--;)e[b].elem===this&&(a==null||e[b].queue===a)&&(d?e[b](!0):e[b].saveState(),c=!0,e.splice(b,1));(!d||!c)&&f.dequeue(this,a)})}}),f.each({slideDown:cu("show",1),slideUp:cu("hide",1),slideToggle:cu("toggle",1),fadeIn:{opacity:"show"},fadeOut:{opacity:"hide"},fadeToggle:{opacity:"toggle"}},function(a,b){f.fn[a]=function(a,c,d){return this.animate(b,a,c,d)}}),f.extend({speed:function(a,b,c){var d=a&&typeof a=="object"?f.extend({},a):{complete:c||!c&&b||f.isFunction(a)&&a,duration:a,easing:c&&b||b&&!f.isFunction(b)&&b};d.duration=f.fx.off?0:typeof d.duration=="number"?d.duration:d.duration in f.fx.speeds?f.fx.speeds[d.duration]:f.fx.speeds._default;if(d.queue==null||d.queue===!0)d.queue="fx";d.old=d.complete,d.complete=function(a){f.isFunction(d.old)&&d.old.call(this),d.queue?f.dequeue(this,d.queue):a!==!1&&f._unmark(this)};return d},easing:{linear:function(a,b,c,d){return c+d*a},swing:function(a,b,c,d){return(-Math.cos(a*Math.PI)/2+.5)*d+c}},timers:[],fx:function(a,b,c){this.options=b,this.elem=a,this.prop=c,b.orig=b.orig||{}}}),f.fx.prototype={update:function(){this.options.step&&this.options.step.call(this.elem,this.now,this),(f.fx.step[this.prop]||f.fx.step._default)(this)},cur:function(){if(this.elem[this.prop]!=null&&(!this.elem.style||this.elem.style[this.prop]==null))return this.elem[this.prop];var a,b=f.css(this.elem,this.prop);return isNaN(a=parseFloat(b))?!b||b==="auto"?0:b:a},custom:function(a,c,d){function h(a){return e.step(a)}var e=this,g=f.fx;this.startTime=cr||cs(),this.end=c,this.now=this.start=a,this.pos=this.state=0,this.unit=d||this.unit||(f.cssNumber[this.prop]?"":"px"),h.queue=this.options.queue,h.elem=this.elem,h.saveState=function(){e.options.hide&&f._data(e.elem,"fxshow"+e.prop)===b&&f._data(e.elem,"fxshow"+e.prop,e.start)},h()&&f.timers.push(h)&&!cp&&(cp=setInterval(g.tick,g.interval))},show:function(){var a=f._data(this.elem,"fxshow"+this.prop);this.options.orig[this.prop]=a||f.style(this.elem,this.prop),this.options.show=!0,a!==b?this.custom(this.cur(),a):this.custom(this.prop==="width"||this.prop==="height"?1:0,this.cur()),f(this.elem).show()},hide:function(){this.options.orig[this.prop]=f._data(this.elem,"fxshow"+this.prop)||f.style(this.elem,this.prop),this.options.hide=!0,this.custom(this.cur(),0)},step:function(a){var b,c,d,e=cr||cs(),g=!0,h=this.elem,i=this.options;if(a||e>=i.duration+this.startTime){this.now=this.end,this.pos=this.state=1,this.update(),i.animatedProperties[this.prop]=!0;for(b in i.animatedProperties)i.animatedProperties[b]!==!0&&(g=!1);if(g){i.overflow!=null&&!f.support.shrinkWrapBlocks&&f.each(["","X","Y"],function(a,b){h.style["overflow"+b]=i.overflow[a]}),i.hide&&f(h).hide();if(i.hide||i.show)for(b in i.animatedProperties)f.style(h,b,i.orig[b]),f.removeData(h,"fxshow"+b,!0),f.removeData(h,"toggle"+b,!0);d=i.complete,d&&(i.complete=!1,d.call(h))}return!1}i.duration==Infinity?this.now=e:(c=e-this.startTime,this.state=c/i.duration,this.pos=f.easing[i.animatedProperties[this.prop]](this.state,c,0,1,i.duration),this.now=this.start+(this.end-this.start)*this.pos),this.update();return!0}},f.extend(f.fx,{tick:function(){var a,b=f.timers,c=0;for(;c<b.length;c++)a=b[c],!a()&&b[c]===a&&b.splice(c--,1);b.length||f.fx.stop()},interval:13,stop:function(){clearInterval(cp),cp=null},speeds:{slow:600,fast:200,_default:400},step:{opacity:function(a){f.style(a.elem,"opacity",a.now)},_default:function(a){a.elem.style&&a.elem.style[a.prop]!=null?a.elem.style[a.prop]=a.now+a.unit:a.elem[a.prop]=a.now}}}),f.each(["width","height"],function(a,b){f.fx.step[b]=function(a){f.style(a.elem,b,Math.max(0,a.now)+a.unit)}}),f.expr&&f.expr.filters&&(f.expr.filters.animated=function(a){return f.grep(f.timers,function(b){return a===b.elem}).length});var cw=/^t(?:able|d|h)$/i,cx=/^(?:body|html)$/i;"getBoundingClientRect"in c.documentElement?f.fn.offset=function(a){var b=this[0],c;if(a)return this.each(function(b){f.offset.setOffset(this,a,b)});if(!b||!b.ownerDocument)return null;if(b===b.ownerDocument.body)return f.offset.bodyOffset(b);try{c=b.getBoundingClientRect()}catch(d){}var e=b.ownerDocument,g=e.documentElement;if(!c||!f.contains(g,b))return c?{top:c.top,left:c.left}:{top:0,left:0};var h=e.body,i=cy(e),j=g.clientTop||h.clientTop||0,k=g.clientLeft||h.clientLeft||0,l=i.pageYOffset||f.support.boxModel&&g.scrollTop||h.scrollTop,m=i.pageXOffset||f.support.boxModel&&g.scrollLeft||h.scrollLeft,n=c.top+l-j,o=c.left+m-k;return{top:n,left:o}}:f.fn.offset=function(a){var b=this[0];if(a)return this.each(function(b){f.offset.setOffset(this,a,b)});if(!b||!b.ownerDocument)return null;if(b===b.ownerDocument.body)return f.offset.bodyOffset(b);var c,d=b.offsetParent,e=b,g=b.ownerDocument,h=g.documentElement,i=g.body,j=g.defaultView,k=j?j.getComputedStyle(b,null):b.currentStyle,l=b.offsetTop,m=b.offsetLeft;while((b=b.parentNode)&&b!==i&&b!==h){if(f.support.fixedPosition&&k.position==="fixed")break;c=j?j.getComputedStyle(b,null):b.currentStyle,l-=b.scrollTop,m-=b.scrollLeft,b===d&&(l+=b.offsetTop,m+=b.offsetLeft,f.support.doesNotAddBorder&&(!f.support.doesAddBorderForTableAndCells||!cw.test(b.nodeName))&&(l+=parseFloat(c.borderTopWidth)||0,m+=parseFloat(c.borderLeftWidth)||0),e=d,d=b.offsetParent),f.support.subtractsBorderForOverflowNotVisible&&c.overflow!=="visible"&&(l+=parseFloat(c.borderTopWidth)||0,m+=parseFloat(c.borderLeftWidth)||0),k=c}if(k.position==="relative"||k.position==="static")l+=i.offsetTop,m+=i.offsetLeft;f.support.fixedPosition&&k.position==="fixed"&&(l+=Math.max(h.scrollTop,i.scrollTop),m+=Math.max(h.scrollLeft,i.scrollLeft));return{top:l,left:m}},f.offset={bodyOffset:function(a){var b=a.offsetTop,c=a.offsetLeft;f.support.doesNotIncludeMarginInBodyOffset&&(b+=parseFloat(f.css(a,"marginTop"))||0,c+=parseFloat(f.css(a,"marginLeft"))||0);return{top:b,left:c}},setOffset:function(a,b,c){var d=f.css(a,"position");d==="static"&&(a.style.position="relative");var e=f(a),g=e.offset(),h=f.css(a,"top"),i=f.css(a,"left"),j=(d==="absolute"||d==="fixed")&&f.inArray("auto",[h,i])>-1,k={},l={},m,n;j?(l=e.position(),m=l.top,n=l.left):(m=parseFloat(h)||0,n=parseFloat(i)||0),f.isFunction(b)&&(b=b.call(a,c,g)),b.top!=null&&(k.top=b.top-g.top+m),b.left!=null&&(k.left=b.left-g.left+n),"using"in b?b.using.call(a,k):e.css(k)}},f.fn.extend({position:function(){if(!this[0])return null;var a=this[0],b=this.offsetParent(),c=this.offset(),d=cx.test(b[0].nodeName)?{top:0,left:0}:b.offset();c.top-=parseFloat(f.css(a,"marginTop"))||0,c.left-=parseFloat(f.css(a,"marginLeft"))||0,d.top+=parseFloat(f.css(b[0],"borderTopWidth"))||0,d.left+=parseFloat(f.css(b[0],"borderLeftWidth"))||0;return{top:c.top-d.top,left:c.left-d.left}},offsetParent:function(){return this.map(function(){var a=this.offsetParent||c.body;while(a&&!cx.test(a.nodeName)&&f.css(a,"position")==="static")a=a.offsetParent;return a})}}),f.each(["Left","Top"],function(a,c){var d="scroll"+c;f.fn[d]=function(c){var e,g;if(c===b){e=this[0];if(!e)return null;g=cy(e);return g?"pageXOffset"in g?g[a?"pageYOffset":"pageXOffset"]:f.support.boxModel&&g.document.documentElement[d]||g.document.body[d]:e[d]}return this.each(function(){g=cy(this),g?g.scrollTo(a?f(g).scrollLeft():c,a?c:f(g).scrollTop()):this[d]=c})}}),f.each(["Height","Width"],function(a,c){var d=c.toLowerCase();f.fn["inner"+c]=function(){var a=this[0];return a?a.style?parseFloat(f.css(a,d,"padding")):this[d]():null},f.fn["outer"+c]=function(a){var b=this[0];return b?b.style?parseFloat(f.css(b,d,a?"margin":"border")):this[d]():null},f.fn[d]=function(a){var e=this[0];if(!e)return a==null?null:this;if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){var c=f(this);c[d](a.call(this,b,c[d]()))});if(f.isWindow(e)){var g=e.document.documentElement["client"+c],h=e.document.body;return e.document.compatMode==="CSS1Compat"&&g||h&&h["client"+c]||g}if(e.nodeType===9)return Math.max(e.documentElement["client"+c],e.body["scroll"+c],e.documentElement["scroll"+c],e.body["offset"+c],e.documentElement["offset"+c]);if(a===b){var i=f.css(e,d),j=parseFloat(i);return f.isNumeric(j)?j:i}return this.css(d,typeof a=="string"?a:a+"px")}}),a.jQuery=a.$=f,typeof define=="function"&&define.amd&&define.amd.jQuery&&define("jquery",[],function(){return f})})(window);
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OEBPS/Common_Content/scripts/highlight.js/CHANGES.md
## Version 8.4

We've got the new [demo page][]! The obvious new feature is the new look, but
apart from that it's got smarter: by presenting languages in groups it avoids
running 10000 highlighting attempts after first load which was slowing it down
and giving bad overall impression. It is now also being generated from test
code snippets so the authors of new languages don't have to update both tests
and the demo page with the same thing.

Other notable changes:

- The `template_comment` class is gone in favor of the more general `comment`.
- Number parsing unified and improved across languages.
- C++, Java and C# now use unified grammar to highlight titles in
  function/method definitions.
- The browser build is now usable as an AMD module, there's no separate build
  target for that anymore.
- OCaml has got a [comprehensive overhaul][ocaml] by [Mickaël Delahaye][].
- Clojure's data structures and literals are now highlighted outside of lists
  and we can now highlight Clojure's REPL sessions.

New languages:

- *AspectJ* by [Hakan Özler][]
- *STEP Part 21* by [Adam Joseph Cook][]
- *SML* derived by [Edwin Dalorzo][] from OCaml definition
- *Mercury* by [mucaho][]
- *Smali* by [Dennis Titze][]
- *Verilog* by [Jon Evans][]
- *Stata* by [Brian Quistorff][]

[Hakan Özler]: https://github.com/ozlerhakan
[Adam Joseph Cook]: https://github.com/adamjcook
[demo page]: https://highlightjs.org/static/demo/
[Ivan Sagalaev]: https://github.com/isagalaev
[Edwin Dalorzo]: https://github.com/edalorzo
[mucaho]: https://github.com/mucaho
[Dennis Titze]: https://github.com/titze
[Jon Evans]: https://github.com/craftyjon
[Brian Quistorff]: https://github.com/bquistorff
[ocaml]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/pull/608#issue-46190207
[Mickaël Delahaye]: https://github.com/polazarus


## Version 8.3

We streamlined our tool chain, it is now based entirely on node.js instead of
being a mix of node.js, Python and Java. The build script options and arguments
remained the same, and we've noted all the changes in the [documentation][b].
Apart from reducing complexity, the new build script is also faster from not
having to start Java machine repeatedly. The credits for the work go to [Jeremy
Hull][].

Some notable fixes:

- PHP and JavaScript mixed in HTML now live happily with each other.
- JavaScript regexes now understand ES6 flags "u" and "y".
- `throw` keyword is no longer detected as a method name in Java.
- Fixed parsing of numbers and symbols in Clojure thanks to [input from Ivan
  Kleshnin][ik].

New languages in this release:

- *Less* by [Max Mikhailov][]
- *Stylus* by [Bryant Williams][]
- *Tcl* by [Radek Liska][]
- *Puppet* by [Jose Molina Colmenero][]
- *Processing* by [Erik Paluka][]
- *Twig* templates by [Luke Holder][]
- *PowerShell* by [David Mohundro][], based on [the work of Nicholas
  Blumhardt][ps]
- *XL* by [Christophe de Dinechin][]
- *LiveScript* by [Taneli Vatanen][] and [Jen Evers-Corvina][]
- *ERB* (Ruby in HTML) by [Lucas Mazza][]
- *Roboconf* by [Vincent Zurczak][]

[b]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/building-testing.html
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[ik]: https://twitter.com/IvanKleshnin/status/514041599484231680
[Max Mikhailov]: https://github.com/seven-phases-max
[Bryant Williams]: https://github.com/scien
[Radek Liska]: https://github.com/Nindaleth
[Jose Molina Colmenero]: https://github.com/Moliholy
[Erik Paluka]: https://github.com/paluka
[Luke Holder]: https://github.com/lukeholder
[David Mohundro]: https://github.com/drmohundro
[ps]: https://github.com/OctopusDeploy/Library/blob/master/app/shared/presentation/highlighting/powershell.js
[Christophe de Dinechin]: https://github.com/c3d
[Taneli Vatanen]: https://github.com/Daiz-
[Jen Evers-Corvina]: https://github.com/sevvie
[Lucas Mazza]: https://github.com/lucasmazza
[Vincent Zurczak]: https://github.com/vincent-zurczak

## Version 8.2

We've finally got [real tests][test] and [continuous testing on Travis][ci]
thanks to [Jeremy Hull][] and [Chris Eidhof][]. The tests designed to cover
everything: language detection, correct parsing of individual language features
and various special cases. This is a very important change that gives us
confidence in extending language definitions and refactoring library core.

We're going to redesign the old [demo/test suite][demo] into an interactive
demo web app. If you're confident front-end developer or designer and want to
help us with it, drop a comment into [the issue][#542] on GitHub.

[test]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/tree/master/test
[demo]: https://highlightjs.org/static/test.html
[#542]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/issues/542
[ci]: https://travis-ci.org/isagalaev/highlight.js
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Chris Eidhof]: https://github.com/chriseidhof

As usually there's a handful of new languages in this release:

- *Groovy* by [Guillaume Laforge][]
- *Dart* by [Maxim Dikun][]
- *Dust* by [Michael Allen][]
- *Scheme* by [JP Verkamp][]
- *G-Code* by [Adam Joseph Cook][]
- *Q* from Kx Systems by [Sergey Vidyuk][]

[Guillaume Laforge]: https://github.com/glaforge
[Maxim Dikun]: https://github.com/dikmax
[Michael Allen]: https://github.com/bfui
[JP Verkamp]: https://github.com/jpverkamp
[Adam Joseph Cook]: https://github.com/adamjcook
[Sergey Vidyuk]: https://github.com/sv

Other improvements:

- [Erik Osheim][] heavily reworked Scala definitions making it richer.
- [Lucas Mazza][] fixed Ruby hashes highlighting
- Lisp variants (Lisp, Clojure and Scheme) are unified in regard to naming
  the first symbol in parentheses: it's "keyword" in general case and also
  "built_in" for built-in functions in Clojure and Scheme.

[Erik Osheim]: https://github.com/non
[Lucas Mazza]: https://github.com/lucasmazza

## Version 8.1

New languages:

- *Gherkin* by [Sam Pikesley][]
- *Elixir* by [Josh Adams][]
- *NSIS* by [Jan T. Sott][]
- *VIM script* by [Jun Yang][]
- *Protocol Buffers* by [Dan Tao][]
- *Nix* by [Domen Kožar][]
- *x86asm* by [innocenat][]
- *Cap’n Proto* and *Thrift* by [Oleg Efimov][]
- *Monkey* by [Arthur Bikmullin][]
- *TypeScript* by [Panu Horsmalahti][]
- *Nimrod* by [Flaviu Tamas][]
- *Gradle* by [Damian Mee][]
- *Haxe* by [Christopher Kaster][]
- *Swift* by [Chris Eidhof][] and [Nate Cook][]

New styles:

- *Kimbie*, light and dark variants by [Jan T. Sott][]
- *Color brewer* by [Fabrício Tavares de Oliveira][]
- *Codepen.io embed* by [Justin Perry][]
- *Hybrid* by [Nic West][]

[Sam Pikesley]: https://github.com/pikesley
[Sindre Sorhus]: https://github.com/sindresorhus
[Josh Adams]: https://github.com/knewter
[Jan T. Sott]: https://github.com/idleberg
[Jun Yang]: https://github.com/harttle
[Dan Tao]: https://github.com/dtao
[Domen Kožar]: https://github.com/iElectric
[innocenat]: https://github.com/innocenat
[Oleg Efimov]: https://github.com/Sannis
[Arthur Bikmullin]: https://github.com/devolonter
[Panu Horsmalahti]: https://github.com/panuhorsmalahti
[Flaviu Tamas]: https://github.com/flaviut
[Damian Mee]: https://github.com/chester1000
[Christopher Kaster]: http://christopher.kaster.ws
[Fabrício Tavares de Oliveira]: https://github.com/fabriciotav
[Justin Perry]: https://github.com/ourmaninamsterdam
[Nic West]: https://github.com/nicwest
[Chris Eidhof]: https://github.com/chriseidhof
[Nate Cook]: https://github.com/natecook1000

Other improvements:

- The README is heavily reworked and brought up to date by [Jeremy Hull][].
- Added [`listLanguages()`][ll] method in the API.
- Improved C/C++/C# detection.
- Added a bunch of new language aliases, documented the existing ones. Thanks to
  [Sindre Sorhus][] for background research.
- Added phrasal English words to boost relevance in comments.
- Many improvements to SQL definition made by [Heiko August][],
  [Nikolay Lisienko][] and [Travis Odom][].
- The shorter `lang-` prefix for language names in HTML classes supported
  alongside `language-`. Thanks to [Jeff Escalante][].
- Ruby's got support for interactive console sessions. Thanks to
  [Pascal Hurni][].
- Added built-in functions for R language. Thanks to [Artem A. Klevtsov][].
- Rust's got definition for lifetime parameters and improved string syntax.
  Thanks to [Roman Shmatov][].
- Various improvements to Objective-C definition by [Matt Diephouse][].
- Fixed highlighting of generics in Java.

[ll]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#listlanguages
[Sindre Sorhus]: https://github.com/sindresorhus
[Heiko August]: https://github.com/auge8472
[Nikolay Lisienko]: https://github.com/neor-ru
[Travis Odom]: https://github.com/Burstaholic
[Jeff Escalante]: https://github.com/jenius
[Pascal Hurni]: https://github.com/phurni
[Jiyin Yiyong]: https://github.com/jiyinyiyong
[Artem A. Klevtsov]: https://github.com/unikum
[Roman Shmatov]: https://github.com/shmatov
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Matt Diephouse]: https://github.com/mdiep


## Version 8.0

This new major release is quite a big overhaul bringing both new features and
some backwards incompatible changes. However, chances are that the majority of
users won't be affected by the latter: the basic scenario described in the
README is left intact.

Here's what did change in an incompatible way:

- We're now prefixing all classes located in [CSS classes reference][cr] with
  `hljs-`, by default, because some class names would collide with other
  people's stylesheets. If you were using an older version, you might still want
  the previous behavior, but still want to upgrade. To suppress this new
  behavior, you would initialize like so:

  ```html
  <script type="text/javascript">
    hljs.configure({classPrefix: ''});
    hljs.initHighlightingOnLoad();
  </script>
  ```

- `tabReplace` and `useBR` that were used in different places are also unified
  into the global options object and are to be set using `configure(options)`.
  This function is documented in our [API docs][]. Also note that these
  parameters are gone from `highlightBlock` and `fixMarkup` which are now also
  rely on `configure`.

- We removed public-facing (though undocumented) object `hljs.LANGUAGES` which
  was used to register languages with the library in favor of two new methods:
  `registerLanguage` and `getLanguage`. Both are documented in our [API docs][].

- Result returned from `highlight` and `highlightAuto` no longer contains two
  separate attributes contributing to relevance score, `relevance` and
  `keyword_count`. They are now unified in `relevance`.

Another technically compatible change that nonetheless might need attention:

- The structure of the NPM package was refactored, so if you had installed it
  locally, you'll have to update your paths. The usual `require('highlight.js')`
  works as before. This is contributed by [Dmitry Smolin][].

New features:

- Languages now can be recognized by multiple names like "js" for JavaScript or
  "html" for, well, HTML (which earlier insisted on calling it "xml"). These
  aliases can be specified in the class attribute of the code container in your
  HTML as well as in various API calls. For now there are only a few very common
  aliases but we'll expand it in the future. All of them are listed in the
  [class reference][cr].

- Language detection can now be restricted to a subset of languages relevant in
  a given context — a web page or even a single highlighting call. This is
  especially useful for node.js build that includes all the known languages.
  Another example is a StackOverflow-style site where users specify languages
  as tags rather than in the markdown-formatted code snippets. This is
  documented in the [API reference][] (see methods `highlightAuto` and
  `configure`).

- Language definition syntax streamlined with [variants][] and
  [beginKeywords][].

New languages and styles:

- *Oxygene* by [Carlo Kok][]
- *Mathematica* by [Daniel Kvasnička][]
- *Autohotkey* by [Seongwon Lee][]
- *Atelier* family of styles in 10 variants by [Bram de Haan][]
- *Paraíso* styles by [Jan T. Sott][]

Miscellaneous improvements:

- Highlighting `=>` prompts in Clojure.
- [Jeremy Hull][] fixed a lot of styles for consistency.
- Finally, highlighting PHP and HTML [mixed in peculiar ways][php-html].
- Objective C and C# now properly highlight titles in method definition.
- Big overhaul of relevance counting for a number of languages. Please do report
  bugs about mis-detection of non-trivial code snippets!

[API reference]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html

[cr]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/css-classes-reference.html
[api docs]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html
[variants]: https://groups.google.com/d/topic/highlightjs/VoGC9-1p5vk/discussion
[beginKeywords]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/commit/6c7fdea002eb3949577a85b3f7930137c7c3038d
[php-html]: https://twitter.com/highlightjs/status/408890903017689088

[Carlo Kok]: https://github.com/carlokok
[Bram de Haan]: https://github.com/atelierbram
[Daniel Kvasnička]: https://github.com/dkvasnicka
[Dmitry Smolin]: https://github.com/dimsmol
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Seongwon Lee]: https://github.com/dlimpid
[Jan T. Sott]: https://github.com/idleberg


## Version 7.5

A catch-up release dealing with some of the accumulated contributions. This one
is probably will be the last before the 8.0 which will be slightly backwards
incompatible regarding some advanced use-cases.

One outstanding change in this version is the addition of 6 languages to the
[hosted script][d]: Markdown, ObjectiveC, CoffeeScript, Apache, Nginx and
Makefile. It now weighs about 6K more but we're going to keep it under 30K.

New languages:

- OCaml by [Mehdi Dogguy][mehdid] and [Nicolas Braud-Santoni][nbraud]
- [LiveCode Server][lcs] by [Ralf Bitter][revig]
- Scilab by [Sylvestre Ledru][sylvestre]
- basic support for Makefile by [Ivan Sagalaev][isagalaev]

Improvements:

- Ruby's got support for characters like `?A`, `?1`, `?\012` etc. and `%r{..}`
  regexps.
- Clojure now allows a function call in the beginning of s-expressions
  `(($filter "myCount") (arr 1 2 3 4 5))`.
- Haskell's got new keywords and now recognizes more things like pragmas,
  preprocessors, modules, containers, FFIs etc. Thanks to [Zena Treep][treep]
  for the implementation and to [Jeremy Hull][sourrust] for guiding it.
- Miscellaneous fixes in PHP, Brainfuck, SCSS, Asciidoc, CMake, Python and F#.

[mehdid]: https://github.com/mehdid
[nbraud]: https://github.com/nbraud
[revig]: https://github.com/revig
[lcs]: http://livecode.com/developers/guides/server/
[sylvestre]: https://github.com/sylvestre
[isagalaev]: https://github.com/isagalaev
[treep]: https://github.com/treep
[sourrust]: https://github.com/sourrust
[d]: http://highlightjs.org/download/


## New core developers

The latest long period of almost complete inactivity in the project coincided
with growing interest to it led to a decision that now seems completely obvious:
we need more core developers.

So without further ado let me welcome to the core team two long-time
contributors: [Jeremy Hull][] and [Oleg
Efimov][].

Hope now we'll be able to work through stuff faster!

P.S. The historical commit is [here][1] for the record.

[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Oleg Efimov]: https://github.com/sannis
[1]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/commit/f3056941bda56d2b72276b97bc0dd5f230f2473f


## Version 7.4

This long overdue version is a snapshot of the current source tree with all the
changes that happened during the past year. Sorry for taking so long!

Along with the changes in code highlight.js has finally got its new home at
<http://highlightjs.org/>, moving from its cradle on Software Maniacs which it
outgrew a long time ago. Be sure to report any bugs about the site to
<mailto:info@highlightjs.org>.

On to what's new…

New languages:

- Handlebars templates by [Robin Ward][]
- Oracle Rules Language by [Jason Jacobson][]
- F# by [Joans Follesø][]
- AsciiDoc and Haml by [Dan Allen][]
- Lasso by [Eric Knibbe][]
- SCSS by [Kurt Emch][]
- VB.NET by [Poren Chiang][]
- Mizar by [Kelley van Evert][]

[Robin Ward]: https://github.com/eviltrout
[Jason Jacobson]: https://github.com/jayce7
[Joans Follesø]: https://github.com/follesoe
[Dan Allen]: https://github.com/mojavelinux
[Eric Knibbe]: https://github.com/EricFromCanada
[Kurt Emch]: https://github.com/kemch
[Poren Chiang]: https://github.com/rschiang
[Kelley van Evert]: https://github.com/kelleyvanevert

New style themes:

- Monokai Sublime by [noformnocontent][]
- Railscasts by [Damien White][]
- Obsidian by [Alexander Marenin][]
- Docco by [Simon Madine][]
- Mono Blue by [Ivan Sagalaev][] (uses a single color hue for everything)
- Foundation by [Dan Allen][]

[noformnocontent]: http://nn.mit-license.org/
[Damien White]: https://github.com/visoft
[Alexander Marenin]: https://github.com/ioncreature
[Simon Madine]: https://github.com/thingsinjars
[Ivan Sagalaev]: https://github.com/isagalaev

Other notable changes:

- Corrected many corner cases in CSS.
- Dropped Python 2 version of the build tool.
- Implemented building for the AMD format.
- Updated Rust keywords (thanks to [Dmitry Medvinsky][]).
- Literal regexes can now be used in language definitions.
- CoffeeScript highlighting is now significantly more robust and rich due to
  input from [Cédric Néhémie][].

[Dmitry Medvinsky]: https://github.com/dmedvinsky
[Cédric Néhémie]: https://github.com/abe33


## Version 7.3

- Since this version highlight.js no longer works in IE version 8 and older.
  It's made it possible to reduce the library size and dramatically improve code
  readability and made it easier to maintain. Time to go forward!

- New languages: AppleScript (by [Nathan Grigg][ng] and [Dr. Drang][dd]) and
  Brainfuck (by [Evgeny Stepanischev][bolk]).

- Improvements to existing languages:

    - interpreter prompt in Python (`>>>` and `...`)
    - @-properties and classes in CoffeeScript
    - E4X in JavaScript (by [Oleg Efimov][oe])
    - new keywords in Perl (by [Kirk Kimmel][kk])
    - big Ruby syntax update (by [Vasily Polovnyov][vast])
    - small fixes in Bash

- Also Oleg Efimov did a great job of moving all the docs for language and style
  developers and contributors from the old wiki under the source code in the
  "docs" directory. Now these docs are nicely presented at
  <http://highlightjs.readthedocs.org/>.

[ng]: https://github.com/nathan11g
[dd]: https://github.com/drdrang
[bolk]: https://github.com/bolknote
[oe]: https://github.com/Sannis
[kk]: https://github.com/kimmel
[vast]: https://github.com/vast


## Version 7.2

A regular bug-fix release without any significant new features. Enjoy!


## Version 7.1

A Summer crop:

- [Marc Fornos][mf] made the definition for Clojure along with the matching
  style Rainbow (which, of course, works for other languages too).
- CoffeeScript support continues to improve getting support for regular
  expressions.
- Yoshihide Jimbo ported to highlight.js [five Tomorrow styles][tm] from the
  [project by Chris Kempson][tm0].
- Thanks to [Casey Duncun][cd] the library can now be built in the popular
  [AMD format][amd].
- And last but not least, we've got a fair number of correctness and consistency
  fixes, including a pretty significant refactoring of Ruby.

[mf]: https://github.com/mfornos
[tm]: http://jmblog.github.com/color-themes-for-highlightjs/
[tm0]: https://github.com/ChrisKempson/Tomorrow-Theme
[cd]: https://github.com/caseman
[amd]: http://requirejs.org/docs/whyamd.html


## Version 7.0

The reason for the new major version update is a global change of keyword syntax
which resulted in the library getting smaller once again. For example, the
hosted build is 2K less than at the previous version while supporting two new
languages.

Notable changes:

- The library now works not only in a browser but also with [node.js][]. It is
  installable with `npm install highlight.js`. [API][] docs are available on our
  wiki.

- The new unique feature (apparently) among syntax highlighters is highlighting
  *HTTP* headers and an arbitrary language in the request body. The most useful
  languages here are *XML* and *JSON* both of which highlight.js does support.
  Here's [the detailed post][p] about the feature.

- Two new style themes: a dark "south" *[Pojoaque][]* by Jason Tate and an
  emulation of*XCode* IDE by [Angel Olloqui][ao].

- Three new languages: *D* by [Aleksandar Ružičić][ar], *R* by [Joe Cheng][jc]
  and *GLSL* by [Sergey Tikhomirov][st].

- *Nginx* syntax has become a million times smaller and more universal thanks to
  remaking it in a more generic manner that doesn't require listing all the
  directives in the known universe.

- Function titles are now highlighted in *PHP*.

- *Haskell* and *VHDL* were significantly reworked to be more rich and correct
  by their respective maintainers [Jeremy Hull][sr] and [Igor Kalnitsky][ik].

And last but not least, many bugs have been fixed around correctness and
language detection.

Overall highlight.js currently supports 51 languages and 20 style themes.

[node.js]: http://nodejs.org/
[api]: http://softwaremaniacs.org/wiki/doku.php/highlight.js:api
[p]: http://softwaremaniacs.org/blog/2012/05/10/http-and-json-in-highlight-js/en/
[pojoaque]: http://web-cms-designs.com/ftopict-10-pojoaque-style-for-highlight-js-code-highlighter.html
[ao]: https://github.com/angelolloqui
[ar]: https://github.com/raleksandar
[jc]: https://github.com/jcheng5
[st]: https://github.com/tikhomirov
[sr]: https://github.com/sourrust
[ik]: https://github.com/ikalnitsky


## Version 6.2

A lot of things happened in highlight.js since the last version! We've got nine
new contributors, the discussion group came alive, and the main branch on GitHub
now counts more than 350 followers. Here are most significant results coming
from all this activity:

- 5 (five!) new languages: Rust, ActionScript, CoffeeScript, MatLab and
  experimental support for markdown. Thanks go to [Andrey Vlasovskikh][av],
  [Alexander Myadzel][am], [Dmytrii Nagirniak][dn], [Oleg Efimov][oe], [Denis
  Bardadym][db] and [John Crepezzi][jc].

- 2 new style themes: Monokai by [Luigi Maselli][lm] and stylistic imitation of
  another well-known highlighter Google Code Prettify by [Aahan Krish][ak].

- A vast number of [correctness fixes and code refactorings][log], mostly made
  by [Oleg Efimov][oe] and [Evgeny Stepanischev][es].

[av]: https://github.com/vlasovskikh
[am]: https://github.com/myadzel
[dn]: https://github.com/dnagir
[oe]: https://github.com/Sannis
[db]: https://github.com/btd
[jc]: https://github.com/seejohnrun
[lm]: http://grigio.org/
[ak]: https://github.com/geekpanth3r
[es]: https://github.com/bolknote
[log]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/commits/


## Version 6.1 — Solarized

[Jeremy Hull][jh] has implemented my dream feature — a port of [Solarized][]
style theme famous for being based on the intricate color theory to achieve
correct contrast and color perception. It is now available for highlight.js in
both variants — light and dark.

This version also adds a new original style Arta. Its author pumbur maintains a
[heavily modified fork of highlight.js][pb] on GitHub.

[jh]: https://github.com/sourrust
[solarized]: http://ethanschoonover.com/solarized
[pb]: https://github.com/pumbur/highlight.js


## Version 6.0

New major version of the highlighter has been built on a significantly
refactored syntax. Due to this it's even smaller than the previous one while
supporting more languages!

New languages are:

- Haskell by [Jeremy Hull][sourrust]
- Erlang in two varieties — module and REPL — made collectively by [Nikolay
  Zakharov][desh], [Dmitry Kovega][arhibot] and [Sergey Ignatov][ignatov]
- Objective C by [Valerii Hiora][vhbit]
- Vala by [Antono Vasiljev][antono]
- Go by [Stephan Kountso][steplg]

[sourrust]: https://github.com/sourrust
[desh]: http://desh.su/
[arhibot]: https://github.com/arhibot
[ignatov]: https://github.com/ignatov
[vhbit]: https://github.com/vhbit
[antono]: https://github.com/antono
[steplg]: https://github.com/steplg

Also this version is marginally faster and fixes a number of small long-standing
bugs.

Developer overview of the new language syntax is available in a [blog post about
recent beta release][beta].

[beta]: http://softwaremaniacs.org/blog/2011/04/25/highlight-js-60-beta/en/

P.S. New version is not yet available on a Yandex CDN, so for now you have to
download [your own copy][d].

[d]: /soft/highlight/en/download/


## Version 5.14

Fixed bugs in HTML/XML detection and relevance introduced in previous
refactoring.

Also test.html now shows the second best result of language detection by
relevance.


## Version 5.13

Past weekend began with a couple of simple additions for existing languages but
ended up in a big code refactoring bringing along nice improvements for language
developers.

### For users

- Description of C++ has got new keywords from the upcoming [C++ 0x][] standard.
- Description of HTML has got new tags from [HTML 5][].
- CSS-styles have been unified to use consistent padding and also have lost
  pop-outs with names of detected languages.
- [Igor Kalnitsky][ik] has sent two new language descriptions: CMake & VHDL.

This makes total number of languages supported by highlight.js to reach 35.

Bug fixes:

- Custom classes on `<pre>` tags are not being overridden anymore
- More correct highlighting of code blocks inside non-`<pre>` containers:
  highlighter now doesn't insist on replacing them with its own container and
  just replaces the contents.
- Small fixes in browser compatibility and heuristics.

[c++ 0x]: http://ru.wikipedia.org/wiki/C%2B%2B0x
[html 5]: http://en.wikipedia.org/wiki/HTML5
[ik]: http://kalnitsky.org.ua/

### For developers

The most significant change is the ability to include language submodes right
under `contains` instead of defining explicit named submodes in the main array:

    contains: [
      'string',
      'number',
      {begin: '\\n', end: hljs.IMMEDIATE_RE}
    ]

This is useful for auxiliary modes needed only in one place to define parsing.
Note that such modes often don't have `className` and hence won't generate a
separate `<span>` in the resulting markup. This is similar in effect to
`noMarkup: true`. All existing languages have been refactored accordingly.

Test file test.html has at last become a real test. Now it not only puts the
detected language name under the code snippet but also tests if it matches the
expected one. Test summary is displayed right above all language snippets.


## CDN

Fine people at [Yandex][] agreed to host highlight.js on their big fast servers.
[Link up][l]!

[yandex]: http://yandex.com/
[l]: http://softwaremaniacs.org/soft/highlight/en/download/


## Version 5.10 — "Paris".

Though I'm on a vacation in Paris, I decided to release a new version with a
couple of small fixes:

- Tomas Vitvar discovered that TAB replacement doesn't always work when used
  with custom markup in code
- SQL parsing is even more rigid now and doesn't step over SmallTalk in tests


## Version 5.9

A long-awaited version is finally released.

New languages:

- Andrew Fedorov made a definition for Lua
- a long-time highlight.js contributor [Peter Leonov][pl] made a definition for
  Nginx config
- [Vladimir Moskva][vm] made a definition for TeX

[pl]: http://kung-fu-tzu.ru/
[vm]: http://fulc.ru/

Fixes for existing languages:

- [Loren Segal][ls] reworked the Ruby definition and added highlighting for
  [YARD][] inline documentation
- the definition of SQL has become more solid and now it shouldn't be overly
  greedy when it comes to language detection

[ls]: http://gnuu.org/
[yard]: http://yardoc.org/

The highlighter has become more usable as a library allowing to do highlighting
from initialization code of JS frameworks and in ajax methods (see.
readme.eng.txt).

Also this version drops support for the [WordPress][wp] plugin. Everyone is
welcome to [pick up its maintenance][p] if needed.

[wp]: http://wordpress.org/
[p]: http://bazaar.launchpad.net/~isagalaev/+junk/highlight/annotate/342/src/wp_highlight.js.php


## Version 5.8

- Jan Berkel has contributed a definition for Scala. +1 to hotness!
- All CSS-styles are rewritten to work only inside `<pre>` tags to avoid
  conflicts with host site styles.


## Version 5.7.

Fixed escaping of quotes in VBScript strings.


## Version 5.5

This version brings a small change: now .ini-files allow digits, underscores and
square brackets in key names.


## Version 5.4

Fixed small but upsetting bug in the packer which caused incorrect highlighting
of explicitly specified languages. Thanks to Andrew Fedorov for precise
diagnostics!


## Version 5.3

The version to fulfil old promises.

The most significant change is that highlight.js now preserves custom user
markup in code along with its own highlighting markup. This means that now it's
possible to use, say, links in code. Thanks to [Vladimir Dolzhenko][vd] for the
[initial proposal][1] and for making a proof-of-concept patch.

Also in this version:

- [Vasily Polovnyov][vp] has sent a GitHub-like style and has implemented
  support for CSS @-rules and Ruby symbols.
- Yura Zaripov has sent two styles: Brown Paper and School Book.
- Oleg Volchkov has sent a definition for [Parser 3][p3].

[1]: http://softwaremaniacs.org/forum/highlightjs/6612/
[p3]: http://www.parser.ru/
[vp]: http://vasily.polovnyov.ru/
[vd]: http://dolzhenko.blogspot.com/


## Version 5.2

- at last it's possible to replace indentation TABs with something sensible
  (e.g. 2 or 4 spaces)
- new keywords and built-ins for 1C by Sergey Baranov
- a couple of small fixes to Apache highlighting


## Version 5.1

This is one of those nice version consisting entirely of new and shiny
contributions!

- [Vladimir Ermakov][vooon] created highlighting for AVR Assembler
- [Ruslan Keba][rukeba] created highlighting for Apache config file. Also his
  original visual style for it is now available for all highlight.js languages
  under the name "Magula".
- [Shuen-Huei Guan][drake] (aka Drake) sent new keywords for RenderMan
  languages. Also thanks go to [Konstantin Evdokimenko][ke] for his advice on
  the matter.

[vooon]: http://vehq.ru/about/
[rukeba]: http://rukeba.com/
[drake]: http://drakeguan.org/
[ke]: http://k-evdokimenko.moikrug.ru/


## Version 5.0

The main change in the new major version of highlight.js is a mechanism for
packing several languages along with the library itself into a single compressed
file. Now sites using several languages will load considerably faster because
the library won't dynamically include additional files while loading.

Also this version fixes a long-standing bug with Javascript highlighting that
couldn't distinguish between regular expressions and division operations.

And as usually there were a couple of minor correctness fixes.

Great thanks to all contributors! Keep using highlight.js.


## Version 4.3

This version comes with two contributions from [Jason Diamond][jd]:

- language definition for C# (yes! it was a long-missed thing!)
- Visual Studio-like highlighting style

Plus there are a couple of minor bug fixes for parsing HTML and XML attributes.

[jd]: http://jason.diamond.name/weblog/


## Version 4.2

The biggest news is highlighting for Lisp, courtesy of Vasily Polovnyov. It's
somewhat experimental meaning that for highlighting "keywords" it doesn't use
any pre-defined set of a Lisp dialect. Instead it tries to highlight first word
in parentheses wherever it makes sense. I'd like to ask people programming in
Lisp to confirm if it's a good idea and send feedback to [the forum][f].

Other changes:

- Smalltalk was excluded from DEFAULT_LANGUAGES to save traffic
- [Vladimir Epifanov][voldmar] has implemented javascript style switcher for
  test.html
- comments now allowed inside Ruby function definition
- [MEL][] language from [Shuen-Huei Guan][drake]
- whitespace now allowed between `<pre>` and `<code>`
- better auto-detection of C++ and PHP
- HTML allows embedded VBScript (`<% .. %>`)

[f]: http://softwaremaniacs.org/forum/highlightjs/
[voldmar]: http://voldmar.ya.ru/
[mel]: http://en.wikipedia.org/wiki/Maya_Embedded_Language
[drake]: http://drakeguan.org/


## Version 4.1

Languages:

- Bash from Vah
- DOS bat-files from Alexander Makarov (Sam)
- Diff files from Vasily Polovnyov
- Ini files from myself though initial idea was from Sam

Styles:

- Zenburn from Vladimir Epifanov, this is an imitation of a
  [well-known theme for Vim][zenburn].
- Ascetic from myself, as a realization of ideals of non-flashy highlighting:
  just one color in only three gradations :-)

In other news. [One small bug][bug] was fixed, built-in keywords were added for
Python and C++ which improved auto-detection for the latter (it was shame that
[my wife's blog][alenacpp] had issues with it from time to time). And lastly
thanks go to Sam for getting rid of my stylistic comments in code that were
getting in the way of [JSMin][].

[zenburn]: http://en.wikipedia.org/wiki/Zenburn
[alenacpp]: http://alenacpp.blogspot.com/
[bug]: http://softwaremaniacs.org/forum/viewtopic.php?id=1823
[jsmin]: http://code.google.com/p/jsmin-php/


## Version 4.0

New major version is a result of vast refactoring and of many contributions.

Visible new features:

- Highlighting of embedded languages. Currently is implemented highlighting of
  Javascript and CSS inside HTML.
- Bundled 5 ready-made style themes!

Invisible new features:

- Highlight.js no longer pollutes global namespace. Only one object and one
  function for backward compatibility.
- Performance is further increased by about 15%.

Changing of a major version number caused by a new format of language definition
files. If you use some third-party language files they should be updated.


## Version 3.5

A very nice version in my opinion fixing a number of small bugs and slightly
increased speed in a couple of corner cases. Thanks to everybody who reports
bugs in he [forum][f] and by email!

There is also a new language — XML. A custom XML formerly was detected as HTML
and didn't highlight custom tags. In this version I tried to make custom XML to
be detected and highlighted by its own rules. Which by the way include such
things as CDATA sections and processing instructions (`<? ... ?>`).

[f]: http://softwaremaniacs.org/forum/viewforum.php?id=6


## Version 3.3

[Vladimir Gubarkov][xonix] has provided an interesting and useful addition.
File export.html contains a little program that shows and allows to copy and
paste an HTML code generated by the highlighter for any code snippet. This can
be useful in situations when one can't use the script itself on a site.


[xonix]: http://xonixx.blogspot.com/


## Version 3.2 consists completely of contributions:

- Vladimir Gubarkov has described SmallTalk
- Yuri Ivanov has described 1C
- Peter Leonov has packaged the highlighter as a Firefox extension
- Vladimir Ermakov has compiled a mod for phpBB

Many thanks to you all!


## Version 3.1

Three new languages are available: Django templates, SQL and Axapta. The latter
two are sent by [Dmitri Roudakov][1]. However I've almost entirely rewrote an
SQL definition but I'd never started it be it from the ground up :-)

The engine itself has got a long awaited feature of grouping keywords
("keyword", "built-in function", "literal"). No more hacks!

[1]: http://roudakov.ru/


## Version 3.0

It is major mainly because now highlight.js has grown large and has become
modular. Now when you pass it a list of languages to highlight it will
dynamically load into a browser only those languages.

Also:

- Konstantin Evdokimenko of [RibKit][] project has created a highlighting for
  RenderMan Shading Language and RenderMan Interface Bytestream. Yay for more
  languages!
- Heuristics for C++ and HTML got better.
- I've implemented (at last) a correct handling of backslash escapes in C-like
  languages.

There is also a small backwards incompatible change in the new version. The
function initHighlighting that was used to initialize highlighting instead of
initHighlightingOnLoad a long time ago no longer works. If you by chance still
use it — replace it with the new one.

[RibKit]: http://ribkit.sourceforge.net/


## Version 2.9

Highlight.js is a parser, not just a couple of regular expressions. That said
I'm glad to announce that in the new version 2.9 has support for:

- in-string substitutions for Ruby -- `#{...}`
- strings from from numeric symbol codes (like #XX) for Delphi


## Version 2.8

A maintenance release with more tuned heuristics. Fully backwards compatible.


## Version 2.7

- Nikita Ledyaev presents highlighting for VBScript, yay!
- A couple of bugs with escaping in strings were fixed thanks to Mickle
- Ongoing tuning of heuristics

Fixed bugs were rather unpleasant so I encourage everyone to upgrade!


## Version 2.4

- Peter Leonov provides another improved highlighting for Perl
- Javascript gets a new kind of keywords — "literals". These are the words
  "true", "false" and "null"

Also highlight.js homepage now lists sites that use the library. Feel free to
add your site by [dropping me a message][mail] until I find the time to build a
submit form.

[mail]: mailto:Maniac@SoftwareManiacs.Org


## Version 2.3

This version fixes IE breakage in previous version. My apologies to all who have
already downloaded that one!


## Version 2.2

- added highlighting for Javascript
- at last fixed parsing of Delphi's escaped apostrophes in strings
- in Ruby fixed highlighting of keywords 'def' and 'class', same for 'sub' in
  Perl


## Version 2.0

- Ruby support by [Anton Kovalyov][ak]
- speed increased by orders of magnitude due to new way of parsing
- this same way allows now correct highlighting of keywords in some tricky
  places (like keyword "End" at the end of Delphi classes)

[ak]: http://anton.kovalyov.net/


## Version 1.0

Version 1.0 of javascript syntax highlighter is released!

It's the first version available with English description. Feel free to post
your comments and question to [highlight.js forum][forum]. And don't be afraid
if you find there some fancy Cyrillic letters -- it's for Russian users too :-)

[forum]: http://softwaremaniacs.org/forum/viewforum.php?id=6
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# Highlight.js

[![Build Status](https://travis-ci.org/isagalaev/highlight.js.svg?branch=master)](https://travis-ci.org/isagalaev/highlight.js)

Highlight.js is a syntax highlighter written in JavaScript. It works in the
browser as well as on the server. It works with pretty much any markup,
doesn't depend on any framework and has automatic language detection.


## Getting Started

The bare minimum for using highlight.js on a web page is linking to the library
along with one of the styles and calling [`initHighlightingOnLoad`][1]:

```html
<link rel="stylesheet" href="/path/to/styles/default.css">
<script src="/path/to/highlight.pack.js"></script>
<script>hljs.initHighlightingOnLoad();</script>
```

This will find and highlight code inside of `<pre><code>` tags trying to detect
the language automatically. If automatic detection doesn't work for you, you can
specify the language in the class attribute:

```html
<pre><code class="html">...</code></pre>
```

The list of supported language classes is available in the [class reference][8].
Classes can also be prefixed with either `language-` or `lang-`.

To disable highlighting altogether use the `nohighlight` class:

```html
<pre><code class="nohighlight">...</code></pre>
```

## Custom Initialization

When you need a bit more control over the initialization of
highlight.js, you can use the [`highlightBlock`][2] and [`configure`][3]
functions. This allows you to control *what* to highlight and *when*.

Here's an equivalent way to calling [`initHighlightingOnLoad`][1] using jQuery:

```javascript
$(document).ready(function() {
  $('pre code').each(function(i, block) {
    hljs.highlightBlock(block);
  });
});
```

You can use any tags instead of `<pre><code>` to mark up your code. If you don't
use a container that preserve line breaks you will need to configure
highlight.js to use the `<br>` tag:

```javascript
hljs.configure({useBR: true});

$('div.code').each(function(i, block) {
  hljs.highlightBlock(block);
});
```

For other options refer to the documentation for [`configure`][3].


## Getting the Library

You can get highlight.js as a hosted or custom-build browser script or as a
server module. Head over to the [download page][4] for all the options.

Note, that the library is not supposed to work straight from the source on
GitHub, it requires building. If none of the pre-packaged options work for you
refer to the [building documentation][5].


## License

Highlight.js is released under the BSD License. See [LICENSE][10] file for
details.


## Links

The official site for the library is at <https://highlightjs.org/>.

Further in-depth documentation for the API and other topics is at
<http://highlightjs.readthedocs.org/>.

Authors and contributors are listed in the [AUTHORS.en.txt][9] file.

[1]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#inithighlightingonload
[2]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#highlightblock-block
[3]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#configure-options
[4]: https://highlightjs.org/download/
[5]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/building-testing.html
[8]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/css-classes-reference.html
[9]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/AUTHORS.en.txt
[10]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/LICENSE
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/*! highlight.js v9.2.0 | BSD3 License | git.io/hljslicense */
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OEBPS/Common_Content/scripts/highlight.js/LICENSE
Copyright (c) 2006, Ivan Sagalaev
All rights reserved.
Redistribution and use in source and binary forms, with or without
modification, are permitted provided that the following conditions are met:

    * Redistributions of source code must retain the above copyright
      notice, this list of conditions and the following disclaimer.
    * Redistributions in binary form must reproduce the above copyright
      notice, this list of conditions and the following disclaimer in the
      documentation and/or other materials provided with the distribution.
    * Neither the name of highlight.js nor the names of its contributors 
      may be used to endorse or promote products derived from this software 
      without specific prior written permission.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS ``AS IS'' AND ANY
EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE
DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE REGENTS AND CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY
DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES
(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES;
LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND
ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.
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OEBPS/Common_Content/scripts/utils.js
var work = 1;

function pop(entity) {
	if(entity) {
		var my_parent = entity.parentNode;
		var my_class = my_parent.className;
		my_parent.className = my_class.replace(/popper/,"popped");
	}
}
function unpop(entity) {
	if(entity) {
		var my_parent = entity.parentNode;
		var my_class = my_parent.className;
		my_parent.className = my_class.replace(/popped/,"popper");
	}
}

function siblings(entity){
	var r = [];
	for ( var n = entity.parentNode.firstChild; n; n = n.nextSibling ) 
		if ( n.nodeType == 1 && n != entity)
			r.push( n );		
	return r;
}

/* This activates an element and deactivates all it's siblings */
function activateElement(id) {
	var entity = document.getElementById(id);
	if(entity.className.indexOf("active") == -1) {
		entity.className = entity.className + " active";
	}
	var sibs = siblings(entity);

	for(var i=0; i < sibs.length; i++) {
		if(sibs[i].className.indexOf("active") != -1) {
			deactivateElement(sibs[i]);
		}
	}
}

function deactivateElement(entity) {
	if(entity.className.indexOf("active") != -1) {
		 entity.className = entity.className.replace(/[ ]*active/, '');
	}
}

function getCookie(name) {
	var name_c = window.location.hostname + '-' + name;

	if(document.cookie) {
		var cookies = document.cookie.split(/ *; */);
		for(var i=0; i < cookies.length; i++) {
			var current_c = cookies[i].split("=");
			if(current_c[0] == name_c) {
				return(current_c[1]);
				break;
			}
		}
	}
	return('');
}

function setCookie(name, value, expires, path) {
	name = window.location.hostname + '-' + name;

	var curCookie = name + "=" + value + 
		((expires) ? ";expires=" + expires.toGMTString() : "") + 
		((path) ? ";path=" + path : "");
	document.cookie = curCookie; 
}

function setDefLangCookie(entity) {
	setCookie('switchery', entity.options[entity.selectedIndex].value, '', '/');
}

function initSwitchery() {
	var divs = document.getElementsByTagName('div');
	for(i in divs) {
		if(typeof(divs[i].className) != 'undefined' && divs[i].className.indexOf("switchery") != -1) {
			var lang = getCookie('switchery');
			if(lang != '') {
				var entity = document.getElementById(divs[i].id + '-' + lang);
				if(entity) {
					entity.onclick();
					entity.parentNode.lastChild.value = lang;
				} else {
					divs[i].firstChild.firstChild.onclick();
				}
			} else {
				divs[i].firstChild.firstChild.onclick();
			}
		}
	}

}

function showhide(id) {
	if(work) {
		work = 0;
		var entity = document.getElementById(id);
		if(entity) {
			var my_class = entity.className;
			if(my_class.indexOf("hidden") != -1) {
				entity.className = my_class.replace(/hidden/,"visible");
			}
			else if(my_class.indexOf("visible") != -1) {
				entity.className = my_class.replace(/visible/,"hidden");
			}
		}
	}

	return false;
}

function hide(id) {
	if(work) {
		work = 0;
		var entity = document.getElementById(id);
		if(entity) {
			var my_class = entity.className;
			if(my_class.indexOf("visible") != -1) {
				entity.className = my_class.replace(/visible/,"hidden");
			}
		}
	} else {
		work=1;
	}
}

var preventReset = 0;

function dehighlightTarget(entity) {
	if(preventReset == 0 && entity) {
		var id = entity.href;
		if(id.indexOf("#") != -1) {
			id = id.substr(id.indexOf('#')+1);
		}
		var target = document.getElementById(id);
		if(target) {
			deactivateElement(target);
		}
		}
}

function highlightTarget(entity, norefresh) {
	if(entity) {
		var id = entity.href;
		if(id.indexOf("#") != -1) {
			id = id.substr(id.indexOf('#')+1);
		}
		activateElement(id);
		preventReset = 0;
	} 
	if(norefresh == 1) {
		preventReset=1;
	}
}





OEBPS/Common_Content/images/29.png





OEBPS/Common_Content/images/21.png





OEBPS/Common_Content/fonts/portal/nimbus/iconfont.ttf


OEBPS/Common_Content/images/31.png





OEBPS/Common_Content/images/stock-go-forward.png





OEBPS/Common_Content/images/6.png





OEBPS/Common_Content/images/14.png





OEBPS/Common_Content/images/1.png





OEBPS/Common_Content/images/25.png





